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　人が生活する以上、部屋が汚くなるのは当然のことなのだが、Ｐピー子この部屋は並はずれて汚かった。四よ畳じよう半はんの部屋は、一人暮らしの男子大学生の住まいそのもの。散らかった雑誌にディスクに食べ物の包ほう装そう紙し。

　ただ、それが最新の科学雑誌やら、組織の機密が詰まった極秘ディスクであることが大学生との相そう違い点てん。情報漏ろう洩えいの点では、大学生よりＰ子のほうが危険だ。

『邪じや魔まをする』

　その汚い部屋に入り込む、ブラック・ブリッツ首しゆ領りよう。

　機械の鎧よろいは錆さび付ついたような音を立て、畳たたみに正座をする首領をサポートする。ゴツゴツとした装そう飾しよくやマントが、Ｐ子の部屋の戸と棚だなに当たるが、もうＰ子も気にしない。

　そのＰ子は何をしているのかと言うと、ちゃぶ台の上でコンピュータをいじくっていた。いつもの白いジャージが四畳半の部屋に良く似に合あっている。

「どうしました、首領？」

『デイストーンのひとつから連絡が来た』

「えっ!?」

　驚おどろいた顔で振り向くＰ子だが、キーボードを叩く手は止めない。感情が揺れ動いているときに、目を逸そらし、さらにミスなしでキーを叩くのはほぼ不可能に近いのだが、Ｐ子はそれをやってのけた。

『マリアナ海かい溝こうに眠っていたらしいのだが、自力で這はい出でてきたそうだ。まだ海上に漂ただよっていると思われる。あとで戦闘船か水中用の怪人を出してくれ』

「はぁ……わかりました」

　と、ようやく作業が一段落したのか、Ｐ子の手が止まった。

「うー、疲れた……」

　肩をゴキゴキと鳴らしながらＰ子は席を立ち、ポットの中のお茶を注そそぐ。湯飲みを差し出されると、首領は少し躊躇ためらった後、兜かぶとの隙すき間まからお茶を流し込んだ。それを見て、少し微笑ほほえみながらＰ子もお茶を飲む。

「ふぅ。疲れた時にはやっぱりお茶ですね」

『近頃、私も茶の味が分かるようになってきた』

「そうなんですか？」

『うむ。Ｐ子よ、お前はもう少し湯の温度や茶葉の蒸むらし方かたに気を遣つかったほうがいい』

「必要ないんですよ、どうせこれはインスタントなんですし」

　むくれながらも、Ｐ子は嬉うれしそうだ。

『少しは私も生活というものが分かってきた気がする』

「出会った時は、本当にロボットみたいでしたからねぇ」

『本来ならば、この部屋に自分が閉じこめられるというだけで発狂してしまうところだ。もとの大きさを考えるとな』

「人間のサイズが一番適してますよ、この星は」

『そういう意味では、私は自分を締め付けるために動いていることになる。矛む盾じゆんしているが、止める事も出来ん』

「私も、止めるつもりはありません。それが約束ですから」

　お茶を一気に飲み干すと、Ｐ子はまたキーボードを叩き始める。

　何かの数値だ。絶え間なく変化しているグラフと数字だが、その速度と振れ幅のゆらぎは生物のような不規則さを見せている。

『それはデイストーンの実験結果か』

「ええ。こないだ手に入れたヤツです」

『そうか。すまないが、よろしく頼む』

「いえいえ、私達の生活にも関わることですしね」

『あぁ……』

　首領はそこで腕を組む。

　しばらく黙り込み、部屋にはＰ子がキーボードを叩く音のみがこだまする。

　やがて沈黙を破った首領の一言は、重苦しいものだった。

『実は、お前に話していない事がある』

「……なんですか？」

『デイストーンの力のことだ』

「はぁ」

　なにやら難しい話になりそうだ。そう思い、Ｐ子は居い住ずまいを正して首領を見る。ただしキーボードを叩く手は休めない。姿勢を変えただけだ。

『実は――デイストーンが不ふ思し議ぎな力を持っている事を、私は知らなかったのだ』

　即座にＰ子の手が止まる。
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　世界を変えるほどの力を持つ石、デイストーンを求めて暗あん躍やくする秘密組織『ブラック・ブリッツ』。その実態は謎なぞに包まれており、一般の人間は名前しか知らないことも多い。ただテレビなどの街角インタビューで「ブラック・ブリッツと言えば？」という質問をされたなら、いくつかのキーワードは出てくるだろう。

　改造人間、黒ずくめの戦せん闘とう員いん、人類の敵、怪しい実験。

　つまるところブラック・ブリッツ、通称ＢビーＢビー団だんに関してはそういうイメージが定着しており、また実際にやっていることもそれに近い。デイストーンという神の石を手に入れるためには敵味方のどんな犠ぎ牲せいも気にしないし、手に入れたデイストーンの力を使って、禁きん断だんの技術にも手を染める。

　改造人間たちも、その中のひとつである。動物と人間の遺い伝でん子しを組み合わせた合成人間。野生の力と、人間の思考力を兼かね備そなえた、最強の生物。
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　今、とある町の地下にあるブラック・ブリッツ本部の廊ろう下かでは、三人の改造人間たちが並んで歩いていた。全員、人間の姿をしており、黒の全身タイツを装そう着ちやくしている。三人ともご機き嫌げんな表情で、鼻歌を歌っている者まで。

「いやー、しかし残っててよかったッスねー」

　ひとりは身長二メートルに届きそうな巨きよ漢かん。両肩に段ボールをひとつずつ担かついで、まったく重みを感じさせない足取りである。

「んだども、これって去年のクリスマスパーチィん時の残りモンだべ？　そんなに使わねかったんか？」

　訛なまりのある口調で質問する、糸目の男。中肉中背で、人なつっこい顔以外は取り立てて特とく徴ちようがないのが特徴か。

「なんでも、課長が数間違えたらしいって話ですけど、あとで注文書見たら別に間違ってなかったんですよね」

　答えたのは、細身の男。整った顔立ちはマダムキラーのような儚はかない美しさだが、その儚さが際きわ立だちすぎており、なんだかこの世の不幸を一身に背負っているようなオーラが出ている。

「あ、俺それ知ってる。Ｐピー子こが注文書書いたんだよ」

「したらＰ子が多く発注したんだべ？」

「課長も咎とがめなかったのかな……？　最後にチェックするのは課長なのに」

「きっとわざと多く発注したんじゃないですかね」

「なんでだべ？」

「最近、パーティとか祝い事多いですから。来週もナマズ怪人さんの誕生日ですし、戦術課が欲しがってましたよ」

「ふーん」

　巨漢と糸目が同時に頷うなずいた。

　そうして辿たどりついたのは、ある部屋のドア前。

　すでに大勢の人間がワラワラと出入りしている。彼らも急いで部屋に駆け込んだ。







　兵器開発課の研究室は、研究室と言うよりも実験場だった。

　ＢＢ団の主力兵器は改造人間なので、銃じゆう器きなどの生産工場よりも施し設せつが大きい。単純に考えて、銃と改造人間の大きさを比べてもいい。なにしろＢＢ団の改造人間プラントは、ひとりの改造人間を作るのに体育館ほどの広さの空間が必要なのである。

　しかし今、ＢＢ団の面々が集まっているのは、せいぜい教室ほどの広さの研究室であった。その中央に人がひとり入れるくらいのポッドが置いてある。

　ブラック・ブリッツ生活課課長、Ｑキユー三ざぶ郎ろうが三人を発見したのは開始五分前であった。ポッド前に集まっている一般戦闘員をかき分けて入ってくる三人組に、片手を上げて合図する。すでに名だたる幹かん部ぶの面々はポッドの一番近くに揃そろっており、あとは彼らのブツを待つだけだったのだ。

「おせーぞテメーら！」

　室内はタバコが吸えないのでイライラしている。若いのにボサボサの白髪しらがを掻かきむしり、三人を睨にらむ。

「いや、すいませんッス！」

「もう始まるんだべか!?」

「綺き麗れいなポッドですねー！」

　三人は謝あやまりつつも、暢のん気きな態度。

「いちごう、にごう、さんごう、おそーい！」

　Ｑ三郎の隣となりで小さな女の子がマネをしていた。指摘された１号と２号と３号は何も言えずに謝るばかり。

「ホラおめーら、コッペにも笑われてるじゃねーか！　時間厳守は社会人の基本だ！　コッペも時間は守るんだぞ！」

「うん！」

　Ｑ三郎に言われると、コッペと呼ばれた少女は元気に頷いた。

　叱しかられ終おわると、１号２号３号は持ってきた段ボールを開けて、中に入っていたクラッカーをひとりひとつずつ渡し始める。戦闘員たちはそれを手にしてワクワクし始め、年配の幹部たちは久しぶりに見たパーティグッズに当とう惑わくしている。

「ほう、最近のはテープが飛び散らないのか……」

　とは、立りつ派ぱなヒゲを蓄たくわえた老人の科学者の言葉。

　この部屋を発見したのは彼であった。少し前にこの部屋を管理する兵器開発課の課長であったＫケイ次じ郎ろうという男の裏うら切ぎりが発覚してから、彼の私的な研究は全て封印ないし破は棄きされた。

　はずだったのだが、この老科学者が研究用の資料を取ろうと本ほん棚だなを漁あさったら、その本棚の裏に隠し部屋があったという、なんとも単純な話である。Ｋ次郎を追放した後にどうして本棚を調べなかったのかというと、元いた兵器開発課の人間が「必要な資料だから」という理由でそのままにしておいて欲しいと頼んだのである。その研究員たちは全員調査をしたが、Ｋ次郎のスパイではなかった。本当に面めん倒どうくさくて片づけたくなかっただけなのである。散らかっていた方が探しやすい、というアレだろうか。

「ねぇ、かちょー」

　コッペがＱ三郎の白はく衣いを引っ張った。

　彼女もＫ次郎が作った人工人間である。通常の改造人間はデイストーンがもたらす無限のエネルギーを動力として起動させた装そう置ちによって作られるが、コッペは本人の動力そのものがデイストーンなのである。つまりデイストーンが心しん臓ぞうの人間。

「ん、どしたコッペ」

「こっぺもおてつだいするー」

「いやコッペはいいんだ。お前はむしろこっちに集中だ。スゲーもんが出てくるぞ」

　そう言ってＱ三郎はコッペの頭を撫なでる。

「ねぇねぇかちょー」

　また白衣を引っ張るコッペ。

「どしたどした」

「なにがでるの？」

「おー、言ってなかったっけか」

　このＫ次郎の隠し部屋にいる全ＢＢ団員の視線が、中央のポッドに注そそがれている。手にしたクラッカーもあの中にいる存在に向けられるのだ。

　Ｑ三郎がそれを説明しようとした時だった。

「ハーイ！　みなさん静せい粛しゆくにー！」

　ポッドの手前にマイクを持った女性がやってきた。女性と表現するにはいささか若い。女の子と言ったほうが的確だ。三つ編みにした赤毛と、消えないそばかすがまた幼さに拍はく車しやをかけている。肝かん心じんのスタイルはどうなのかと言うと――

　ずんぐりしていた。毛むくじゃらである。

　それというのも、着ぐるみを着ているからである。色とガラと形からしてクマの着ぐるみのようだ。

「すいません、ちょっとしたヤボ用で、この恰かつ好こうについては触れないでください……」

「ぴーこ、がんばれー！」

「あ、あはは……」

　コッペが応おう援えんすると、Ｐ子と呼ばれた彼女は顔を赤らめながらも手を振った。一瞬は静まりかえった場も、このやりとりで和なごんでしまう。コッペとＰ子の人徳である。

「えーとですね、ここにお集まりいただいた皆様はみんな分かってると思いますけど、このポッドの中には、新しい怪人さんが入ってまーす！」

　乱暴にポッドを叩くＰ子を全員が止めようとするが、

「あははは、平気ですよ。ポッドは特別製ですから。発見されたときに廃棄しても良かったんですけど、もうこの子は生まれかかってたんで、首しゆ領りようの命令で残してたんです。ね、首領！」

　Ｐ子が呼びかけたのは、ポッドの扉の正面に立っている鎧よろいだった。

　西洋と東洋の鎧をごっちゃにしたような巨大な人影は、１号よりも大きい。身体を動かすたびに内部でウィーンと音がするのは、大きすぎる鎧の動きを機械で制せい御ぎよしているからだ。そうまでして守らなければならない存在が、鎧の中にいる。

　そのブラック・ブリッツ首領は、Ｐ子の話などまるで聞かずに、

『貴様のテープが出るクラッカーと交こう換かんしてくれないか。やはり私は音だけのクラッカーでは雰ふん囲い気きが出ないと思うのだ』

　などと近くにいた戦闘員と取引している。

「首領！」

『む……』

　Ｐ子に怒られて、首領はポッドにクラッカーを向ける。Ｐ子は首領の秘書のような仕事をしているので、それなりに親しいのである。もっとも首領を叱るＰ子など、生まれて初めて見る戦闘員も多いだろうが。

　すでに怪人はポッドの中で完成していた。あとは時期の問題なのだ。怪人を受け入れる装置や部ぶ署しよなどが決定して、初めて怪人は日の目を見る。赤ん坊と一緒だ。

「では首領、お願いします！」

『さあ出いでよ、我が同どう胞ほうよ』

　首領が持っていたスイッチを入れると、ポッドの扉の隙すき間まから煙が出てきた。野や次じ馬うまたちが歓かん声せいを上げる。ほどなくして、扉が開いた。

「おおおお――っ！」

「ようこそ、ブラック・ブリッツへ！」

　クラッカーが鳴った。派は手でな色のテープが吹き荒れ、研究所がお祭りムードになる。別に全ての怪人が生まれる時にこうしているわけではなく、これはＫ次郎が残した特別な怪人だからである。

　皆、コッペのような可か愛わいい女の子でも想像しているのだろうか。

　だが期待に反して、ポッドから出てきたのは成人男性の体格だった。

「お、おお？　なんだぁみんな揃って、このテープはどういうこった!?」

　その怪人は、とにかく赤かった。

　髪かみの毛けが逆立っており、さらにユラユラ揺れている。髪だけではない。身体も赤く、そして陽炎かげろうのように揺らめいている。

　火だ。

　全身が火で構成された怪人なのだ。

「こいつぁ……！」

　Ｑ三郎がいち早く危険を察知し、コッペを自分の後ろに隠す。

「ぃようみんな！　オレの出迎えかい!?　ありがとうな！」

　火の怪人が威い勢せい良よく片手を上げる。

　その手から火炎が飛んだ。

「うわあああっ！」

　火炎は弧こを描いて床に落ち、そのまま燃え広がってゆく。そのへんはさすが歴戦の強つわ者もの揃い、自分で対処できないと踏んだ幹部はすぐに後ずさり、なんとかできると判断した幹部たちは各おの々おの行動する。

「とうっ！」

　幹部のひとりが、手から風を出した。ジェット噴ふん射しやなみの風は、それでも床に落ちた炎を消すことができない。

「な、なんだこの炎は!?」

「あー、やっちまったか。すまねぇなー」

　怪人が頭をボリボリと掻くと、今度は髪の毛の火が飛び散り、周囲の機材を燃やし始める。金属でできているはずの電子機器に火がつくと、いよいよ大だい惨さん事じになった。一般の戦闘員と一部の幹部はすぐに外へ避ひ難なんし始はじめる。

「わあああっ、消せ！　火を消せ！　消火器もってこい！」

「それよりも要人の避難を優先だ！　首領の命を守れ！」

　怒ど号ごうと悲鳴が飛び交う中、一番冷静なのは首領本人。

　首領が手にしている杖の先端から、冷凍光線が飛び出た。光線は炎をカチカチに凍らせるが、足りなかった。首領が凍らせるよりも速く、炎が部屋を蹂じゆう躙りんする。

『ふむ。私の杖でも効果がないか』

「やべーなー」

　首領の鎧の後ろに隠れているＱ三郎。彼の白衣の中にはコッペを隠している。

『Ｑ三郎ならこういう時、どうする？』

「てんぷらの火災じゃ、鍋なべに菜っ葉入れたりマヨネーズかけたりすると効きくらしいぜ」

『通常の火災にはどう対処する？』

　Ｑ三郎は天てん井じようを見る。隠し部屋というだけあって、防災対策は一いつ切さい施ほどこされていなかった。

「消防署に電話するのが一番だな。もしくはＣＢ地区にいたろ、消防戦士ファイヤーなんとかってよ」

『来ると思うか？』

「金払えば来るんじゃねーの？」

『消防もヒーローも金では動かぬ』

「じゃあ来ねーな」







　結局、新怪人は被害が広がる前にダッシュで隠し部屋から走るように命令され、廊下の一部を焦こがしながらも、普通戦闘課の使用する巨大グラウンドまで避難することができた。それから数時間、さまざまな課の人間が新怪人に対処しようとしたが、どれも失敗に終わった。

　そして――

「なんでウチに回ってくるんだよっ！」

　憤ふん慨がいしながらもタバコに火をつけるＱ三郎。吸っていないと怒りが収まらないらしい。そんなＱ三郎をなだめる１号２号３号と、よくわからない新怪人に近づこうとするコッペと、それを止めようとするＰ子。

　この集団で彼に何ができるだろうか。

「会話くらいしかできないッスよね……」

　コッペとＰ子のふたりを乗せられるほど大きな肩を落とす１号。彼らの戦闘服が汚れているのは、先ほどまで消火作業に追われていたからである。

　対して、グラウンドの中央にいる新怪人は悲しそうな顔で体育座りしている。そりゃ生まれていきなり数時間も隔かく離りされれば誰だって荒すさむというもの。

「生活課って、どうしてこういう仕事ばかり回ってくるんでしょうね……」

「ウチはその他の仕事ならなんでも回ってくるべ」

　呟つぶやく３号に、答える２号。

　こと戦闘集団のＢＢ団において、生活というのは「その他」に分類されるらしい。どんなに強い戦闘のスペシャリストでも、生きていくからには衣食住が必要になる。そこを担当するのが生活課なのだが、掃そう除じや修しゆう理りなどを受け持っている間に、今では育児や悩み相談なども行うようになっていた。

「わー、ぼわぼわー」

　その結果育てることになったコッペが新怪人に触さわろうと手をのばすのだが、Ｐ子が全力で引っ張っているので届かない。

　新怪人にはそれが手を振っているように見えたのか、小さく手を振り返す。

「えへー」

　コッペが微笑ほほえむと、新怪人も微笑んだ。

「そーだ。おまえら仲良くしろよ。姉弟きようだいみたいなもんなんだからな」

「ええっ、これがオレのアネキ!?」

　驚おどろいたのは怪人の方。

「オメーの方が後から生まれたんだから、弟に決まってんだろ」

「いやそりゃそうだけど……うーん」

　新怪人は首をかしげてコッペを見る。

「あ、そうか」

　Ｐ子が今わかったというように手を叩いた。

「この子、コッペちゃんと同じ方法で作られてるんですね。だから姉と弟なんだ」

　そう、コッペと新怪人はＫ次郎の手によって作られた、デイストーンを直接エネルギーとして動く生命体だ。世界にふたりしかいない、特別な存在。

「おとーと？」

　家族や兄弟の概がい念ねんがよく分かっていないコッペ。本当に姉なのか疑わしいが、紛まぎれもない事実である。

「おとーと、ってなに？」

　Ｑ三郎に訊くコッペに、

「ん、まぁ、家族ってことだ」

「かぞく!?　わー!!」

　それを聞いたコッペ、さっきよりも嬉うれしそうな顔で、新怪人に向かって走っていった。今度はロケットのような速度で、Ｐ子も目で追えなかった。

「うおっ、あぶねぇっ！」

　反応したのは、新怪人だけ。ロケットのような速度を、瞬間移動のような速度でかわした。コッペがグラウンドに転がる。

「いたー……」

　鼻はなを押さえるコッペだが、

「バカ！　オレに触ったらヤケドするだろうが！　考えろよアネキ！」

「うー……」

　目に涙を浮かべるコッペに、Ｐ子が絆ばん創そう膏こうを持って駆け寄る。普段からなにもない床で転ぶ彼女は、常に傷薬などを携帯しているのである。

「やるじゃねーか」

　その行動を見て、ニヤリと笑うＱ三郎と生活課。

「ハートは温かいようだな、ミスター・フランベ」

「ミスター・フランベ？」

「テメーの名前だ。俺が名付けた。ありがたく思え」

「うーん……微び妙みよう」

　そう言うミスター・フランベだが、まんざらでもないようだった。

　彼がいいヤツだということは分かった。コッペも弟ができて嬉しそうだし、なによりＢＢ団の新戦力として申し分ない。

　あと残る問題は、最初から残り続けた問題であった。

「フフフフフ……」

　突然、Ｑ三郎たちの背後から知らない声がした。

　振り返ると、黒い戦闘服の上に黒ジャージを羽は織おった大男が立っているではないか。

「おめー、戦闘課の」

「うむ！」

　確か戦闘員を毎日しごき倒してるコーチだ。いつも木刀か竹刀しないかハリセンを振り回しているイメージだ。現に、今も竹刀を持っている。

　その厳きびしい言動はマイナスイメージだが、実際に接してみると気さくなオヤジなので、コッペも彼のことは好きなようである。

「今の身のこなし、しかと見せてもらった！　裏切り者なのが悔くやしいが、さすがＫ次郎博はか士せが作った、特別な怪人だ！　これは是ぜ非ひ吾わが輩はいが鍛きたえねばなるまい！」

「んー？」

　ミスター・フランベは突とつ如じよ現れたコーチに、怪け訝げんな表情。

「案ずるな！　吾輩に任せておけば、どんなヒーローも打ち負かせる最強怪人になるだろう！　大船に乗ったつもりでいろ、ガハハハハ！」

「マジで!?　オレ、そこまで強くなれんの!?」

「もちろんだ！　ただし吾輩の特訓について来られるならな！」

「おうおう、やってやる！　サイキョーの座はもらったぜ！」

　どうもこのミスター・フランベ、燃料があるとどこまでも燃え上がる性格のようで、そのうち後先を考えずに敵に突っ込むようなマネをしそうである。

「よーし、今日からお前は吾輩が鍛えるぞ！　よろしくな！」

　ミスター・フランベに近づいて手を差し出すコーチ。

「おう、頼んだぜ！」

　その手を握り返すミスター・フランベ。

　今、ここに熱い契けい約やくが結ばれたのであった。

　そして当然の事ながら、コーチは全身ヤケドで当分の間ミスター・フランベを鍛えるどころではなくなったという。
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「いきますっ！」

　元クモ怪人である３号の手から糸が伸びる。彼の細い身体の中にためこんだ特殊な粘ねん糸しで、有事の際には鉄よりも固いワイヤーになる。

　その糸でミスター・フランベの腕を包んでみた。

「あー、ダメかー」

　一瞬で燃え上がる粘糸。鉄でも燃やすミスター・フランベには、怪人の特殊能力も効果がなさそうだった。

「これもか……」

　Ｑ三郎は溜ため息いきと共にタバコをもみ消した。携帯灰皿に押し込むと、新しいタバコに火をつける。

　誕生してから三日が経つ。相変わらずミスター・フランベはグラウンドの中央に隔離されたままだ。

　ＢＢ団基地は地下にあるので、雨風は心配ない。むしろ生活課が整備している空調は快適なので、人間でもグラウンドで生活できるくらいだ。デイストーンの力をそのままエネルギーにして生きているので、食事などは必要ないが、寂さびしさは変わらない。

「どうだミスター・フランベ。まるっきりダメか？」

「あ、でも今のでちょっと火が弱まる感覚摑つかめそうだ。うん、なんかイケそー！」

　だけどそんな態度は微み塵じんも見せずに、ミスター・フランベは元気に特訓していた。その猪ちよ突とつ猛もう進しんな性格は生活課としても救われる。

「おーし、いつもの練習いってみっか！」

「おう、頼むぜ課長さんよ！」

　今、彼がやっていたのは自分の火を弱める特訓だ。言ってみれば身体を小さくするようなもので、感覚的にやることは困難だ。だけどこれができなければ、どこもかしこも燃やしてしまう。結果、待っているのは処分される未来だけ。

「がんばれー！　ふらんべー！」

　旗はたを振って応おう援えんするコッペに、ミスター・フランベは白い歯を見せて笑う。立てた親指は、以前に比べて燃え上がっていない。やればできるものである。しかしやはり火でできた身体、何かに触ふれれば燃えてしまう。

「いくべー」

　２号が投げたのは、スーパーで売っているロックアイスの袋だ。それを摑むミスター・フランベ。すぐに炎で袋が溶け、嫌な臭いを発する。

　しかし、袋の中の氷は溶けていなかった。ミスター・フランベの手の上でその形を崩くずさないでいる。だが火の熱には敵かなわず、しばらく経つと溶けた水も蒸じよう発はつしてしまった。

「おー、新記録！」

　ストップウォッチを手にした１号が、大げさに手を振った。

　これはＱ三郎が考案した、ミスター・フランベの温度を調節する訓練である。熱をコントロールして、自在に炎を操あやつれるようにするためだ。敵を攻撃するためでなく、周りに迷めい惑わくをかけないようにするのが主目的だが。

「よっしゃ！　オレ日に日に成長してるじゃん！」

　新記録が出て嬉しそうなミスター・フランベ。

　するとＱ三郎の隣から野太い声がした。

「いいぞ！　やはり吾輩が見込んだ男は違う！　その意気でコントロールするんだ！」

「アンタなんでこんなトコいるんだよ!?」

　全身に包ほう帯たいを巻いてベッドに寝ころんでいるのは、戦闘課のコーチ。足に車輪がついているとはいえ、わざわざベッドごと持ってこなくてもいいものを。

　コーチの熱い声せい援えんを受けているとはいえ、まだミスター・フランベはグラウンドから移動できない。このグラウンドだって安全とは言えない。ミスター・フランベが本気を出したら大地にだって火がつくのだ。

　そこをコントロールして、普通の生活が出来るようにするのが最優先事項なのだが……。

「おまたせしましたー！」

　そんな中、Ｐ子が走ってきた。普段は首領のお付きなので、グラウンドなどには来ないのだが、今日は特別だ。そのヒントは手にしたアタッシュケースにある。

「Ｑ三郎さん、完成しましたよ！」

「おっ、よくやった！」

　Ｑ三郎の元まで走ってくる途と中ちゆう、お約束のように一回コケた。鼻を押さえながらヨロヨロと歩いてくるＰ子を、苦笑しながら労ねぎらうＱ三郎。

「こ、これでふ……」

　アタッシュケースと引き替えにティッシュを渡してやる。

　さっそくアタッシュケースを開け、中のモノを引っ張り出した。それに軽く触り、裏返したりして質感を確かめると、Ｑ三郎はミスター・フランベを呼んだ。







　数分後。

「ジャーン！」

　全身が炎で赤かったミスター・フランベが、黒くなった。

　というのも、先ほどＰ子が持ってきた戦闘服のおかげである。デザインは１号２号３号が着ているタイツとまったく同じなのだが、材質が違った。通気性ゼロで、人間ではまず着られない。

　内部からの炎を完全にシャットアウトする、防火服。通常の防火服は外側の炎から身を守る設計になっているが、この戦闘服はちょうどそれを裏返したものだった。

「お、おおおー！」

　着ている本人が一番驚いていた。

　自分の手から炎が出ていないことに感動しているようだった。

「さ、触ってもいいのか!?」

「おう！　まだ実験してないけどな」

　Ｑ三郎は自信満々に答える。

「どれ」

「うおああああっ！」

　いきなり肩を摑まれたＱ三郎、ミスター・フランベからダッシュで逃げ去った。

「いきなり何すんだボケ！」

「だって触っていいって言ったろ」

「心の準備ってもんが……！」

　しかしＱ三郎の肩はなんともなかった。手で触れてみても、人体のぬくもりほどの温度しか感じない。普通だったら全身ヤケドしてもおかしくない。

「すげぇ！」

　自分の身体を見て、満面の笑みを浮かべるミスター・フランベに、トコトコと近づいてくるコッペ。具体的になにが起こったのか分かっていないが、ミスター・フランベがとても嬉しそうなので反応したのだろう。

「おう、アネキ！」

「わっ！」

　ミスター・フランベの大きな手が、コッペを抱き上げた。

「さわっても、へいきなの？」

「おうよ！　これで安心だぜ！」

「わー！」













　ふたりとも大声で笑い、お互いの身体をペタペタと触りあった。まるで初めて動物に触る子どものように、興味深そうに。ミスター・フランベも、今まで自分の炎で仲間を傷つけるのは心苦しかっただろう。

「課長さんよ！」

　いきなりこちらに振り向かれて、また驚くＱ三郎。

「ありがとな……ホント、ありがとうな！」

「へへ、これでちったぁ動けるだろ」

　泣きそうな顔のミスター・フランベに、Ｑ三郎の顔もほころぶ。

　その場にいた全員が微笑んでいる中、ひとり燃え上がっている男がいた。

「うおおおっ！　これでまともなトレーニングができる！　良くやったＱ三郎課長！　ミスター・フランベは最強の怪人に生まれ変わるぞ！」

　ベッドの上でわめきちらすコーチに、ミスター・フランベは元気に手を振った。

「おうよっ！　これでオレも最強だ！」

　実のところ、ミスター・フランベは炎のコントロールさえできれば、ほとんどの問題が解決するのである。あとは自分の力をひたすら鍛えて、来きたるべき実戦に備えることが重要となってくる。

　自在に炎を操り、さらにデイストーンの力をエネルギーにし、半永久的に活動できる怪人。これはブラック・ブリッツにおいて「最強」を名乗る資格がありそうだが――

「さーて、それはどうかな」

　ニヤついているＱ三郎。

「今のオレは無敵だぜ！　どんな相手でもかかってこいってんだ！」

「言ったな」

　Ｑ三郎の隣では、Ｐ子や１号たちも苦笑していた。その様子から、コーチも「あいつがいたか」と気づく。知らないのはミスター・フランベだけだ。

「よーしコッペ。今日はあのミスター・フランベと鬼ごっこだ」

「わーい！」

　Ｑ三郎に頭を撫でられ、コッペは上機嫌。

「オイオイ……ちょっと待てよ。アネキ、確かに足は少し速かったけどよー、なんでいきなり鬼ごっこなんだよ」

　少し小こ馬ば鹿かにした口調のミスター・フランベに、一同は笑いを増す。

　そんな彼のことは気にせず、コッペはＱ三郎に尋たずねた。

「きょうは、なにつけるの？」

「何もつけなくていい。ハンデ無し、全力でいいぞ」

「いいの？」

　きょとんとして聞き返すコッペ。いつも素直な彼女にしては珍めずらしい反応だ。

「おーいミスター・フランベ。鬼はどっちがやる？」

「……じゃあ、オレがやる」

　さすがにこの反応から、コッペに何かあると判断したミスター・フランベ、少し険けわしい顔になった。さっきは簡単に抱けたコッペを警けい戒かいしながらも、心の半分は余裕しゃくしゃくのようで、手足を振って準備体操などしている。

「んじゃいくぞー、アネキ！」

　グラウンドにミスター・フランベの声が響いた。

「うん、いいよ！」

　返事をしたコッペは、もういなかった。

「……へ？」

　彼女がさっきまでいた場所には、声しか残っていなかった。ワープでもしたかのように忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。

　Ｑ三郎の白衣がわずかに揺れる。

「ほれ、どーした」

　ニヤニヤ笑うＱ三郎をはじめとする一同をじっと見るミスター・フランベ。その態度から、これが特異な現象ではなく日常風景なのだと気づいたようだ。

「うおおおおおおっ！」

　手を振る生活課の面々を、見ようともしなかった。自分の炎を起き爆ばく剤ざいにして、ミスター・フランベが全力で走り出す。その初速は弾丸よりも速かっただろう。コッペの三分の一くらいは出たのではないだろうか。

　鬼ごっこは数時間に及んだ。グラウンドから始まり、戦闘員の宿舎、作戦会議室、兵器開発プラント、改造人間用の特殊環境室、果ては数少ない女子更こう衣い室しつまで範はん囲いは広がり、それでもミスター・フランベはコッペの足すら見ることができなかった。

「お、おおおお……」

　元いたグラウンドに大の字に寝転んでいるミスター・フランベ。まともな生物ならば汗まみれになっているところだ。彼の場合、体力よりも先に心が折れたようだった。

「おわり？」

　そんなミスター・フランベをのぞき込むコッペ。こちらは対照的に息ひとつ乱していない。デイストーンの力には、個人差があるのだろうか。

「どしたミスター・フランベ。もう終わりか？」

　挑ちよう発はつするような声でＱ三郎が尋ねると、ミスター・フランベは即座に跳ね起きた。炎でできているせいか、本当に猪突猛進、負けず嫌いで短気なようだ。

「も、もう一度！　今度は別の遊びだ！」

「いいよー」

　にっこりと笑うコッペに、対抗して笑うミスター・フランベ。しかしこちらはどう見てもやせ我が慢まんの笑みだった。

　それからふたりは鬼ごっこ以外の遊びに興きようじることとなった。かくれんぼではステルス機も真っ青な隠おん密みつ行こう動どうで攪かく乱らんし、缶かん蹴けりでは基地の壁にめり込んだ空き缶を取り出すのに一時間を要し、チェスではコンピュータのような正確さで駒こまを繰くり出だす。そんなコッペに、ミスター・フランベは当然ながら一回も勝てなかった。

「ま、まだだっ！」

　ミスター・フランベはそれでも挫くじけなかった。

「今のは、ただの遊びだろ!?　実戦は別だ!!」

「あー、じゃ、やってみるか」

　Ｑ三郎はポケットから携帯電話を取り出してどこかにかける。







　そこはブラック・ブリッツが所有するビルの裏うら手てにある、空き地だった。

　空き地と言っても無む駄だな土地ではない。こういう屋外での荒あら事ごとをするのに適している。たまに実験で爆ばく弾だんなどを取り扱ったりしている。周りは全てＢＢ団のビルで、音を吸収する装置が空き地の隅々に仕掛けられているので、周りに気づかれることもない。

　その空き地に立つ、ミスター・フランベ。

　とうとう実戦だ。

　その相手は――

　段ボールを被かぶっていた。頭、身体、腕、足、それぞれのパーツに段ボールを被せており、体格はおろか性別すら分からない。もしかしたら人間ではないかもしれない。

　段ボールは最初ミスター・フランベと対たい峙じしていたが、やがて疲れたように首を振って隅っこのＱ三郎へ歩み寄る。

「どういうつもりだ……！」

「いやホントすまん。ウチの組織のためとかじゃなくて、あいつに現実を教えるための実験だから、な」

　段ボールの中からくぐもった声。明らかに怒りに震えている。

「んなこといって、アンタ俺が２号の頼みならなんでも聞くと思ってんじゃねーだろうな」

「約束は守るっての。欲しがってたビデオ全巻、ちゃんとくれてやっから」

「それ本当だろうな？　でなかったら帰るぞ」

「マジだって！　本気出さなくてもいいから、軽く相手してやってくれ！」

「ったく……」

　段ボールは疲れた声を出すと、再びミスター・フランベの正面に戻る。

「あー、そこの。ミスター・フランベだったか？」

「おう！」

「悪いが、本気でいくぜ。さっさと帰りたい」

　そして段ボールは右腕を前に出すと、小さな声で叫んだ。

「変身イグニツシヨン!!」







　今度こそ挫けた。

「なんだったんだアイツ…………」

　グラウンドの隅で体育座りしているミスター・フランベ。

「あんな動きが人間にできんのか……本当に課長さんが言ったとおり、単なる車好きのケンカ野郎だったのか……？　まるでヒーローみたいだったぜ……」

　すっかり自信をなくしてしまったようだ。

「おい２号、慰なぐさめてこい。こういうの得意だろ？」

「ええっ!?　無理だべ！　オラこういう挫ざ折せつの仕方は初めて見るだ……」

　上司の命令をアッサリ断る２号。他のメンツに話を振ろうと横を見ると、１号も３号もコッペと遊びの続きをやっていた。今度はコッペにハンデをつけて。

　仕方ないので、Ｑ三郎が慰めることにした。

「ま、まぁ気にすんな！　コッペやあのにーちゃんは特別なんだ！」

「俺だって特別じゃねーのかよー……」

　すっかりやる気のない返事。

「なんだよー……アネキの方が全然使えるじゃねーか……コレだったらアネキを……」

　言いかけて、ミスター・フランベは止めた。

　どうやら彼も気づいたようだ。コッペは実戦に出てはいけない兵器なのだ。むしろコッペが戦わなくていい環境を作るためにＱ三郎たちは戦っているのだ。

　怒りのやり場を失って、さらに凹へこむミスター・フランベ。

「はぁー……」

　そんな彼にタバコを差し出すＱ三郎。その後ろでは２号が応援していた。

「まぁ気にすんな、ミスター・フランベ。コッペに勝ったってしょうがねーんだ。要は仕事だ仕事。仕事がきちんとできりゃいいんだ」

「仕事――」

　その言葉に少し立ち直るミスター・フランベ。Ｑ三郎からタバコを受け取り、自分の炎で火をつけた。たった一吸いでタバコは燃え尽きてしまう。あまり意味がなかった。

「だけどよー、オレ、仕事なんてなにもやってねーぜ。集団行動なんてとったことないし、とる間もなく隔離されちゃったし」

「ってことが理解できてりゃ合格だろ。統とう制せいを乱すバカは、自分の立場にすら気づかねーもんさ。ホレ、試しになんかやってみろって」

「なんか、ってなんだよ……？」

「そうだなぁ……」

　そろそろ、慰めるためにテキトーに言ってるのがバレそうだ。どうしようかとＱ三郎が無ぶ精しようひげを撫でていると、広い天井からアラーム音が聞こえた。

　緊急放送だ。

『現在、ＫＮ支部にヒーローの襲しゆう撃げきを確認。至急本部より増ぞう援えんを送られたし。なお、敵はＫＮ支部と敵対中のヒーロー、トリオ・ザ・ナイトメアの――』

　淡々とした声の放送を、皆黙って聞く。

　その場の静寂は、放送終了と共に打ち破られた。

「ようやく出番が来たか！」

　叫んだのは、今までずっと黙っていたコーチ。グラウンドの隅っこでベッドに寝ころんでいた彼は、全身ミイラ男のようになりながらも、松まつ葉ば杖づえを使ってなんとか起きあがろうとしていた。

「ミスター・フランベ！　実戦だ！　実戦でお前の力を役立てるのだ！」

　まるでこの時を待っていたかのようなコーチ。

「実戦って……いきなりいいのかよ!?」

「いいんだ！」

　ミスター・フランベの疑問を、一言で肯こう定ていするコーチ。

「とりあえずついてこい！　お前の力をアピールするんだ！」

　と、松葉杖を使ってコーチが歩き出す。しかし全身ヤケドのコーチがうまく歩けるはずもなく、１号が担ぐことになった。その後ろをミスター・フランベが不ふ審しんそうな顔でついていく。

　コーチはどういう意図でミスター・フランベを実戦に出そうとしているのか。それが分からなかったので、結局Ｑ三郎もついていくことにした。
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　数分前の出来事。

　海に近いベイエリアのショッピングモールを、三人の少年少女が歩いていた。全員、派は手でなカラーのシャツを着ている。

「ダリーよなぁ、ったくよー」

　自分の顔くらい大きなキャンディを舐なめている、赤いシャツの少女が本当にダルそうに呟いた。まだ小学生くらいの年齢なのに、派手な化け粧しようをしており、眼と口以外は真っ白だ。眼下はまるでゾンビのような黒いシャドウを入れており、唇と髪の毛だけが真っ赤。ものすごくパンキッシュである。

　そしてそれは彼女だけではない。ふたりの少年も同様の化粧をしており、服と髪のカラー以外は似たようなデザインだ。

「つーかさ、ＫＮ支部なんて誰か一人でも行けるんじゃね？　誰か行ってこいよ」

「クックククククク！　それイイネ！　リューが行ってくれば!?」

　赤い少女の呟きに、青い少年が反応する。何がおかしいのか、青い少年はさっきから笑いっぱなしだ。

「ああん？　なんで俺なんだよ？　ダリーっつってんだろーがよ。テメーが行けよビュー。オメーいつもヒマヒマ言ってんだろがよ」

　少女らしからぬドスの利いた声。煎せん餅べいのように嚙み砕いた巨大キャンディを腰のホルスターのようなものに戻すと、ビューを睨んだ。

「クックックックク！　なんでボクが行くのさぁ！　言い出しっぺが行きなよ！」

「んだテメー！　パシリにパシらせて何が悪いんだコラ」

「アハハハハハハハ！　押しつぶしちゃうぞー！」

「吸い尽くしてやろーか、ああん!?」

　赤と青――リューとビュー、ふたりの少年少女が睨み合う。

　ふたりが手をゴキリと鳴らし、薄笑いを浮かべる。

「……やめなよ」

　そんな二人の手をそっと握るのは、黄色いシャツの少年。彼だけテンションが低い。さっきから鼻水がボタボタと垂れており、その鼻水を手でぬぐうと、また二人を触ろうとする。

「鼻を拭ふけっ！」

　リューとビューの蹴けりがユーの頭に炸裂する。ユーは変な姿勢のまま吹き飛んだ。リューとビューが息を整えている間に、ユーもゆっくりと起きあがる。

「ったく……なんでオメーは紙持ってるのに拭かねーんだよ」

　溜息をつくリュー。ユーの黄色いズボンには、トイレットペーパーが丸ごと一個備え付けられており、リューはそこからガラガラと引っ張り出して無理矢理ユーに洟はなをかませる。

「いよっ、さすがお姉さん！」

「うるせぇ！　オメーだってこいつの兄貴だろが！」

　茶化すビューにつっこむリュー、そしてボーッと洟をかむユー。

　イラついてリューが大量にトイレットペーパーを取り出すものだから、いつしかユーの顔面がトイレットペーパーまみれになってしまった。それでも気にしないユー。

　その側を老婆が通りがかった。重い荷物を背負っており、手には地図のような紙キレを持っている。

「あのぉー……お取り込み中すみません、ここに行きたいんですが……」

「ああん、んだババァ!?　こっちは今取り込み中だ！」

　リューが老婆から地図をひったくる。

「ここだったら、すぐそこじゃねーか！　ホラ、見えるだろーが！　あのマンションだよ！　でっかい風かざ見み鶏どりがついてるヤツ！」

　ぶっきらぼうに地図を返すリュー。

「おー……あそこでしたか。これはご丁てい寧ねいに」

「クックククク……ＢＢ団が出るってのに、一人歩きなんてさあ！　バカだねぇ！」

　まるでひったくるように老婆から荷物を取ると、ビューはそれを無む造ぞう作さにユーに向かって投げつける。紙まみれのユーはそれを片手で受け取ると、マンションの方向へ歩き出した。

「クソッ、タクシーも近くにいねーのかよ！　仕方ねーなぁ、いくぜビュー！」

「クククク……まったく、ダメな町だよね！」

　と、リューとビューはふたりで老婆を持ち上げる。まるで御み輿こしのようだ。

「あ、あの、みなさん……」

「うるせぇ！　すぐそこだっつってんだろーが！　黙って運ばれろババァ！」

「は、はい……ありがとうございます」

　あっけにとられている老婆を差し置いて、三人はダッシュで走り出す。

　車で五分かかる距離を、三人は一分で走そう破はした。

「ありがとうございました！　おかげで孫の誕生パーティに間に合いそうです！」

　丁寧に頭を下げる老婆。

　だが三人は「フン」と鼻を鳴らすだけで去っていってしまった。一見、ぶっきらぼうに見えるが、全員の顔が真っ赤になっていることに老婆は気づいていただろうか。

　老婆の姿が見えなくなるところまで歩くと、リューが溜息と共に提案した。

「時間くっちまったな。わかったよ。公平にジャンケンにしようぜ。運すら摑つかめないバカを決めるゲームだ。文句ねーな」

　頷く二人。

「クックッククク……ジャンケンにすら勝てないダメ人間を決めるんだね！」

「……無能は勝ち残れない」

　全員が同意したところで、互いの目を見る。

　お互い牽けん制せいしあいながらも、拳こぶしを握った。

「じゃーんけーん――」
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　ＢＢ団の通常出撃では、作戦課が定めた人員のみが、戦術課の指し揮きの下に出動する。出撃する改造人間の種類や、その人数を決めるのは作戦課だが、決まってからは完全に戦術課に委い任にんされる。現場の判断が最優先というわけだ。

　コーチは戦術課に所属している。戦闘員の肉体管理も、戦いなのである。

　そのコーチの直属の上司、戦術課課長。ヒゲを蓄えた初老の男で、いつも戦闘服の上にフロックコートを着ているので遠目にもわかりやすい。

「お願いします！」

　その戦術課課長に土ど下げ座ざをするコーチ。

　そこはＢＢ団の駐ちゆう車しや場じよう。ＢＢ団の輸ゆ送そう車しやが綺き麗れいに整列していた。すでに戦闘員たちは輸送車に乗り込み、出撃の最終準備をしているところだった。ちなみにこの駐車場、コッペが幼よう稚ち園えんに通う時の出入り口になっているので、守しゆ衛えいとは顔なじみだ。

　戦術課課長にしてみれば、さぞかし面倒な頼みだったに違いない。まさに今、出しゆつ撃げきしようとしているところに横よこ槍やりが入ったのだ。しかも暑苦しいコーチに、今話題の問題児のミスター・フランベ。ちなみに生き真ま面じ目めな戦術課課長とグータラなＱ三郎の仲はすこぶる悪い。

「何を言っとるんだ貴様は」

　案あんの定じよう、戦術課課長は却きやつ下かした。

「連れていけるわけがなかろう。ましてやミスター・フランベだったか？　そんな炎の怪人など、いても邪じや魔まなだけだ」

「邪魔かどうか、実際に使ってみなきゃ分からないでしょう！」

　土下座をしたまま、コーチが反撃した。

「実戦ってのは何があるか分からないんだ。ミスター・フランベにだって、どこかで役立つ場面があるはずなんだ。こいつはデイストーンの力で動く怪人だ。その無限のパワーが役に立つ場面が、きっとある！」

「貴様の言い分は分かる。私も現場の人間だ。だが作戦課を愚ぐ弄ろうするつもりか？　人員の調整は、作戦課が――」

「実験だと思ってくれよ！　ここでデータが取れれば、それを作戦課に提出することができる！　そうしたらこいつの凄すごさが分かってもらえるんだ！」

　頭を床につけたまま、熱い主張をするコーチに、さすがの戦術課課長も辟へき易えきしている。そこで彼は矛ほこ先さきを変えた。

「おいＱ三郎」

「え、俺？」

　いきなり話を振られて当惑するＱ三郎。

「改造人間が実戦に使えるようになるまでの、一般的な過程を知っているか？」

「んー、よく知らねーな。強けりゃ即実戦、ってわけでもねーんだろ？」

「そうだ。改造人間は訓練の段階でテストをされる。その時に適性を見いだされて、作戦に加えられるのだ。つまりこの炎の怪人は、順序が逆ということになる」

「まー、フツーはそうだろうな」

　実力も知らないのに実戦で使うなど、それこそ自殺行為だ。敵だけでなく、味方にも被害が及ぶかもしれない。

「だが――」

　戦術課課長は溜息をつく。

「コッペちゃんの件があるからな。デイストーンを動力とする怪人は、その特異さのためか普通のテストができない。それは私も誕生の場にいたから分かる」

「じゃ、じゃあ課長！」

　コーチが初めて顔を上げた。

　だが戦術課課長は、彼を見ずにミスター・フランベを見ていた。

「コッペちゃんは子どもだから戦場には出さない。だがお前はどうだ？　ブラック・ブリッツのために死ねる戦士になれるか？」

「おう！　――い、いや、はいっ！」

　戦術課課長の目に射すくめられ、さすがのミスター・フランベも直立して敬礼する。戦術課課長はうなずくと、真後ろの車を親指で指した。

「やった！　コーチ、ありがとう！」

　目に涙を浮かべてコーチの手を取るミスター・フランベ。今度はスーツのおかげでヤケドはしなかった。

「俺は強い男が大好きなんだ。立りつ派ぱに戦ってくるんだぞ、ミスター・フランベ」

「ああ！　行ってくる！」

　男の抱ほう擁ようを交わすふたり。

　そんなふたりを遠巻きに眺ながめていたＱ三郎の肩が叩かれた。

「Ｑ三郎。念のためお前も来い」

「あぁ!?　なんでだよ？」

「何かのためだ。不ふ慮りよの事故への保険はかけておく」

　そういうことならコーチが行くべきだろうと反論したかったが、全身ヤケドの男を連れて行っても仕方がない。

「ちっ……」

　この場に居合わせた事を後悔しつつ、Ｑ三郎は車に乗り込んだ。その横でミスター・フランベが近くにいた戦闘員に「よろしくな！」と上機嫌で挨あい拶さつしている。手を握っても熱くないと知った戦闘員たちは、にこやかに握手をしていた。

「しかし……」

　戦術課課長はフロックコートの襟えりを正しながら唸うなる。

「今回の戦闘で、果たしてミスター・フランベは役に立つのだろうか……」

　その言葉の意味を、Ｑ三郎はすぐに知ることとなった。
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　ブラック・ブリッツＫＮ支部も本部同様、地下に存在する。ただし地下と言ってもベイエリア――海沿いの地域なのだ。もちろん魚型怪人を出撃させるには絶好の場所なのだが……逆に言えば、海のヒーローが侵入するにも絶好の場所なのだ。

「えーと、だな。とりあえずミスター・フランベ」

「お、おう……」

　ＢＢ団ＫＮ支部の、海底用出撃ハッチ。

　ハッチには強化ガラスの窓があり、そこから戦術課課長、ミスター・フランベ、そしてＱ三郎が外の景色を見ていた。

　ブラック・ブリッツ特製の小型潜せん水すい艦かんが何隻せきも出撃していた。その潜水艦はウツボ怪人やイトマキエイ怪人を護ご衛えいしている。

　そしてその怪人達の先には、ひとりの少年が。

　ビジュアル系と表現するには、少し子どもっぽい服装。毒々しいカラーシャツと水色のロングシャツを重ねており、海の中なのに化粧をしている。ここは深海五十メートル以上なのに、潜水用の装備など一切つけていない。

「クッククククク……さあ遊ぼう、ブラック・ブリッツ！　何して遊ぼっか!?　戦争ごっこ？　それとも大量虐ぎやく殺さつごっこかなっ!?」

　少年の手が前に突き出される。

「変身イモータル・フオース！」

　少年の姿が光り、一瞬で姿が変わった。

　青い鱗うろこのような鎧だった。全身に棘とげのようなヒレがあり、目だけが異様に大きい。

「あいつ――！」

　Ｑ三郎は知っていた。

　ＫＮ支部が手を焼いているヒーロー、トリオ・ザ・ナイトメアのひとり、「サハギンＢ」だ。普段はただの力ちから自じ慢まんだが、その力は深海で本領を発はつ揮きする。筋肉でヒレを動かし、強大な推すい進しん力りよくを得るのだ。

　そのパワーで小型潜水艦を吹き飛ばすサハギンＢ。パンチで潜水艦に穴があいた。

　そしてここまで見れば分かるだろうが、ミスター・フランベの出る幕などこれっぽっちもないのである。

　連れてきた手前、戦術課課長もさすがにばつが悪い様子。

「……弾薬でも運ぶか？」

「引火して爆発したらどーすんだよ」

　すかさずＱ三郎がツッコミを入れる。

「いや！　俺はやるぜ！」

　対して、ミスター・フランベは燃え上がっていた。文字通り、頭の炎もいつもに増して火力が強い。

「せっかくコーチがくれたチャンスなんだ！　ここでいいとこ見せなきゃ、俺はずっとヘタレ怪人で終わっちまうからな！　弾薬運びでもなんでもやるさ！」

　と、ちょうど開いたハッチから大量の水と戦闘員が吐き出されてきた。まるで巨大魚に飲み込まれたようだ。

「おい、しっかりしろ！」

　吐き出された戦闘員に手を近づける。心臓が止まっている隊員の胸に、思いっきり拳こぶしを叩きつけた。すると一発で蘇そ生せいする。さらに口元に手を近づけると、戦闘員は水を吐いて咽むせた。息を吹き返したと分かると、すぐに次の戦闘員を介かい抱ほうする。

「ほう？　あれはどういう力だ？」

「あいつ酸さん素そに敏びん感かんでよ。周りの酸素を自由にコントロールできるんだってよ。炎の怪人だから。酸素を流れやすくする状態を作る方法は、あらかじめインプットされてるんだと」

　直情的で熱い性格なのに、緊急時の心しん肺ぱい蘇そ生せいは誰よりも上手じようずに出来るという矛む盾じゆんである。

「よし、作戦変更だ」

　Ｑ三郎の台詞せりふを聞いた戦闘課課長は、何か閃ひらめいたようだ。すぐさま部下に命令し、全潜水艦を引き上げさせた。ハッチから次々に潜水艦が戻ってきて、最後に改造人間が入ってくると、今度は代わりにミスター・フランベを出撃させる。

「ここでいいのかー？」

　出撃、と言っても閉じたハッチの前に立っているだけだ。

「うむ、思いっきりやってくれ」

　戦術課課長の合図で、ミスター・フランベがハッチに手を触れた。

　Ｑ三郎が窓の外を見ると、まさにサハギンＢが迫ってきていた。

「クックククククク！　どうしたの、遊ばないの!?　あー、海じゃ勝てないから、基地内で遊ぼうとしてるんだ！　無駄だよ、こんなハッチ、ボクの手で――」

　鎧に覆おおわれたサハギンＢの手が、ハッチに届いた、まさにその時。

「……!?」

　浮いた。

　サハギンＢの動きが急に止まり、そのまま気を失って海上まで浮かんでいった。まるで毒を盛られた金魚のように、腹を上に向けて緩ゆるやかに昇っていく。













　そして、そのまま見えなくなった。

　あまりにもあっけない勝利である。

「な、なんだぁっ!?」

　作戦を知らされていない戦闘員も、キツネにつままれた気持ちだ。あらかじめ作戦を聞かされていたＱ三郎ですら、そういうやり方があったのか、と感心している。

　簡単な話である。ハッチ付近の水の酸素濃のう度どを上げたのだ。いくら海では無敵のスーツを着たヒーローでも、呼吸をしなければ生きていけない。仮にスーツに酸素ボンベのようなものが入っていたとしても、ミスター・フランベの力ならボンベ内の濃度すら上げられる。

「よっしゃ……よっしゃあっ!!」

　ガッツポーズのミスター・フランベ。

　顔に似に合あわない、とはこの事だ。訓練中には見せなかった静かな殺し屋が、本当に実戦で見えてきた。このまま鍛えれば、戦士じゃなくて暗殺者にもなれる。末恐ろしい怪人だった。

「うおおお！　すげぇっ!!」

　戦闘員達が次々にミスター・フランベに群がっていった。

　功こう労ろう者しやへの激げき励れいなのだろう、背中を全力でバシバシと叩いている。ミスター・フランベは多少痛がりながらも、はにかんでいた。

　そのうち、叩かれるだけなのがイヤになったのか、ミスター・フランベも笑いながら戦闘員たちとハイタッチし始めた。

「ヘッ……ガキみてーに笑いやがって」

　苦笑するＱ三郎。

　作戦が成功して能力が認められたことよりも、彼らと触れあっていることのほうがよほど嬉しそうに見えた。

　照れ笑いを隠すためにＱ三郎はタバコを取り出す。

「海底は禁煙だバカモン」

　ライターを出した瞬間に、戦術課課長にゲンコツでぶん殴なぐられた。
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　ＢＢ団ＫＮ支部がある港から、わずかに離れた住宅街。

　綺き麗れいに舗ほ装そうされた土ど手ての上に倒れる少年と、それを介抱する子ども達。

「おいっ、しっかりしろビュー！　テメェなにくたばってんだよっ！」

　幸いなことに心臓は止まっていなかった。だが酸素が足りないせいか、まだ意識が朦もう朧ろうとしているようだ。

「クククククク……ごめーん……みんな……」

　ビューはそれだけ口にすると、すぐに眠ってしまった。こんな時でも笑えるのだから、これはもう楽しいというよりもクセに近いのだろう。

「チクショウ……！」

　赤い少女、リューの目尻に浮かぶ涙。自分でもそれに気づいたのか、咄嗟にゴシゴシとこする。

「クソッ、潮風は目にイテェぜ！　このバカもきっと潮風がキツかったんだな！」

「……そうだね」

　潮風に吹かれながらも、ユーはトイレットペーパーに巻かれたままだった。

「とりあえず、オレも戦いたくなったぜ。このバカをこんなにした野郎とな！　べ、別にこいつの仇かたきってわけじゃねーけど、強い奴は潰しておかねーとな！」

「……うん。正義のためだからね」

「そう、それだ、正義のためだ！」

　赤い目をこすって立ち上がるリュー。

　ビューの身体は、ユーが背負っていた。同じくらいの重さなのに、ユーの表情は変わらない。まるで風船を背負っているかのようだ。

　ユーも指をゴキリと鳴らした。怒りに満ちた目で、ＫＮ支部の方向を見つめる。

「正義のために、皆殺しにしてやる」
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　ミスター・フランベの活かつ躍やくは一気に広まり、本部に帰き還かんすると一いち躍やく有名人になった。最初の印象が悪すぎた反動か、ブラック・ブリッツ最強とまで呼ばれる始し末まつ。ミスター・フランベ自身は照れくさそうに頭を掻くだけだった。

「んで、あれから姿見てねんだども？」

　ＢＢ団基地内にある食堂で、２号が素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「んー、改造人間用の訓練とかやってるみたいだけども、道ですれ違ったりしてないよなぁ。どこで何やってるんだろなぁ」

　大盛りカレーを咀そ嚼しやくしながら、１号。

「こっぺ、みたよ？」

　そんな１号の隣で大好物のアイスを頰ほお張ばっているコッペは、食堂のカウンターを見ていた。ちょうど３号がおばちゃんから定食のトレイを受け取っているところだ。

「どこだべ？」

「あっち」

　コッペの視線は変わらない。

　１号と２号は目をこらしてカウンターを見るが、やっぱりおばちゃんしかいない。いつものふっくらとした女性である。

　そこへ現れたＱ三郎。手に挟はさんだ食券を弾くように差し出す。

「よー、おばちゃん！　今日はチャーハン頼むわ！」

「あいよー」

　おばちゃんは背後を振り返り、中に声をかける。

「チャーハン一丁お願い！」

「あいよーっ！」

　その声に聞き覚えがあった。１号と２号は顔を見合わせると、すぐに立ち上がり、カウンターまで走る。

　果たしてカウンターの奥では、ミスター・フランベが中華鍋を握っていた。

「ミスター・フランベ！　なにやってんだべ!?」

「ん？　見て分かんねーか？　チャーハンだよ」

「なんで怪人なのにそんなところでチャーハン作ってんだ!?」

　しかも今現在、最強と噂うわさされるほどの怪人が。

　その答えはＱ三郎が教えてくれた。

「元はといえば、こいつの所属は生活課だからな。課を異動するまでの手続きがめんどいんだよ。だからそれまで、色々なことやらせてる。これも能力開発の一環だ」

「そーいうことよ！　俺はまだ、自分でどんな事ができるか知らないからな！　ブラック・ブリッツ最強っつっても、まだアネキがいるし！　それに俺だけが最強でも意味ないしな！」

「ふらんべ、がんばれー」

　よく分かっていないコッペに、手を振り返すミスター・フランベ。

　元気に中華鍋を振るう彼は、とても楽しそうだった。戦っている姿よりも、こういう仕事が似合うあたり、彼も生活課に向いているのかもしれない。

　だが１号たちが驚くのは、これからだった。

　できあがったチャーハンをもらってＱ三郎が席に着こうとすると、食堂に台たい風ふうのような勢いでＰ子が入ってくるではないか。

「きゅ、Ｑ三郎さーん！」

　狙ねらっているのか、Ｑ三郎のチャーハンめがけて飛び込んでくる。しかしそこはさすがに慣れたもの、とっさにＱ三郎がチャーハンを２号にパスし、Ｐ子の身体は１号の胸板で受け止めさせる。

　筋肉がゴムのように収しゆう縮しゆくし、Ｐ子が弾かれて倒れる。

「ど、どうも……」

　鼻を押さえて立ち上がるＰ子。

「ったく、メシくらいゆっくり食わせろっての」

　呆れながらチャーハンを食べ始めるＱ三郎。その間にＰ子を起こす３号。ジャージについた埃ほこりを払うと、Ｐ子は再びＱ三郎に詰め寄る。

「た、大変なんですよ！」

「だからなんだよ」

「ま、ま、また新しい怪人が！　Ｋ次郎博士、他にも怪人作ってたみたい！」

　Ｑ三郎の口から、勢いよくチャーハンが吹き出した。
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　さすがに二回目ともなると学習するようだ。その秘密の部屋に集まった全員が防火服や巨大な盾たてを装そう備びしていた。ポッドの周りには基地内にある消火器をすべて集めている。前回のように戦闘員たちが見物に来ることもなく、幹かん部ぶと生活課の面々だけが集合していた。

　ここは怪人ミスター・フランベが生まれた隠し部屋――の奥に更に隠されていた部屋である。まさか隠し部屋の中にまた隠し部屋があるとは誰も思っていなかったそうだ。Ｑキユー三ざぶ郎ろうに言わせれば、隠し部屋なんだからもっと興味を持てということらしい。コッペをそういう部屋に連れていけば、珍めずらしがって部屋中をひっかきまわすだろう。

　実際、新しく見つかった部屋をくまなく探してみると、さらに隠し扉があった。現在調査中だそうだが、ＢビーＢビー団だんの諜ちよう報ほう課かがどれだけずさんなのかよく分かる。案あんの定じよう、首しゆ領りように叱しかられていた。

　見つかった部屋の内部はミスター・フランベのいた部屋とさして変わらなかった。中央にポッドがひとつ。周りを囲む機械が少ないのは、ミスター・フランベの部屋と連動しているからだろうか。素人しろうとでも分かる計器を見ると、ポッド内に急激な変化が起こっていることがうかがえる。

「おいおい課長さんよ。こん中に俺の家族がいるのか？」

　Ｑ三郎の肩を叩くのは、件くだんのミスター・フランベ。

「家族って言い方はどうだろな……いや、合ってるのか。まぁそんなとこだろうな。だけどどんな怪人が入ってるかは不明だ。もしかしたらオメーとまったく同じ怪人が出てくるかもな」

「そうなったら双子か……」

「名前つけるのに苦労するな。次どーすっかな」

　どうでもいいことで悩むＱ三郎。

　平和な彼らをさしおき、周りは慌あわただしくなってきた。そろそろ生まれるらしい。

「総員、構え！」

　号令をかけたのは、戦術課課長。彼の声に合わせる者は、誰もいない。

　ちょっと気まずい空気が流れた。というのも、戦術課課長が命令できるのは戦術課と普通戦せん闘とう課かの戦闘員だけなのだが、ここにいるのは生活課と幹部だけだ。

「…………」

　空気を変えるために、１号２号３号が消火器を構える。

　その優しさに、戦術課課長はちょっとだけ頭を下げた。

　仕方ないのでＱ三郎も消火器を構える。

「あ、オレはいいかな……？　なんか消火器怖いわ」

　遠えん慮りよがちに言うミスター・フランベ。だったら部屋から出ろと言いたいのだが、家族が生まれる瞬間に立ち会いたいという気持ちも分かる。

　とりあえずミスター・フランベを後ろに下がらせて、Ｑ三郎は消火器のピンを抜く。

「じゃあ代わりにわたしが……！」

「お前はやめとけ」

　ピンを抜こうとするＰピー子こを制するＱ三郎。この天てん然ねん災さい害がい娘むすめにこういうブツを使わせるとどうなるか、もうみんな知っている。

　はて。

　そういえば、Ｐ子ほどアホではないが、こういう時に消火器を持たせてはいけない人がいた気がするのだが……。

「あの、２号先せん輩ぱい。このピンなんですけど」

「ん？　どしたべ」

「なかなか抜けなくて……ふん、ふん！」

「おい、そんなに強く引っ張ったら――」

「そ、それ不良品だべ！　鉄の消火器なのに、なんか膨ぼう張ちようしてるべ！」

　思い出した。

「みんな３号から離れろ！」

　戦術課課長の号令には誰も従わなかったのに、Ｑ三郎の怒ど号ごうにはみんな従った。３号の近くにいた人間は、ヘッドスライディングする勢いで飛び出していく。

「わ、わあぁぁっ！」

　まさに間かん一いつ髪ぱつだった。３号が持つ消火器が爆発したのだ。一体、中に何が入っていたのだろうか。耐用年数を過ぎた上にヘンなガスでも混入したのだろうか。そういうありえない偶然を引き寄せる天才なのである、３号は。

　彼が改造人間でなければ、死んでいただろう。粉ふん塵じんが宙を飛び交い、白い雪のように舞い落ちる。爆心地の３号の周囲では、吹ふ雪ぶきのように粉が吹き荒れていた。当然、視界は最悪だ。

「げほっ、げほっ！　おい誰か――」

　換かん気き扇せんを回せ、と言おうとした次の瞬間だった。

　世界の全てが止まった。

　空中にある消火器の粉が、その場で停止したのだ。

　時間が止まったのか。そう思ったのだが、手足は動く。それに周りの人間も動いている。これは一体どういうことだ。

「……騒さわがしいわね」

　女性の声だった。声楽家のように澄んだ声。Ｐ子より大人びた声だ。

　その声の主は、部屋の中央――ポッドの中にいた。

　ハッチが開くと中から煙が出てきたが、その煙も吹き出す途と中ちゆうで止まった。まるで彼女の周りの空間が切り取られたようだ。

　違う。ハッチから出てきた彼女を見て、すぐに分かった。

　陶とう器きのように青白くツヤのある肌。深いブルーの長ちよう髪はつ。スラリとした細長いスタイルの女性だ。

　なにより惹ひかれるのは視線。コイツ何人殺したんだと問いたくなるような冷たい目。

　彼女の手から蒸じよう気きのようなものが吹き出している。

　違う。氷だ。手に付いた水分が凍っているのだ。

　だとすると周りの粉は、同じ原理で凍らされたのか。見回してみると、消火器を抱きしめたまま３号が凍っている。まぁ改造人間なら死にはしないだろう。

「まるでシャーベットだな」

「しゃーべっと!?」

　声はＱ三郎の下からした。

　おかしい。たしかこの場にコッペは連れてこなかったはずなのに、なぜかいる。まさかＱ三郎のこの一言をどこからか聞きつけて飛んできたのではないだろうな。コッペならあり得ることだ。

「わー、しゃーべっと！」

　怖いもの知らずのコッペは、とことことポッドの女性に走り寄る。

「……かわいい」

　女性はコッペの頭をそっと撫なでる。

「つめたーい！」

　驚おどろきつつ、なんだか嬉うれしそうなコッペ。よかった。どうやら殺し屋ではないようだ。よく考えると、この粉塵を凍らせたのもＱ三郎たちを守るためだったのだろう。吸い込んだら危険だし。

　それで思い出した。ミスター・フランベは大丈夫だろうか。

「おい、平気か？」

　炎で形作られたミスター・フランベ。こんなに寒い所にいて平気なのだろうか。

　しかしＱ三郎の背後に隠れていたミスター・フランベは、もうそこにいなかった。

「あ？」

　改めて前を向くと、いた。女性の隣となりに立っている。

「美しい……なんてキレイなんだ！」

　胸を押さえながら、顔を赤らめているミスター・フランベ。いや顔が赤いのは最初からか。しかし興こう奮ふんしているのは誰の目にも明らかだ。

「オレ、ミスター・フランベ！　結婚を前提におつきあいしてください！」

「お断りよ」

　さしだした手を握る女性。

　その手から徐々に凍っていき、ミスター・フランベがミスター・氷漬けになった。ものの一秒もかからなかっただろう。













　誰も慌てなかったのは、ミスター・フランベの行動の突とつ飛ぴさと早さに絶句していたのと、会って一秒で告白というのはさすがにフラれるだろうと思ったからだ。

「おねーちゃん、すごーい」

　コッペに優しく微笑ほほえむ女性。惜しむらくは、彼女に一番惚ほれているミスター・フランベがその笑顔を見られなかったことだろう。
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　まずは作戦会議。生活課の全員と、Ｐ子を加えた五人で話し合う。様々な議論が交わされ、本人に了りよう承しようを取ったところで決定した案件。

「……ミス・ソルベ？」

　名付けられた氷の女性は、目を丸くしていた。

「なんだか可か愛わいらしい名前ね」

　そう皮肉ってはいたが、まんざらではないようだ。コッペが一番推おしていた名前でもあったので、そのことを告げると彼女はさらに嬉しそうだった。彼女にしてみれば、コッペは姉だ。ミスター・フランベよりギャップのある姉妹である。

　ちなみに凍ったミスター・フランベは、お湯をかけたら溶けた。「オレの恋の炎は消えやしない！」と意気込んでいたが、ミス・ソルベには一定の距きよ離りを置くようになった。どうやら違うアプローチを考えているらしい。

　ミス・ソルベもＫケイ次じ郎ろうが作った怪人だ。そのスペックは通常の改造人間を凌りよう駕がする。

　なにしろ全身が水分子で形作られているのだ。

　肌も髪かみも服のように見える模も様ようでさえ水と氷なのである。温度を微び妙みように調節して、光の屈くつ折せつ率りつを変えることによって人の姿に見えるのだそうな。

　とりあえずＰ子が走り、ミス・ソルベ用の戦闘服を作ってもらった。女性戦闘員は少ないＢＢ団だが、ちゃんと女性用戦闘服も存在する。それをミス・ソルベに合うように作り変えてもらったのだ。原理はミスター・フランベと同じだ。温度を抑えて、握手しても平気なくらいに保つ。

　そうして人並みの生活ができるようになったミス・ソルベ。

　次にやることは、テストだった。

　Ｑ三郎に連れられて彼女がやってきたのは、医務室。

「よーし、ミス・ソルベ！　吾わが輩はいがコーチである！　よろしく！」

「よろしく」

　差し出された手を握るミス・ソルベ。

　差し出した手の主は、未だベッドに寝かされていた。ミスター・フランベに負わされたヤケドがなかなか癒いえないのである。

「おうコーチ。どうだ具合は？」

「Ｑ三郎か。安心しろ、貴様とタイマンでも勝てる」

「俺に勝ってもしょうがねぇだろ……」

　虚きよ弱じやく体たい質しつのＱ三郎は、元気そうなコーチを見て苦笑。しかしコーチの全身は未だ包ほう帯たいでグルグル巻きだった。それでも勝てる気がしないＱ三郎だった。Ｑ三郎はここＢＢ団では限りなく最弱に近い存在なのである。生身では。

「これ、あなたがやったの？」

　ミス・ソルベは寝たきりのコーチを見て、側に立っているミスター・フランベを睨にらむ。

「……そうだ。すまねえ事をした」

「自分の体温も調節できないくせに、ヒーローと戦闘なんてできるの？」

　冷たく言い放つミス・ソルベに、ミスター・フランベは何も言えない。しょげているミスター・フランベを見て、鼻で笑うミス・ソルベ。どうやら第一印象が最悪だったようだ。コッペに対するのとは真逆の態度を取られている。

「う、うむ！　気にするな！　吾輩は気にしていない！」

　いつも熱血で空気の読めないコーチがフォローに回るほど、場が沈んでいた。

「それよりもミス・ソルベ。君の力が見たいぞ！」

「わかったわ。戦闘訓練ね」

　あっさり了解するミス・ソルベ。

「Ｑ三郎。あとは頼む。データを取ってきてくれ」

「あいよ」

　コーチの部屋を出て、Ｑ三郎はミス・ソルベを次の部屋に案内する。心なしか、ミス・ソルベはつまらなそうな顔をしていた。







　そこは室内競技場のような部屋だった。

　部屋の中央で待っているのは、１号と２号と３号。それぞれ手に武器を持っている。さらに床にも様々な武器が置かれていた。

「課長、武器用意したべ」

「おう、サンキューな」

　満足げな２号にピースサインをするＱ三郎。

「小こ手て調しらべだ、ミス・ソルベ」

　Ｑ三郎は部屋の隅にあるパイプ椅子を広げ、座る。手招きして、ミスター・フランベも隅っこで待たい機きさせた。

「ミス・ソルベ。とりあえずこいつら全員倒してみろ」

「えええっ!?」

　驚いたのは１号たち。

「聞いてないッスよ！」

「殺されるべ！」

「なんでミスター・フランベに戦わせないんですか!?」

　全員から苦情が来るが、Ｑ三郎は聞かなかったことにする。こいつらだって怪人の端くれなのだ。それが三人がかりで何もできないとは、情けない。

「じゃあミスター・フランベ。お前行け」

「えぇ？　……」

　コイツもコイツで嫌そうな顔をする。惚れた女に手は出せないというわけか。だが全員がワガママを言っては、データが取れない。

「……あの」

　小さいがよく響く、ミス・ソルベの声。

　それと同時に、

「うおおおっ、なんだこれ!?」

　武器を持って立っている生活課のみんなの足が凍っていた。Ｑ三郎の隣に立っているミスター・フランベまでもが。さらに床に置かれた武器も。だが非戦闘員のＱ三郎の足だけは凍っていなかった。

「これで勝ったことにはならない？」

「どうやったんだ？」

「大気中の水分子を凍らせたの」

「そうか」

　納なつ得とくしたＱ三郎。

　本当にさりげなく懐ふところからピストルを取り出し、ミス・ソルベに向かって撃うった。

　弾丸はミス・ソルベに届かなかった。空中で静止している。ミス・ソルベが弾丸に触れると、引力に従って落下した。

「すげぇな。ただし、それだけじゃダメだ」

「そうかしら？　相手の動きを止めれば、戦意を喪そう失いつするでしょう？」

「ヒーロー相手にそんな技は無む駄だってことだ。あいつら、自分の足を切せつ断だんしても殺しにかかってくるぞ。そうしたらどうする？」

「…………それは」

　口ごもるミス・ソルベ。

　ふと、Ｑ三郎はあることに気づいた。というか今まで彼女のことを誤ご解かいしていたのではないだろうかと思ったのだ。

　冷凍光線が出そうなくらい冷たい目。だが、あの目の本当の温度は――

「おい」

　Ｑ三郎は立ち上がり、拳けん銃じゆうをクルッと回して銃じゆう把はを持った。

　そのまま無む造ぞう作さに走り出して、ミス・ソルベに殴なぐりかかる。

「くっ！」

　Ｑ三郎の殴打をかわしたミス・ソルベ。二回のステップでＱ三郎の背後に回る。だがそのままだ。攻撃を加えようとしない。

「どうしたミス・ソルベ。てめぇ、まさか攻撃できねぇんじゃないだろうな」

「……」

　背後にいるので表情は見えないが、ミス・ソルベがうなずいたのが気配で分かる。

　――こいつもか。

　Ｑ三郎も心の中で溜ため息いきをつく。Ｋ次郎が作る冷れい酷こく無む比ひな殺人機械とやらを目め指ざした怪人は、どうしてこう欠点が多いのだろう。まるで人間のようだ。ひょっとしてこういうものを作る天才なのではないだろうか。

「お、おい課長さん！」

　氷の呪じゆ縛ばくからムリヤリ出てきたミスター・フランベ。Ｑ三郎とミス・ソルベの間に割って入った。

「心配すんなって！　オレがこいつの分まで戦うからよ！　だからムリに戦わせることなんてやめろよ！」

　ミス・ソルベは何か言おうとしたが、怒るのでも悲しむのでもなく、冷れい徹てつな仮面を被かぶってミスター・フランベの背中に触れる。

「……余計なお世せ話わよ」

「あだだだだだっ！」

　背中からミスター・フランベの身体が凍っていく。慌てて離れると、その脇をすり抜けミス・ソルベは体育館を出て行ってしまった。

「ったく」

　毒づくＱ三郎。この分だと彼女も生活課行きだろう。どんなものでも凍らせられるミス・ソルベ。完全無欠の能力を持ちながら、人を傷つけることが嫌いな、優しい女性だ。

　彼女の身体は[image: ]でできている。だからといって冷たいイメージだけを持ってはいけないのだ。

　水を熱すれば、温かいお湯になる。

　ミス・ソルベは冷たい殺人マシーンなどではなかったのだ。第一印象で誤解したのは、ミスター・フランベだけではない。

「とりあえずミスター・フランベ」

「ん？」

「あの三人助けてやってくれ」

　１号２号３号は、足を凍らされたまま転んで動けなくなっていた。氷に顔面がくっついた１号などは、皮ひ膚ふが張り付いて非常に痛々しい姿である。
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　ＫＮ地区を守る正義のヒーローのことを知っている人間は少ない。

　いや、いることは知っているし、どんな顔をしているのかも知っているのだが、街角で見ることが異様に少ないのだという。ブラック・ブリッツの怪人が現れても、気がついたら怪人ごといなくなっている。

　影のように現れて、影ごと消し去っていく、闇やみのヒーロー。

　トリオ・ザ・ナイトメアの三人は、ブラック・ブリッツからも畏おそれられている。ＢＢ団内で行ったアンケートによると、「戦いたくないヒーローベスト５」に常にランクインしているのだという。ちなみに強さについては謎なぞなので、「絶対に勝てないであろうヒーローベスト５」では惜おしくも選外となっている。

　さて、そのＫＮ地区にある古びた洋館。

　塀へいは崩くずれ、草木は枯れ果て、窓ガラスは割れている、誰がどう見ても廃はい墟きよだと思うその建物。付近の住民は怖がって近づかないし、なにより町から遠く離れた場所にあるので誰も近づく必要がない。

　そんな廃墟の地下に、ひとりの女性が住んでいた。

　隠し階段を下りると、そこには別世界が広がる。別世界というのは表現の問題で、基本的な内ない装そうは変わっていない。洋館にふさわしいインテリアだ。

　地下だというのにランプの灯りだけで照らされたその部屋は、大きな肖像画が壁に掛けられていた。家具はなく、唯ゆい一いつ置かれた安あん楽らく椅い子すがユラユラと揺ゆれている奇妙な部屋。

　女性は安楽椅子に座り、編み物をしていた。

　年齢も外見も全て不明。

　なぜかというと、白い布を頭から被っているからだ。編み物をする手も、布がかけられている。編みにくくないのだろうか。

　彼女の名前はゴーストＷ。トリオ・ザ・ナイトメアの母親である。

「ママァ！」

　扉が開き、ふたりの子どもが入ってきた。

　赤髪の女の子、リュー。そして鼻はな水みずを垂らした男の子、ユー。

　もうひとりはいない。

「ドウシタの？　子どもタチ」

　ゴーストＷの手は止まらない。

「ビューは元気か？　あのクソバカ、生きてるよな!?」

「エエ、生きテいますトモ。ワタシが治ち療りようしてオイタから。心配はイラナイわ」

「そんなこと聞いてんじゃねぇよ！　いつになったら三人で出撃できるかって聞いてんだよ!?」

「早く……ブチのめしたい」

　詰め寄るリューの後ろで小さく呟つぶやくユー。













「ビューが元気ニナルまで、待ちなサイ。エエ、スグですとも」

　ゴーストＷはあくまで優しく諭さとす。

「いいコト。ケッシテ、三人揃そろうまで出撃シテハなりませんよ」

「うぅ～……！　ママはいつもそればっかりじゃねぇかよ！　俺たちだって暴れてぇんだよ！　ビューにばっかオイシイとこ持っていかせたくねぇんだよ！」

　ゴーストＷの布をひっぱるリュー。すると布が潰つぶれてしまった。中身がなくなったように椅子に被さる布を手に、リューが周囲を見回す。

「大切な我ガ子タチ。ワタシはあなたタチを失いタクない」

　ゴーストＷはユーの隣に立っていた。相変わらず布を被っている。リューの手の中の布は気がついたら消えていた。

「オ隣のヒーロー、医い療りよう戦せん隊たいドクターファイブが言ってタワ。ヒーローは仲間がいなければ何もできない、ッテ。あなたタチもソウ。団結力を侮あなどってはダメ」

「……チッ。わーったよ！」

　舌打ちして、リューは背中を向けると、背中のホルスターからキャンディを取り出した。犬歯がギラリと光り、キャンディをバリバリとかじる。彼女はイラつくことがあると、いつもこうだ。

「じゃあ大人しくしてるよ！　行くぞユー！」

　部屋を出るリュー。ドアを閉める大きな音が響いた。

　リューを追ってユーがトコトコと歩き出す。ユーもユーで心配だ。一見するとおとなしい子なのだが、キレると誰も手がつけられない。

　だけど誰よりも優しい子たちだ。

　出撃をせがんでいるのは、ビューの仇かたきが討うちたいから。兄弟想いの、できた三つ子だ。血の気の多いところは、誰に似たものやら。

　まったく、困った子どもを持ったものである。

「ウフ、ウフフフ、ウフフフフフフフフ……」

　こみ上げてくる笑い声を我が慢まんしながら、ゴーストＷは編み物を再開した。

　正義のヒーローなら、そのくらいの元気がないと。







　ゴーストＷの部屋から出たリューとユー。

　数歩、足を進めて、止まる。

　互いの顔を見合わせると、一いち目もく散さんに走った。隠し階段を上り、螺ら旋せんを描く階段を上り、ハシゴのような細い階段を上り、やがて洋館のてっぺんまで辿たどり着つく。

　ここならば悪魔でも気づくまい。

　ヒーロー協定でがんじがらめに縛られているヒーローたちだが、やはりその中でも自らの信念というものはある。他人の敷しいたレールの上でも、自分が決めた道筋がなければ、ヒーローなどやってられない。

　トリオ・ザ・ナイトメアのモットーはひとつ。

　バレなきゃなにをやってもいい。

「な、な、ユー！　いつ行く？」

「今」

　三つ子であるトリオ・ザ・ナイトメアは、主語を省はぶいても意思疎そ通つうができる。毎回完全に伝わるわけではないので、ケンカになることもあるが。

「俺な！　俺がまず、ビューをヤッた奴ブッ殺すからな！　ユーは残りやって良いからな！」

「……ずるい。僕がやる」

「ふっざけんな！　俺だっつの！」

「じゃあ」

　言いかけて、ユーはトイレットペーパーをホルダーから引っぱり出し、洟はなをかむ。何度も何度もかむので、鼻水以外のモノが出そうで怖くなってくるリュー。

「じゃあ競争しよう」

「おーし！　俺が一番乗りィ！」

　言うが早いか、リューが飛び出した。

　高さ六メートルはあろう、洋館の屋上から地面に向かってダイブ。

「変身イモータル・フオースッ！」

　落下するリューの身体を真っ赤な光が包み――そしてかき消えた。

　血煙のような靄もやを残してリューが消えた頃には、ユーの姿もなくなっていた。

　洋館の屋上に、黄色い砂を残して。
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　ブラック・ブリッツの基地でひとりきりになるには、多大な苦労を要する。なにしろある程度の身分に昇格するまで努力しなければならないからだ。組織である以上、構成員は集団行動を強しいられる。個人の部屋を持つためには、それが必要になるくらいの仕事をしなければならないということだ。

　だからＢＢ団の構成員はトイレの個室以外ではひとりきりにはなれない。ではトイレが満杯の時はどうするのか。他人がいても気にならないところを選ぶのだ。

　一番人気は食堂である。時間によってはとても空すいている上に、ここを訪れる人たちは、全員おばちゃんの作る食事にのみ興味があるのだ。それに脇目もふらずに食事をしないと、休きゆう憩けい時間が終わってしまう仕事をする者もいる。

　そんな食堂の片隅で、ミス・ソルベは無料のお茶を飲んでいた。食券制になっているので、手ぶらの彼女はなにも注文できないのである。

　数度目の溜息をつくと、テーブルにアイスが置かれる。

「いっしょにたべよ！」

　隣にコッペが座っていた。

　コッペの前には三倍の大きさのアイスクリームがあった。よっぽどアイスが好きなのだろう。自分が初対面から好かれた理由がなんとなくわかったミス・ソルベ。

「ありがとう、姉さん」

「そるべ、げんきない？」

「うん、元気ない」

「どうしたの？　こっぺのあいす、もっとあげるね」

　と、スプーンで自分のアイスをすくって、こちらのアイスに足してくれる。ミス・ソルベは微笑み、そのアイスをすくってコッペに食べさせた。

「姉さん、あーんして」

「ん～～～！」

　冷たいのと美お味いしいのが混ざって、悶もだえるコッペ。ほっぺたをおさえて微笑んでいる。胸からは黄色い光が見えた。たしか彼女の精神のバロメーターだ。黄色は喜びの印。

　そんな姉を見ていたら、ミス・ソルベも少しだけ元気が出た。

「ねぇ、姉さん」

「なに？」

　コッペに聞いて答えが返ってくるとは思わなかったが、自問自答のつもりで尋たずねてみた。

「やっぱり怪人は戦えなきゃダメなのかな？」

「なんで？」

　目を丸くして首をかしげるコッペ。

「たたかわないひと、いっぱいいるよ？」

「そうなの？」

「あのね、いちごーもにごーもさんごーも、みんなかいじんさんなんだよ」

　そう言えばそうだった。Ｑ三郎が言っていたっけ。

　彼らはどうして生活課に入ったのだろう。そう考えて、答えがアッサリ出た。戦闘で使えなかったからだ。だけど彼らは悲ひ壮そう感かんもなく、むしろ生活課で楽しくやっていそうだ。

「戦闘以外でもやれることはいっぱいあるのよ」

　別の所から声がかかった。見ればカウンターから食堂のおばちゃんが顔をのぞかせている。初対面のはずだが、なぜか落ち着く声だ。

「あんたのお仲間だって、ウチで働いてるんだからね」

「お仲間って……フランベ？」

「そうそう。まだチャーハンしか作れないけどね。あの子はあんたと逆で、戦闘しかできないけど、そんな自分にも他に何ができるのか探してるって言ってたわよ」

「あいつが……」

　生まれた時から今まで、与えられた情報を組み合わせて自分に何ができるのか考え続けていた。しかし出てくるアイデアは戦闘以外のことばかり。どうしても自分の水分子を操る能力で人を傷つける考えに至らないのである。

　だけど、それでも誰かの役に立てるかもしれないのだ。ちょっと使い方を変えてみるだけで、いろいろ応用が利きく能力を持っているはずだから。

「姉さん、おばちゃん。ありがとう。ちょっとやる気になった」

「そうかい。それはよかった」

「わーい！」

　微笑むおばちゃんと、万ばん歳ざいするコッペ。そしてコッペはトコトコと食堂の出入り口まで歩いていき、

「かちょー、そるべげんきになったよ！」

「わっ、バカ！　俺たちのことは黙ってろって言ったろ！」

　そちらを見なくても分かっている。出入り口にさっきから五つの体温が感じられるのだ。それもひとつは通常の百倍以上の体温。

　私もあの中に入れるだろうか。

　苦笑し、それでも彼らの心こころ遣づかいに水温が高くなるのを感じる。

　その時だった。

『緊急放送。緊急放送。ＫＮ支部にヒーローの出現を確認。トリオ・ザ・ナイトメアが攻撃を開始しています。至急、増ぞう援えんを求む。至急、増援を求む』

　けたたましく響くサイレンの音。

「なにぃ!?」

　食堂の入口にいた生活課のみんなが顔を出す。もう隠れている場合ではない。

「あっ、いたいた!!」

　同時にＰ子が走ってきた。

「大変ですっ！　ＫＮ支部に現れたヒーローが、ミスター・フランベをご指名で！」

「なんだと!?」

　原因は分かる。こないだの戦いだ。あの時に倒したヒーローの仲間が、復ふく讐しゆうのためにやってきたのだろう。

「よし分かった、すぐ行くぜ！」

　一瞬も躊ちゆう躇ちよせずに走り出すミスター・フランベ。

　残された生活課とミス・ソルベ。

「どうする？」

　一番最初に顔を見せたＱ三郎が尋ねる。

「行くわ。私にしかできないこと、ありそうだから」

　立ち上がるミス・ソルベ。出て行く前には、きちんと食器を片付けることも忘れない。
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　ＫＮ支部はベイエリアにある基地で、その立地の通り海に対してのアプローチが得意な支部と呼ばれている。当然だが海以外の戦力も備えているが、それには特とく筆ひつすべき点はない。言ってしまえば普通の基地なのである。

　普通の基地ならば、普通のヒーローに倒される戦力であって。

　本部から増援部隊が辿り着いた頃には、その戦力の二十パーセントが崩されていた。それもたったひとりのヒーローによって。

　ＫＮ支部の基地がある港みなと。秘密の入口がある港の倉庫では、銃じゆう撃げき戦せんが繰り広げられていた。数台の車輛が道を封ふう鎖さし、倉庫をまるまるひとつ壊さんばかりの勢いで重火器が火を噴ふく。一般市民は避ひ難なんしているので、ＢＢ団も安心して暴れられる。

　だがヒーローの強さはそれを遙はるかに上回っていた。

「うー、さみーさみー」

　Ｑ三郎がバンから降りると、悲鳴によって迎えられた。車のバリケードの向こうに血ち飛沫しぶきが見える。いったいどういう戦い方をすればあんなに血が吹き荒れるのか。傷ついた戦闘員を運ぶ担たん架かがひっきりなしに往おう復ふくしていた。

「よし、１号と２号は医療部隊の手伝い。メシとかジュースとか配ってやってくれ。３号はこの辺りを探たん索さくして、発見されていない要救助者を見つけてやってくれ」

「了りよう解かい！」

　Ｑ三郎の号令で、生活課が散り散りになる。なぜ３号だけが違う任務なのかというと、彼ならば死角になって救護班に見つけてもらえない場所をよく知っているからだった。

「コッペは俺と一緒にいろ。危ないことはするな」

「はーい」

「イザってときは頼むぞ」

　Ｑ三郎の白衣の陰に隠れるようにしてコッペが立つ。その気になったら死ぬ寸前の人間も蘇そ生せいできる秘ひ蔵ぞうっ子こだ。イザという時はいつでもやってくる。

「また来たのかＱ三郎」

　増援部隊のボスである戦術課課長が毒づく。

「ミスター・フランベも連れてきたぜ」

　Ｑ三郎が親指で後ろを指す。すでにミスター・フランベは準備体たい操そうをしていた。号令があればいつでも出発できる。

「そちらの娘さんも戦うのか？」

　戦術課課長が見ているのは、ミス・ソルベ。

「いや、コイツは非戦闘員だ。何かできることはあるか？」

「それはこっちの台詞せりふだ。彼女は何ができるんだ？」

　Ｑ三郎はミス・ソルベを見る。視線を移せば、周りの戦闘員もミス・ソルベに釘くぎ付づけだった。口々に「オイあの美人誰だ？」とささやき合っている。女性が少ないＢＢ団でなくても同じくらいの人気は出るだろう。

「作戦はこちらで考える。今は少しでも手が借りたい」

　冷静に告げる戦術課課長。

　そう言えばミスター・フランベの時もそうだった。できることとできないことを瞬しゆん時じに捉え、それを作戦に組み込む判断力と度胸。戦術課の課長なのだから、戦術に長たけているのは当然だ。

「私は――」

　ミス・ソルベが答えようとした時、車しや輛りように遮さえぎられたサークルの中で爆発が起きた。

「オラオラオラァ！　出てこいヒーロー！　このオレに用事なんだろ!?」

　爆炎を身に纏まとい、立っているのはミスター・フランベ。

　前回は海が舞台だったので満足に戦えなかったが、今度は地上だ。その炎を存分に使いこなせるはずだ。

「総員退たい避ひ！　あとは彼に任せろ！」

　戦術課課長がマイクに向かって叫ぶ。今度はポッドの前とは違う。戦闘員たちがすぐに下がり、ミスター・フランベのために場所を作る。

　右手には海。左手には倉庫が続いている。倉庫の扉は全て閉まっており、見た目より行動が制限される場所だ。さらにあちこちにＢＢ団の車輛があるので他のエリアにも行きにくい。

　そこに立っているのはミスター・フランベひとり。

　Ｑ三郎はあることに気づき、戦術課課長のフロックコートをひっぱった。

「なぁなぁ、敵さん、どこにいるんだ？」

「今、それを探させているんだ!!」

「何……？」

　眉まゆをひそめた次の瞬間だった。

「うおっ！」

　ミスター・フランベのバランスが崩された。どこから攻撃したのか全く見えない。

「てめえ！」

　いや、ミスター・フランベが見ているのはコンクリートに覆おおわれた地面。

　そこから手が生えていた。

「あいつは――」

　まるで地面を水のようにかき分けて、ミスター・フランベを引きずり込む。アリ地じ獄ごくを見ているようだ。ミスター・フランベが地面に向かってパンチするも、衝しよう撃げきは全て地面に行くようだ。

「く、くそっ！」

　ミスター・フランベの身体が腰まで埋まる。地面に完全に埋まったら、その炎はどうなってしまうのだろうか。酸素がなくなれば、彼も死ぬかもしれない。

「危ないっ！」

　敵を探しているＱ三郎たちの頭上を何かが横切った。車を飛び越えてミスター・フランベの元に降り立ち、地面に手を突っ込むのは、ミス・ソルベ。

「お前が危ねーだろ！　戻れ！」

　Ｑ三郎が叫ぶが、その時にはミス・ソルベの行動は終わっていた。地面に突っ込んだ手から白い煙が吹きだし、地面を凍らせたのである。

　同時に地面が赤く光った。

　地面から爆発が生じ、その勢いでミスター・フランベが飛び上がる。爆発に巻き込まれないように、ミス・ソルベを抱きかかえたまま。ミスター・フランベが地面に着地すると、爆ばく心しん地ちがクレーター状にへこんでおり、そこから何かの頭が生えた。

「……くそ。凍らされた」

　頭だけだったものが、徐じよ々じよにせり上がってくる。やがて完全に地面に立った。

　黄色いスーツのヒーローだった。リングを何重にも重ねたような衣い装しよう。

　確か、マミーＹとかいうヒーロー。

　トリオ・ザ・ナイトメアのひとりだ。

　前のサハギンＢと違い、黄色くて四角い。そこでようやく気づいたが、ＢやＹというのは色の頭文字なのか。わかりやすすぎて気づかなかった。

　全身に横よこ縞じまの模様が入っている。サハギン――半魚人の次は、ミイラか。

「出たな、ヒーロー！」

　ミスター・フランベが拳こぶしを構えた。耐熱スーツに守られているはずなのに、身体に火のようなオーラがまとわりついている。

「……殺す」

　黄色いヒーロー――マミーＹが一歩を踏ふみ出だした。とても鈍にぶい動作で。両手を前に突き出して、一歩一歩ゆっくりと歩いてくる。小学生でも避よけられそうなスピードで。

「ミス・ソルベ！　下がってな！」

　ミスター・フランベが飛び出した。全力で戦えるので、有り余ったパワーを発はつ散さんしたいのだろう。燃える拳が弾丸のようなスピードで唸うなり、マミーＹの四角い顔面にぶち当たる。

　それだけだった。マミーＹはまったくよろけずに、ミスター・フランベの腕を摑つかむ。それこそピラミッドのような石の建物だ。

「うおおおおおおっ！」

　持ち上げた。成人男性より少し大きいくらいのミスター・フランベの身体を、マミーＹは片手で持ち上げたのだ。持ち上げた身体を、地面に叩きつける。何かが破は裂れつするような音。再度持ち上げ、また叩きつける。

　――あれ。なんかおかしくねーか？

　Ｑ三郎は気づいた。ミスター・フランベの身体は炎でできているのだ。つまり物理的なダメージは通らないはずなのに。そんな身体を持ち上げて叩きつけるとは、どういう力学が働いているのだろう。

　いや。ヒーローにそんな理屈を求めてはいけない。奴らは正義のためならなんでもやる。

「ミス・ソルベ！」

　声が飛んだ。戦術課課長の声。

「戦えとは言わない！　ミスター・フランベを助けろ！」

　呆れた洞どう察さつ力りよくだ。何も説明していないのに、この短時間で、彼女が戦うことを嫌っているのに気づいたとは。

「り、了解！」

　ミス・ソルベがようやく動いた。手から冷気を発して、マミーＹの腕を凍らせる。凍ったマミーＹはミスター・フランベから手を離さざるを得ない。なぜなら、腕ごとポッキリと折れてしまったからだ。

「……痛」

　折れて地面に転がるマミーＹの腕。その腕が砂になって本体にくっついた。大したダメージにはなっていないようだ。

　なるほど、あいつは砂でできているのか。もしくは身体を自由に砂のような物質に変えられる――おそらくナノマシンの集合体だろう。それなら納得がいく。

　炎と氷ＶＳ砂。

　バケモノ揃いだ。本気を出したらどんな惨さん劇げきが待っているのだろうか。

「Ｑ三郎。ミス・ソルベをよく連れてきてくれたな」

　戦術課課長がそんなことを言った。

「どういうことだ？」

「見た限り、ミスター・フランベはマミーＹと相あい性しようが悪い。砂を燃やすことは難しい。だがミス・ソルベなら流体になった砂を固めることができる」

　先ほど、ミスター・フランベが地面に埋まりかけたところを助けたのも、そういう原理か。水のようになった土を固めたのだ。そのスキにミスター・フランベが自らの足をロケット噴射して脱出したのか。

「それじゃあ……」

「問題はミス・ソルベ自身だな」

　冷静に分析する戦術課課長。

　そのミス・ソルベは先ほどからミスター・フランベの背後にピッタリとついている。怖くて隠れているのではない。イザとなったらミスター・フランベに守ってもらうのが最善と考えているのだ。

「安心しなソルベ！　オレがどんな攻撃でも受け止めてやる！」

「お願い」

　ミスター・フランベが矢や面おもてに立つ。ミス・ソルベが攻撃の機会をうかがう。攻守の役割はすぐに決まった。あとは相手の出方次し第だいだが――

　なにも変わらなかった。マミーＹは無言で足を踏み出し、眼前の敵を摑もうとする。

「くっ！」

　ミス・ソルベの指が指し示すのは、マミーＹの足。地面から氷の棘とげが生え、黄色い足を絡め取る。地につなぎ止められたマミーＹは、なんとも思っていないようだ。凍った足を折り、また砂に変えて歩き出す。少しだけ低くなった背も気にしない。

「ちっ、やっぱりダメか」

　悔くやしがるＱ三郎。なにがダメかって、そのままマミーＹの全身を凍らせれば終わったのだ。それなのに体育館のときと同じく足だけで終わらせようとする甘さ。それがミス・ソルベの弱点なのだ。

「きゃあっ！」

　ミス・ソルベの悲鳴。

　さっきと同じだ。ミス・ソルベの足を何かが摑んでいる。確認するまでもない、マミーＹの腕だ。凍らされて切り離した足が、腕に変化したのだ。砂ならば形も自由自在というわけだ。

　しかしこれも効かなかった。足を摑んだマミーＹの腕も凍っていく。完全に凍った腕をミスター・フランベが摑み、

「課長さん！　これ頼む！」

　こっちに投げてきた。

「ほいっ」

　仕方ないので受け取った二本の腕を、医療用真空パックに詰めた。これなら出てこられないだろう。この攻撃を続ければ、マミーＹの全身はバラバラにできる。

「…………」

　それでもマミーＹは止まらず、一歩ずつ着実に進んでくる。まるで恐怖を知らない機械のように。

「こ、こないで！」

　とうとう怖くなったミス・ソルベが一歩下がったその時だった。

「あーあ。面白いことになってるじゃん」

　頭上から降りかかる声。

　倉庫の上に誰かが立っていた。

　マミーＹと同じくらいの体格の、赤いスーツと青いスーツ。

「よう！」

　赤い人間――少女の声だろうか――が元気よく手を振っている。まるで学校で朝の挨あい拶さつをするくらいに自然だ。背中の翼が印象的である。

　ブラッディＲ。トリオ・ザ・ナイトメアの最後のひとりだ。三角の翼が、赤によく映える。

　そしてもうひとり、青い球体のようなマスクをつけているのはサハギンＢ。つい最近、ミスター・フランベにやられたばかりではないか。もう回復したのか。

「っと」

　いつ跳ちよう躍やくしたのか。マミーＹの脇にふたりがいた。

　赤い三角、ブラッディＲ。青い丸、サハギンＢ。そして黄色い四角のマミーＹ。まるで積み木か信しん号ごう機きだ。

「……なにしてんの」

「なにって、カチンコチンのオメーを助けにきてやったんだろが！　俺らが来なきゃテメー、全身真空パックの中だぞコラ！」

「……そうじゃなくて、ビュー」

「クックククク！　ボクを置いてふたりだけで楽しいことしようったって、そうはいかないもんねー！　ウェッ、ゲホッ、ゲホッ!!」

　咽むせる青いヒーロー。やはり本調子じゃないのか。

　だが病やみ上あがりがひとりいるとはいえ、トリオ・ザ・ナイトメアが三人集結している。そのひとりひとりが、怪人をなぎ倒せるヒーロー。これが何を意味するのか。

「おい」

　Ｑ三郎は隣の戦術課課長に呼びかける。だがすでに作戦は完了していた。後方にいた戦闘員が煙えん幕まくを用意している。いざとなったらすぐに逃走できるように。いや、逃走ではない。ＫＮ支部に避難して、迎げい撃げきするためだ。果たしてどれくらい保もつか。

　だがミスター・フランベとミス・ソルベは逃げることを許されない。

　怪人は常に最前線で戦い、最前線で死ぬことを要求される。

　強力な肉体を持った怪人が戦えば時間を稼かせぐことができる。そうすれば新しい作戦も遂すい行こうできる。逃げる戦闘員を生せい還かんさせることができる。

　だから怪人は逃げない――逃げられないように、訓くん練れんされている。

「おう！　お前たちがトリオ・ザ・ナイトメアか！」

　先ほどの赤三角のブラッディＲと同じように手を振るミスター・フランベ。

「顔は初めて見るよね。初めまして！」

　こないだやられたサハギンＢが挨拶を返す。

「ケッ！　これからやられるクセに、挨拶なんかしてんじゃねーよっ！　怪人ってのはなぁ、俺たちにやられるためのサンドバッグに過ぎねぇんだよっ！」

　挨拶もそこそこに、ブラッディＲが跳とんだ。三角の翼が跳ね上がり、向きを変える。

　右手から鋭い鉤かぎ爪づめが生えた。切り裂くというよりも、えぐり取るような軌き跡せきを残してミスター・フランベに襲おそいかかる。

「おっとぉ！」

　紙かみ一ひと重えで赤い爪を避けたミスター・フランベ。行き場を失った爪が倉庫の壁をひっかく。それだけで倉庫の壁が十メートルほど削けずり取とられた。

「ちっ……外したか」

　爪を口元に持っていくブラッディＲ。なんとスーツの口の部分だけが開き、赤い舌が伸びたではないか。口を大きく開き、爪を舐なめる赤い三角。鋭い犬歯がキラリと光る。

「クックククククク！　もう始めるの!?　始めちゃうの!?　だったらイッちゃうよー！　アハハハハハハハ!!」

　青い丸、サハギンＢの爪が飛ぶ。白い煙を上げて、十本の爪がミサイルのように飛来する。そのひとつひとつの軌道はバラバラで予測がつかない。

「ッ！」













　ミサイルを七つまで凍らせたミス・ソルベ。残りの三つは足で避けた。

「狙いどお――――りっ！」

「!?」

　次の瞬間、サハギンＢの言うことが分かった。避けた地点に黄色い四角、マミーＹが待ちかまえていた。今度は地面からじゃない。岩のような両腕にガッチリと抱きかかえられてしまった。

「ウッ……！」

　悶え苦しむミス・ソルベ。

　ミス・ソルベの身体は水でできている。固体ではない。その気になればミスター・フランベ同様、腕くらいスルリと抜けられるはずなのだ。だが黄色い手はミス・ソルベを放さない。そういう機能なのだ、あのナノマシンは。

「どうすりゃ……！」

　歯は嚙がみするＱ三郎の視界に、赤いランプが入った。この赤い光は見覚えがある。

「コッペ！」

　Ｑ三郎の足下からだった。コッペの胸元が赤く光っている。

　危険なサインだ。コッペの中にある負の感情が高まると、こんな風に赤いサインを出すのだ。この光が最高まで強くなると、コッペのスイッチが入る。

「聞けコッペ！」

　Ｑ三郎はコッペの肩を摑んだ。

「いいか、今から面白いこと教えてやるからな」

「おもしろいこと？」

　少し赤い光が弱まった。話に興味を持てるくらいには冷静でいられるようだ。近頃のコッペは徐々にいい子になってきているので、とてもありがたい。

「ちょっとコッペのこと頼んでいいか？」

　戦術課課長にコッペを預ける。

　彼もそれだけでＱ三郎が何をするのか理解したようだ。

「Ｑ三郎、ひとつ貴様に言っておくことがある」

「あん？」

「一応、それは我が組織的には非公式ということになっている。だから死んでも手当は出ないぞ」

「へいへい」

　気楽に返事をしたが、ちょっとショックだった。危険手当くらいは出してもらってもバチは当たらないと思うのだが。

「かちょー、なにおしえてくれるの？」

　戦術課課長のフロックコートにしがみついて、コッペが尋ねる。不安そうなその目を見ていると、絶対に死ねないと思えてくる。

「鬼ごっこのやり方だよ」

　白衣の袖そでをまくり上げるＱ三郎。そこに嵌はめられている黒い腕輪。

　奇跡の石、デイストーンを使った腕輪。

　Ｑ三郎は右腕を前に出し、叫んだ。




「変身っ！」




　黒い霧きりがＱ三郎を包んだかと思うと、もう既にＱ三郎はいなかった。

　ミス・ソルベを羽は交がい締じめにする黄色い両腕を黒い光の刃で切断すると、五メートル離れた青い丸まで一気に駆け寄り、そのボディにトゲトゲのついた拳を叩き込む。

「げぶっ！」

　吹き飛ぶ青い丸――サハギンＢから視線を移すと、今度はブラッディＲが赤い爪でミスター・フランベに斬りかかっていた。

「うおおおおおおおっ！」

　Ｑ三郎の黒い足から黒い炎が吹き出した。カタパルトのような勢いで噴ふん射しやされたＱ三郎は、赤いスーツに体当たりする。

「クソッ！」

　体当たりでも倒れなかったブラッディＲは、Ｑ三郎に矛ほこ先さきを変えようとするが、既にＱ三郎は彼女から離れていた。

　ミスター・フランベが盾のように立ちはだかり、ミス・ソルベとＱ三郎を守っている。

「チッ……てめぇ！」

　倒れた青を抱き起こす黄色。病み上がりなので、体力に差があったのだろう。そんなふたりをかばうように立つ、赤。三角形の翼を盾のように広げて、こちらを睨む。

「そこの黒いの。ブラック・バンディットとかいうヤツだな！」

　いつしかＱ三郎はヒーローにそう呼ばれるようになっていた。全身を覆う黒い装そう甲こうから付けられた名前だが、Ｑ三郎はあまり気に入っていない。

「おうよ。それがどうした」

「ウンコみてーな外見のくせに、やってくれるじゃねーか！」

　ブラッディＲの口から、また舌が見える。

「そのウンコにやられたのは、どこのどいつだ？」

「なっ……！」

「ウンコにやられたテメーらはウンコ以下だな？　ええ？　ウンコにやられちまうヒーローの分ぶん際ざいで、エラソーな口きくじゃねーか」

「んだとコラ！　ブッ殺すぞ！」

　きっと仮面の中も真っ赤になっているのだろう。激げつ昂こうするブラッディＲに、さらにＱ三郎がたたみかける。

「おいおい、ずいぶん語ご彙いが貧困なヒーローだな。正義の味方だったら、もっとカッコイイ見み栄えきってみろや！　あ、でもウンコに見栄きるヒーローか！　それもまたカッコイイな！　オラやってみろやガキ！　それともママに教えてもらわねーと、台詞ひとつ吐けねーか？　ママの教育がなってねーな！」

　どこが逆げき鱗りんにふれたのだろう。

　トリオ・ザ・ナイトメアの空気が変わった。スーツ越しでもわかる。全員Ｑ三郎を殺す目で睨んでいる。

「ママの悪口を言いやがったな」

「……潰してやる」

「クッククククク！　もう止まらないよ！」

　どうやらこいつらの逆鱗にふれたのはママのことだったようだ。

　だがこれで良い。奴らのターゲットは完全にＱ三郎になった。たまに自分の才能が恐ろしくなる。命を縮ちぢめる才能だが。

「だったら殺してみろよ！　トリオ・ザ・ウンコ！」

　Ｑ三郎の足から、黒い煙が出た。それはジェット噴射のものであると同時に、煙幕にもなる。黒い煙が辺あたりに充満すると、Ｑ三郎の姿が天高く舞い上がる。

　空中を蹴けるようにして、倉庫の屋上に降りたつ。そして後ろを振り返らずにジャンプ。倉庫から倉庫へ飛び、ベイエリアを疾しつ走そうする。

　背後から怒号が聞こえてくるが、無視。

　車道に出て自動車よりも速く街を駆け抜ける。驚いた車が急ブレーキをかけて、あわや玉突き事故になりそうになるが、

「チッ！」

　背後のトリオ・ザ・ナイトメアが食い止めてくれたようだ。チラリと振り返れば、三人のチビッコが数台の車を持ち上げている。その周囲では歓声が上がっていた。

　大惨事にならなくて良かったと、胸をなで下ろすＱ三郎。

　そしてチャンス到来。

　Ｑ三郎は最高速度で公園に飛び込んだ。誰も来ない茂しげみに入り込み、変身を解除する。数個の黒い光が周囲に集まり霧散した。マミーＹと同じ、ナノマシンの集合体だ。

　いつものようにヨレヨレの白衣とジーパン姿に戻ったＱ三郎は、わざとその場にへたりこんで叫ぶ。

「う、うわぁ～。なんだあれは～」

　ものすごい棒ぼう読よみだが、どうやら効果はあったらしい。

「あっちか！　あのウンコ野郎絶対にブッ殺してやる！」

　座っているＱ三郎に目もくれずに、トリオ・ザ・ナイトメアが通り過ぎていく。普段からＢＢ団の戦闘服を着ていないのが幸いした。二回まばたきをする間に、トリオ・ザ・ナイトメアは見えなくなっていった。

　成功を確認してから、身震いする。

「捕まってたら、確実に殺されてたな」

　それどころではない。殺し方も様々だ。おそらく最高の苦痛と共に殺されたことだろう。正義の味方が悪の組織に容よう赦しやする道理はない。

　命の喜びを実感するために、ポケットからタバコを取り出して火をつける。

　煙を吸って吐き出すと、心地よい脱力感に見舞われた。

「おいオッサン」

　心臓が止まりそうになった。

　恐る恐る背後を振り向くと、なんと先ほど撒まいたはずのブラッディＲが立っているではないか。血のように赤い爪がこちらに向いている。

　まさかバレたのか。安心しきったところを背後から攻撃とは――

「ここは禁煙だゴラァ！　肺ガンになって死ねボケ大人！」

　赤い手が伸び、Ｑ三郎のタバコを奪うばい取とる。彼女が握りつぶすと、タバコは塵ちりになって風に飛ばされていった。

「いいか！　二度とここで吸うなよ！」

「お、おう。すまねぇ」

　ヒーローらしい真っ当な説教をくらい、素直に頭を下げるＱ三郎。

　ブラッディＲは満足したのか、踵きびすを返して去っていく。

「ったく……あの真空パック、どうやって取り返すかな……」

　独り言を呟く後ろ姿を見送りながら、Ｑ三郎は生まれて初めて禁煙しようかと思った。思っただけで実行には移さなかったが。
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　陰いん惨さんな声が響く、ＢビーＢビー団だんの食堂。

『ん？　なんの音だ？　ちょっと見てくる――』

『イーッヒッヒッヒッヒ！　殺してやる！　皆殺しにしてやるよぉぉぉぉ！』

『ヒィィィッ！　た、助けてくれぇ!!』

『こんな殺人鬼のいる基地はゴメンだ！　俺はひとりでも逃げるぜ！』

『エ、エンジンが！　エンジンがかからない！』

　ノートパソコンの画面を食い入るように見ているのは、生活課の面々。全員、青ざめている。３号に至っては吐きそうになるのをこらえている。このノートパソコンはＰピー子このものなのだが、そのＰ子本人ですらカタカタと震えていた。

　スプラッタ映画ではない。が、似たようなものである。

　とうとう耐えきれなくなったＰ子がパソコンのフタを閉じた。

「み、みなさん……ちゃんと見ました？」

　歯の根が合っていないＰ子。

「お、おう！　ちゃんと見たぞ！　あんなの大したことなかったな！」

「１号、強がる前に目ェ開けれ。もう終わってるべ」

「え、ホントに!?」

　ようやく目を開ける１号。自分の眼前に閉じたパソコンがあるのを見て、ふー、と汗を拭ふいている。そんな１号を誰も笑えない。２号は震えながら全員分のお茶を汲くみに行っている。何かしていないと気が紛まぎれないのだろう。３号はさっきから嘔おう吐とをこらえているし、Ｐ子は自分の身体を抱きしめたまま。

「なんだなんだオメーラ、だらしねーな」

　平然としているのはＱキユー三ざぶ郎ろうだけだ。

　あの程度のスプラッタ、研究者なら見慣れている。それも悪の組織の幹かん部ぶならなおさらだ。昔はもっと酷ひどい光景も見せられた。

　とはいえ、これは酷い。あんな動画、一般に流れていないか心配だ。子どもが見たら卒そつ倒とうするだろう。コッペがいない時を選んでよかった。

　これが正義の味方のすることだから、始し末まつに負えない。

　トリオ・ザ・ナイトメアの戦力分ぶん析せきをするためにかき集めた、過去の戦闘データ。まさか見ただけで全員ノックアウトされるとは。こいつらが生活課でよかったと心の底から思うＱ三郎だった。

「おい、大丈夫かみんな？」

　机に突っ伏しているみんなを見かねて、ミスター・フランベが冷たいお茶を配り始めた。汲みに行ったのは２号だが、彼も給きゆう湯とう器きの前で動けなくなっている。

「つーか、オメーラのために観てるんだぞコレ」

　受け取ったお茶を啜すすり、すぐにテーブルに置くＱ三郎。冷たいお茶だったはずなのに、ミスター・フランベの体温で熱くなりすぎている。

「え、オレら？」

　ミスター・フランベがチラリと厨ちゆう房ぼうを見る。そこには彼の相あい棒ぼう、というか兄妹きようだいのミス・ソルベがいた。コッペと一緒にアイスクリームを作っている。

　先の戦いから一週間。気がつけば彼女も厨房で働くようになっていた。水と氷の扱いに長たける彼女が水仕事、ミスター・フランベが火を扱う仕事と、いい役割分担ができた。とはいえ、ミス・ソルベはともかく、ミスター・フランベの火ひ加か減げんはまだまだで、おばちゃんの作る料理にはかなわない。

　やっぱり所しよ属ぞくは生活課である。

　もしかしたら首しゆ領りようは厄やつ介かいごとはとりあえずＱ三郎に預けて、様子を見ようとする魂こん胆たんなのではないだろうか。生活課は入門編か何かか。

「なんでオレらなんだよ？」

　預けられたルーキーのミスター・フランベ。

　その実力は、もはやルーキーを超えていた。

「あのトリオ・ザ・信号機な。オメーラを目の敵かたきに――ライバルみてーに思ってるようでな。ＫＮ地区を捜さがし回まわってるって話だ」

「げーっ、そこまで？」

「そりゃそうだろ。あれだけハデにやらかしたんだ」

　実際、現在のＢＢ団でトリオ・ザ・ナイトメアに勝てる怪人は彼らをのぞいて存在しない。少なくとも一対一では。Ｋケイ次じ郎ろうの怪人は、それほどまでに違うのだ。すでに怪人を管理する部署では、彼の技術を応用して、今いる怪人たちを強くできないか模も索さくしているところだという。

「ただ、だからっつって迂う闊かつに戦わせるわけにもいかねーぞ」

「なんで？」

　本気で分かっていないミスター・フランベ。

「お前ら、前回ギリギリまで追いつめられてたじゃねーかっ！　あそこまで負けといて、なんでまだ――」

「だって課長さんがいるじゃねーか」

　ミスター・フランベは当然のように言う。

「バカ言うな、俺は非ひ常じよう勤きんだ！　戦いにゃ向いてねーんだ！　あんときだって、ケムに巻くのが精一杯だったんだぞ！　二度とやるか！」

　一歩間違えば殺されていたし、それでなくても正義の味方に自分の正体がバレるところだった。そうなったらヒーローたちのネットワークであっという間に広がる。顔が知られれば、外も歩けなくなるだろう。ブラック・バンディットと言えば、あのライトドライバーと互ご角かくに戦ったダークヒーローとして名が知れ渡っている。

　そうなったら、コッペと買い物にも行けないではないか。

「だけど課長さんよ。オレらだけじゃ絶対に負けるぜ？」

「そーだなぁ……」

　まず、相手が複数というのが良くない。

　デイストーンを狙うＢＢ団に対抗すべく、デイストーンの力を使って戦う戦士たちが日本全国にいる。それを人はヒーローと呼ぶ。超人的な力を有し、同時に燃えたぎる正義の心でＢＢ団と日々戦いを繰り広げている。

　その条件は厳しく、ヒーロー協会に認められた者しかなることはできない。

　ヒーローは地区ごとに異なる。それこそ形態まで。たったひとりで戦うヒーローもいれば、軍隊のような集団がそのままヒーローとして登録されている地区もある。鋼はがねよりも固いスーツを着て戦う者もいれば、デイストーンを埋め込んだステッキを振るう魔法少女もいる。

　本部の真上にいるライトドライバーや、隣となりのＳＴ地区にいる薔ば薇らの騎き士しなどは、スーツを着て単独で戦う典型的なタイプだ。もっとも本当にひとりなわけではなく、博はか士せなどの協力者がいるのだが。

　トリオ・ザ・ナイトメアは三人組だ。こういうタイプには、特とく徴ちようがある。まず、個々の力はそれほどでもない。強力な怪人であれば、タイマンをはれば勝てる。実際にこないだサハギンＢに勝ったのはミスター・フランベだ。

　だが、三人揃そろった時のパワーは単体のヒーローを凌りよう駕がすると言われている。あの時はその情報を信じて、戦う前に逃げたのだ。もしもＱ三郎が飛び出さず、あのまま戦闘を続けていたら、おそらく負けていた。

「ねぇ」

　厨房から顔を出すのは、ミス・ソルベ。

「絶対に私たちじゃなきゃダメなの？　例えばホラ、すごい兵器とかで直接ヒーローを叩くとか」

　臆おく病びようなミス・ソルベらしい考えだが、的まとは射いている。最強の兵器でもって、直接敵の基地を叩けば全て済む。

「お前なぁ……」

　だがこの女は肝かん心じんなことを忘れている。

「最強の武器ってなんだか分かるか？　お前らだよ。改造人間とヒーローに勝る兵器なんかありゃしねーっての」

　デイストーンの技術によって遺い伝でん子し情報を変化させられた人間たち。デイストーンの力を武具に変えて比ひ類るいなき力を使う者たち。どちらもこの世で最強の力だ。

「そうなの？」

「つーか、そうせざるを得ない。ある程度の制約がないとダメなんだ」

　彼女たちを作ったＫ次郎は、以前、誰でも扱える超兵器を作った。それはデイストーンの力を直接放射するという危険極まりない代しろ物もので、簡単に言えば、使えば地球がブッ壊れるほどの威い力りよくを持つ。

　怪人やヒーローとて同じだ。だからこそ、強力な何かの制約を受けなければならない。それが「組織」であったり、「正義」だったりするのだ。

「そっか――じゃあ、やっぱり私たちが戦わないとダメなのね」

　残念そうに溜ため息いきをつくミス・ソルベ。戦うのが嫌いな彼女でも、自分が置かれた立場は分かっているようだ。冷静な彼女らしい。彼女もミスター・フランベと同じ、最強の怪人のひとりなのだ。

　ミス・ソルベの不安な顔に気づいたのだろう。厨房の奥にいるコッペの声が聞こえた。背が低くて何をやっているのか分からないが、ミス・ソルベの肩が動いた。きっと手を握にぎったのだろう。

　彼らの不安が伝わったのか。

　生活課の面々は、コッペの前ではいつも笑っている。自然とそうなった。新人の彼らもいずれそうなるだろう。だけど今は、不安な感情が顔に出てしまっている。特にミス・ソルベは。

「心配すんな、アネキ！　ちょっと決着つけるだけだ！」

　コッペの不安を打ち消すように、ミスター・フランベがガッツポーズをとる。

「けっちゃく？」

「おう！　そうしねーと、お互い気持ち悪いんだよ」

「そういうこった」

　Ｑ三郎も同意する。

「コッペだって、アニメのいいところで『つづく』ってされたらイヤな気分だろ？」

「うん」

「だから、こいつらが終わらせてくれるんだよ。んで、みんなスッキリして全部オーケイってことだ」

「んー……」

　よく分かっていないコッペ。

　まぁ分からないならそれでもいい。むしろこういう件については分からない方がいい。戦いなど知らずに育っていって欲しいものだ。

「でも、どうすればいいのかな？　このままじゃ、戦力が足りない」

　そう。さっきからそれについて話していたのだ。

　普通に考えて、二対三。せめてあとひとりは欲しい。欲を言えばもうひとり。

「それだったら、普通の改造人間に頼めばいいじゃないッスか」

　気分の悪さから立ち直って、さっそく発言する１号。

「いや、あいつらはダメだ。それぞれが役割を持っている」

　それぞれの支部では、それぞれの改造人間たちが戦っている。彼らは特殊な身体を持っているが故ゆえに、専門的な仕事を任される。戦闘員と違うのは、強さだけではない。汎はん用よう性せいがない分、戦闘員よりも使いづらい点もあるのだ。

「それにヒマな改造人間たちは、さっそくパワーアップの実験台になっているだろうからな。みんな強くなりたいって必死なんだ」

「じゃあ、つまり――」

「ＫＮ支部のヒーローを相手にできるのは、こいつらだけってことだ」

　この間の戦いで、ＫＮ支部の怪人たちでは勝てないことが証明された。

　ということは、彼らしかいないのである。だから援えん軍ぐんが欲しいのだが――

「助っ人、欲しいですか？」

　突然、Ｐ子がそんなことを言い出した。

「あん？　どういうことだ？」

　Ｐ子は腕時計を見ながら、何かを確認している。

「たぶんもうすぐ生まれますよ」
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　予想はしていたが。

　三つめのポッドだった。ミスター・フランベやミス・ソルベが隠されていた部屋とは別の部屋にあった。どうやらＫ次郎のポッドは二つまでしか並列できないらしい。だから発見が遅れたのだと言い訳するのは、諜ちよう報ほう課かの幹部たち。まぁＱ三郎にとってはどうでもいいことだ。

　問題は、このポッドから何が生まれてくるのかということ。

　もう三度目ともなれば手慣れている上に珍めずらしくもないので、首領以下の幹部たちが集まる理由はひとえに災害を防ぐためだった。災害時には役に立たない幹部は、普段の仕事に戻っている。

『Ｑ三郎よ。今度は何が出てくると思う？』

　隣に立った首領が尋ねる。

「二パターン考えられる」

　廊ろう下かを歩きながらそのことについて考えたのだ。

『四大元素と陰いん陽よう五ご行ぎよう説せつか』

「おう。知ってたか」

　簡単に言えば、西洋の思想と東洋の思想の違いだ。

　四大元素とは地水火風。対して陰陽五行説は木火土金水。

「どっちにしろ、水と火はいるんだよな。んで、土も確定か」

　指折り数えるＱ三郎。

　あと残るは――

「おっ、出てくるぞ！」

　誰かが叫ぶ。Ｑ三郎と首領もそちらを見る。ポッドが開く瞬間も、最初と違って珍しくなくなった。しかしどんな怪人が出てくるのか楽しみだ。ガチャガチャのような気分であった。

　対策も整えなければならない。

　ミスター・フランベの時は設備が燃え、ミス・ソルベの時はミスター・フランベが凍らされた。今度はどんな災害が待っているのか。

　ところが、何もなかった。少なくともＱ三郎たちへの被害は。

　開いたポッドの中に、花が咲いていた。

　その花に囲まれているのはお姫様ではなく、ひとりの男。

　ゴーレムのようだった。さもなくば巨大な岩だ。身体中に張り付いた土が、動くたびにボロボロとこぼれ落ちる。そのうち、全部なくなってしまうのではないだろうか。

『これは四大元素と五行、どちらなのだろうな』

　首領が首をかしげるが、Ｑ三郎にも分からない。

　とりあえず大人しい怪人のようで助かった。

　――と、思いきや、その巨人がポッドから降りてきた。

　身長は三メートルはあろうか。巨体を誇ほこる１号ですら子どもに見える大きさだ。元はゴリラ怪人の１号だが、岩と比べたらそりゃ負ける。













『ようこそブラック・ブリッツへ。歓かん迎げいしよう』

　もはやこれもお決まりになった首領の挨あい拶さつ。

　巨人は首領の目を真っ直ぐに見て、

「……う」

　と、小さく頷うなずいた。

　知能はそれほど高くないのだろう。見た目で判断するのもアレだが、どう見ても鈍どん重じゆうそうな顔なのだ。これで相そう対たい性せい理り論ろんについて語り出そうものなら、あり得ないとは言わないがギャップに驚おどろくだろう。

　誰かが振り向いた。

　それにつられて、他の人間が振り向く。

　別に背後に誰かがいたとか、何かが置かれてあったわけではない。あるのは隠し部屋の出口。ＢＢ団にある他の部屋のドアと同じ大きさだ。

　そう、同じ大きさなのである。

「……うぅ」

　もう一度言うと、巨人の大きさは三メートル。

『身体を分解することはできるか？』

　首領の言葉に巨人は小さく首をかしげるだけ。言葉が分かっているのだろうか。ミスター・フランベは身体が炎でできているから、猫が通れるくらいの隙すき間までも通れるという。しかしこの岩の塊かたまりは……。

「Ｑ三郎、仕事だな」

　誰かが肩を叩いて出て行った。それに続いて他の幹部たちも退室する。

　最後に首領がＱ三郎に『頼んだ』と言い残して出ていった。

　結局、出入り口を拡かく張ちようすることになり、怪人の力を使わせてもらった。手伝ってもらったノコギリクワガタ怪人とハンマーヘッド怪人は「二度とやるか！」と吐はき捨すてて帰っていった。

　ＢＢ団の壁に使われている特とく殊しゆ装そう甲こうは、ヒーローの攻撃でもビクともしないのがウリなのだ。
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　やっぱり通つう過か儀ぎ礼れいは必要だ。まず最初に名前を考える。

「んー……ポテト・パパってのはどうだ」

　Ｑ三郎の提てい案あんに、生活課はアッサリとＯＫを出した。あのゴツゴツとした岩の質感がジャガイモに見えただけなのだが、意外に好評なようだ。

　このポテト・パパ、ＢＢ団の通常の扉をくぐれないので、最初に生まれたポッドのある部屋から出てからは、荷物搬はん送そう用の巨大な扉がある場所にしか入れなかった。仕方ないので荷物用の扉を何度もくぐり、大きさが制限されない場所に出る。

　ＢＢ団の敷しき地ちの中央にある、グラウンド。やはりここが一番だ。

　ポテト・パパを誘ゆう導どうしたあとに、生活課の全員を呼んできた。また同じ事の繰り返しだ。彼の能力をテストして――また実戦でテストすることになるのだろうが。そうして、生活課入りだ。

　ただ、このポテト・パパ、意思の疎そ通つうが前のふたりに比べて難むずかしい。正しいテストができるかどうか心配だ。

「わー！　おおきー！」

　生活課を呼んできて、一番最初に飛びついたのはやはりコッペだった。改めて比べると、やはり大きい。コッペの身体が、片手にすっぽりと収まってしまう。その肩に乗せたらいい絵え面づらになるだろう。

「おいポテト・パパ！　コッペは小さいからな！　手て加か減げんしろよ！」

「……うぅ」

　Ｑ三郎の言葉に、一応返事するポテト・パパ。

　今度は分かったのだろう。コッペの頭を優しく撫なでる。岩のようにゴツゴツした手を触さわり、珍しそうにしているコッペ。どうやら固い手でも痛くないようだ。

　するとポテト・パパに変化が生じた。

　コッペを撫でている手から一輪の花が咲いたのだ。赤い花だった。

「おお？」

　ポテト・パパの身体は土でできている。表面は岩のように固そうだが、その岩の裂け目から花が生えていた。

「コッペ、何かしたか？」

「ううん」

　とすると、これはポテト・パパの持っている本来の力だ。大地の力――自然を育はぐくむ力だ。ポッドの中に花が咲いていたのも、そういう力が働いたのか。

「……で、これでどう戦うんだろうな？」

　ミスター・フランベが痛いところを指摘する。

　こんな小さな花では戦えない。しかしポテト・パパの大きさは、それだけで充分な武器になる。あんな腕で殴られたらヒーローでも吹き飛ぶだろう。

「戦うことばかり気にしないの、フランベ」

　と、彼の腕を取るミス・ソルベ。

　一週間も経てば、お互い慣れるのだろう。ふたりの距きよ離りは自然と縮ちぢまっていた。それでも普通の友達程度の距離になったくらいだが。

「そうだけどよ、ソルベ……花が咲くってくらいじゃ、おばちゃんとこでも」

　するとそんなミスター・フランベの感情を読み取ったのか、ポテト・パパがこちらに近づいてきた。一歩一歩踏みしめるたびに、ズシンズシンと地面が揺ゆれる。

　そしてゆっくり時間をかけてミスター・フランベの元に辿たどり着ついたポテト・パパ。何を思ったか、いきなり後ろを向いた。

「おぉ！」

「こいつぁ……！」

　巨大な背中には、びっしりと緑色が張り付いていた。全て植物である。しかも食べられる。ニンジンからキュウリ、名前の通りジャガイモまで、様々な野菜が背中に生えていた。

「……う！」

　得とく意いげな顔をするポテト・パパ。

　なるほど、彼もこういう方面なら自信があるということか。

「また戦せん闘とうじゃ役に立たないのが来たのか……」

　頭を抱かかえるＱ三郎。

　平常時ならそれでもいいだろうが、今はヒーローに狙われているのだ。この野菜を役立てるためにも、生き残る術すべを教えなくてはならない。

　頭数は揃ったのだ。

　あとは訓練して、どこに出しても恥ずかしくない怪人に仕立て上げればＯＫだ。

　問題はどうやって訓練するかだ。

「って、なんで俺がそんなこと考えてるんだよっ！」

　頭を振るＱ三郎。

　本来、こうしたことは戦術課のコーチの仕事じゃないのか。そういえばヤケドはどうなったのだろうか。あとで見み舞まいにでも行ってみよう。

「うぅ！」

　気分を良くしたのか、ポテト・パパがコッペを持ち上げて遊んでいる。コッペが楽しそうに笑っているのを見て喜ぶポテト・パパ。やっぱりコッペの威い力りよくは抜ばつ群ぐんだ。

　とりあえずＱ三郎は、彼が考えなければいけないことを考えることにした。

　まず、寝ね床どこだ。搬入用入口しか使えない彼を、どうやって私室まで案内するか。戦闘訓練よりも、こちらのほうが難しいのではなかろうか。

「あとで首領に相談するか……」

　彼も彼で、鎧よろいがつかえて通れない部屋があったはずだ。何かコツを知っているだろう。
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　ＫＮ地区にある廃はい墟きよ、もとい古びた洋館では、ささやかな宴えん会かいが開かれていた。この地区のヒーローのひとりである、サハギンＢの快かい気き祝いわいである。

　焼けこげたテーブルクロスも、蜘く蛛もの巣のかかった燭しよく台だいも、全てそういう演出である。ゴーストＷの趣しゆ味みだ。本物ではない。

「みんなありがとう！　ボクのために！」

　子どもでも飲める赤いシャンパンのようなジュースを飲みながら、サハギンＢことビューが喜んでいた。ところが残りの子どもたちは食事に夢中だ。

「あん？　オメーがくたばってたら、どうせ葬そう式しきでうめーモン食えるんだからよ。俺はどっちでもいいんだぜ？　むしろ死んでくれたほうが、取り分が増えるからラッキーかも」

　血の滴したたるレアステーキを頰ほお張ばるリューと、

「……これ、おいしい」

　ロールキャベツを分解しながら食べるユーだった。

　ふたりともぶっきらぼうな態度だが、ビューが完かん治ちしたことを知った時は、それは喜んだものだ。どうして素直になれないものか。

　それでも子どもが全員揃って食事をするのは楽しいと思うゴーストＷだった。憎まれ口をたたき合うのも、この子たちに限っては仲の良い証しよう拠こ。

「ところデ、あなたタチ」

　これを機きに話すことにした。

「何、ママ？」

「ブラック・ブリッツに勝ちタイ？」

「ったりめーだろ！」

　どん、とテーブルを叩くリュー。

「ビューのカタキ……じゃなかった、あのいけすかねぇ黒いヤツをブッ殺すまでは、絶対に退ひかねーぞ！」

「クッククククク！　ボクもあの炎の怪人を倒すまでは、引き下がらないよ！」

「……氷女」

　それぞれが口々に憎ぞう悪おを吐き出す。ゴーストＷも彼らが戦う姿をモニタリングしていたが、あれは誰でも悔くいが残る終わり方だった。力では勝っていたのに、ブラック・バンディットの挑ちよう発はつひとつでバラバラになってしまった。

　そうならないためには訓練が必要だ。

「アナタタチには、訓練ヲしてもらいまショウ」

「えーっ」

　こんな時だけは一いつ致ち団だん結けつして声を揃える三つ子。

「いやナノ？」

「イヤに決まってるじゃーん。めんどくさいし」

　ビューの意見に同意するふたり。

「デモね、訓練スレバ、ブラック・ブリッツにも勝テルのよ」

「……本当に？」

「エエ、ママが噓うそを言ったコトがあるカシラ？」

「いっぱいあるじゃん」

「そのトーリ。訓練スレバ、ママの噓も見破レルようになるワヨ」

　白い布に隠された顔が、ニンマリと笑う。

　三つ子は心から嫌そうな顔をして見つめ合うが、嫌いな訓練をするのと、ブラック・ブリッツにナメられたままでいるのと、どっちがイヤか天てん秤びんにかけたようだ。みんな諦あきらめた顔で溜息をついた。







　次の日から、トリオ・ザ・ナイトメアの特訓が始まった。

　特訓と言うからには、普通のトレーニングではない。特別なのだ。普段、彼らがやらないような訓練をするのが主目的だ。

　三つ子が普段やらないこと――決まっている。

「ハイ、それデハ、テキストの十二ページを開イテ」

　いつもは食卓に使うテーブルは、今は学習机に変化していた。リューもビューもユーも露ろ骨こつに嫌そうな顔をしつつ十二ページを開く。

　それはデイストーンの扱いに関するテキストだった。早い話が、トリオ・ザ・ナイトメアのスーツの説明書だ。

「あなたタチ、デイストーンの力ヲフルに引き出したらどうなッテしまうか、知ってる？」

「……」

　無言で手をあげるユー。

「ユーは知ってイルのね？」

「……全部、壊れる」

「ソウ、その通リ。地球も、アナタタチも、全部壊レテしまう」

　事実だ。デイストーンの力はとても不安定だ。ヒーローたちが身につけているスーツもデイストーンの力で動いているが、その力はせいぜい五十パーセントくらいだ。全力を出すと、スーツが耐えきれないばかりか、暴走したデイストーンが地球を破壊する。それくらいの威力を持った石を扱っているのだ。

　だからこそブラック・ブリッツには渡せない。

「アナタたちのスーツは、ソウネ、せいぜい三割の力しか出せないの」

「あれ、ってことは……？」

　考え込むリュー。

「ソウ。三人揃えばほぼ百パーセントヨ」

「ってそんな単純な計算でいいの……？」

　ビューのツッコミに頷くゴーストＷ。

「イイノヨ。デイストーンの不ふ思し議ぎな力のひとつ。単体の石とは違ッテ、ふたつ以上ノデイストーンがアル特殊な条件下に置かれると、共鳴し合って大きなパワーを生むのヨ」

「その特殊な条件って何？」

「それは分からない。それをアナタタチが見つけるノ。それが訓練の内容」

「うー、めんどくさそうだなー」

　実際、途と方ほうもない作業だ。デイストーンの知識に関してはすべてゴーストＷに任せているトリオ・ザ・ナイトメアだ。本人たちは戦うことしか知らない。その彼らがデイストーンの反応を実験するなど。

「……わかった」

　しばらくテキストを読んでいると、急にユーが立ち上がる。

「なんだよユー。おまえデイストーンの使い方分かったのか？」

「うん……あのね」

「まだるっこしーなー。さっさと言えよ！」

「……えと」

　言いかけて、洟はなをかむユー。リューもビューもイライラしてくる。もともと短気なふたりは、ユーのこういう遅さが嫌いだ。しかし、ごくたまに恐ろしい速さで何かを思いつくから邪じや険けんにできないのだ。

「めんどい。実じつ践せんでやろ」

「ああん？」

「……必殺技を、ぶつけ合う」

「なるホド」

　ちょっと感心するゴーストＷ。

　ユーが言っていることは、トリオ・ザ・ナイトメアの必殺技をひとつひとつぶつけ合って、反応を見るというものだ。彼らの技もデイストーンの異常反応によって起きるものだから、特殊な条件が生じやすいのだ。

「えーと、それってつまり――」

「ボクたちのパワーをお互いに浴びせるってこと？」

「そう」

　頷くユー。その言葉の意味はすぐに分かった。

　とどのつまり、デスマッチだ。お互いの技をぶつけ合うのだ。

「そういうことなら話は早ぇ。とっととやるか！」

「クッククク！　いいねェ！　いい修しゆ行ぎようだネェ！」

「……でも」

　口を挟はさむユー。

「最初は二対一でやらないとダメだよ」

「じゃあ、それは順番な！」

　どうしてふたりで組まないといけないのかも、子どもたちはすぐに理解してくれた。つまるところ、最終的にはデイストーンの力を組み合わせる協力技なのだ。バラバラに戦っても、合体技は使えない。

　だから最初はふたりで組み、デイストーンの反応を見る。残りのひとりは敵役だ。強い敵でも通用する技でないと意味がないから。

　ふたりで使える技を見つけたら、今度はそれを三人で使えないか応用する。

　その時の敵役は――母親の役目だ。

　またこの子たちを拷問できるのかと思うと、楽しくなってきた。ヒーローの血が騒ぐというものだ。

「んじゃ一番最初にくたばったヤツ、ジュースおごりな！」

「……いいよ」

「クッククク！　とか言って、一番最初にリューがダウンしちゃったりねー！」

　楽しそうに話しながら部屋を出ていく子どもたち。

　その姿を見送りながら、最終的には自分の手で全員ダウンさせるのに、とクスクス笑い出すゴーストＷであった。
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　決戦の日は、意外と早く来た。

　ＢＢ団ＫＮ支部に挑ちよう戦せん状じようが送られてきたのである。もちろん差出人はトリオ・ザ・ナイトメア。ミスター・フランベとミス・ソルベと正々堂々と戦いたいということだ。

　ヒーローと悪の組織、という構こう図ずを考えれば妙な状況だ。

　普通だったら悪の組織のほうからヒーローを呼び出し、決けつ闘とうするものだ。もちろんタダで呼び出すわけはなく、様々なトラップを仕掛けるのがお約束。過去にブラック・ブリッツが何度となく行った手法だが、いつしか廃すたれた。誰も成功しなかったからだ。

　ＢＢ団としてはこの挑ちよう戦せん、受ける意味がある。トリオ・ザ・ナイトメアを倒せばＫＮ地区の占せん拠きよが容よう易いになるし、そのまま彼らの本ほん拠きよ地ちからデイストーンを奪うばうことができる。あくまで成功すればの話だが。

　むしろトリオ・ザ・ナイトメアの方がリスクが大きい。ＢＢ団相手に挑戦状を出すということは、とことんまで戦うということだし、仮にミスター・フランベが負けたとしても後続に怪人が控ひかえていないとも限らない。自分たちの居場所を限定すれば、本拠地に別働隊が攻め込むかもしれない。そんな綱つな渡わたりを、どうしてヒーローがするのか。

　挑戦状の写しは、本部にも送られた。

　暗い会議室で、首領をはじめとする幹部たちが何時間も話し合った。

　そして出た結論。

『これはトリオ・ザ・ナイトメアの力試しだ』

　首領の言葉に、幹部たちが頷く。

　現時点で最強の怪人とも呼べるミスター・フランベ。それを倒せば、つまりＢＢ団よりも強いことが証明できる。それはヒーローたちの士し気きにかかわることだ。

　心の力を侮あなどってはいけない。自分たちの正義がくじけないかぎり、ヒーローは何度でも立ち向かってくる。この挑戦状は、折れそうな正義の心を取り戻すための戦いを申し込んでいるのだ。

「ではこの挑戦状、無視するのですか？」

　幹部のひとりが尋ねるが、

『いや、受けるべきだ。トリオ・ザ・ナイトメアの性格を考えると、最もおだやかな方法だ。前回はＫＮ支部に殴なぐり込こみにきた。今回もそれをしないというのはつまり――来なければＫＮ支部を本気で皆殺しにする、ということだろう』

　それはもはや挑戦状ではなく、脅きよう迫はく状じようだ。

　結局、逃げ場などないのである。

『ヒーローの士気の源は、それぞれ異なる。この場合、残ざん虐ぎやく性せいがトリオ・ザ・ナイトメアの強さの秘ひ訣けつだ。敵を徹てつ底てい的てきに殺さつ戮りくする、その意気込みこそが彼らの原動力。だから、意外と脆もろい』

「脆い？　どういうことですか？」

　また別の所から質問。

『ブラック・ブリッツとて素人しろうとの集団ではない。そう簡単に殺戮できない、と分かれば奴らの士気は下がる。とても簡単な話だ。これが誰かを守る、などの目的であれば我々は非常に手こずるだろう。ライトドライバーがいい例だ』

　誰かを守るためには、自分が盾たてになる。その士気を持じ続ぞくさせるには、自分が倒れさえしなければいい話だ。倒れない方法ならば、いくらでも考えられる。相手を倒す必要もない。時には逃げてでも対象を守る。

　ところが攻撃的な意欲の場合、相手の都つ合ごうも考えなければならない。敵がとても頑がん丈じようだったら。もしかしたら逃げるかもしれない。心が折れる要因が多いのだ。もっとも、それだけ攻撃力に自信があるという考え方もできるが。

『だからミスター・フランベ以下三名には、トリオ・ザ・ナイトメアと戦ってもらう。彼らの正義を打ち砕くために』

　首領の出した結論に、皆が納なつ得とくした。

　すぐにその旨むねは本人たちに伝えられ、正式に彼らの出撃が決まる。この前のような臨時の手伝いではなく、ブラック・ブリッツの作戦で放たれる刺し客かくとして、正義のヒーローに挑いどむのだ。
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　脅迫状、もとい挑戦状で指定されたのはＫＮ地区にあるスタジアムだった。プロ野球の試合にも使われる大きな場所だ。ここなら誰にも邪じや魔まされないで戦える。しかしヒーローともなると、こんなスタジアムでも貸し切りにできるのだろうか。普通に借りるのであれば莫ばく大だいな金がかかるはずだ。

　Ｑ三郎率ひきいる生活課は、スタジアムの外のライトバンで待たい機きしていた。最も安全に中を見られる場所である。そこにモニターを置き、スタジアムの中を撮さつ影えいしているＢＢ団の撮さつ影えい車しや輛りようから動画を拝はい借しやくしている。ハッキリ言って、何をしに来たのか分からない。

「また俺、運転席ッスかー？」

　１号は悲しそうな声。

「おめーが後部座席に来ると狭せまくて邪魔なんだよ！　そこのカーナビの画面にも映してやっから、それで我が慢まんしろ！」

「うぃーす」

　寂さびしげな１号は放っておいて、Ｑ三郎はモニターに視線を戻す。

　画面にはマウンドが映し出されている。

　三人の子どもが座っていた。

「お！　来たな！」

　スタジアムのマウンドに陣じん取どり、携帯ゲームで遊んでいるトリオ・ザ・ナイトメア。今は変身していない。こうしてみると、女の子ひとりに少年ふたりのトリオなのだと分かる。

　一いち塁るい側のベンチから出てくるのは、我らが怪人たち。ミスター・フランベ、ミス・ソルベ、ポテト・パパの三人。

「待たせたな！」

　陽気に挨拶するのは、ミスター・フランベだけ。

　ミス・ソルベはポテト・パパの後ろに隠れるようにしているし、そもそもポテト・パパはどうして自分がここにいるのかも分かっていない様子。

　客席にはブラック・ブリッツの戦闘員が整然と並んでいた。銃じゆうを構えてはいるが、客席からマウンドのヒーローを狙そ撃げきする技術を持っている戦闘員はいない。

　敗北したヒーローにトドメを刺すためだ。

　さもなくば、負けた怪人たちを逃がすため。

「そのデカブツはなんだ？」

　赤いゴスロリの女の子が、乱暴な口調で尋ねる。戦闘員たちのことは気にも留めていない様子。

「あ、こいつは俺らの仲間！　よろしくな！」

「へいへい。どっちにしろ、今日で終わりだけどな」

　尋ねておいて、女の子はあまり関心がない様子。どうせ自分たちにやられるのだから、関係ないと思っているのだろう。

「でも、キミたちも自信満々だね！　こないだはギリギリでボクたちにやられそうだったのに！」

　青い少年が挑発してくるが、ミスター・フランベは涼しい顔。

「こないだとは違うぜ！　なんたって、今日はパパがいるからな！」

　と、ポテト・パパの硬い岩肌を叩くミスター・フランベ。ポテト・パパはやっぱりボーッとしている。







　ポテト・パパの顔がモニターに大写しになったところで、Ｑ三郎は背もたれに身を預けた。少し手に汗握っている。自分も緊きん張ちようしているらしい。

「ねー、かちょー」

　そんなＱ三郎の白はく衣いを引っ張るコッペ。

「ふらんべたち、だいじょぶ？」













　あのモニターを見て、何を感じたのだろうか。コッペは心配そうな顔をしていた。いつもならそんな顔は見せないのに。胸もわずかに青く光っていた。青は不安のサインだ。

「大丈夫だ。あいつらは強いからな」

「ほんとに？」

「ああ。あんな奴ら、すぐにボコボコにしちまうさ」

　根こん拠きよはない。しかし元々のスペックは高い怪人たちだ。それこそヒーローとも互角に戦える強さを持っている。負ける要素は少ないはずだ。

「待てよ……」

　――本当にそうか？

　よくよく考えたら、負ける要素だらけなのではないか。

　そもそも好戦的な性格をしているのはミスター・フランベだけで、あとのふたりは戦いに向いていない。訓練は積んだが、あくまで訓練だ。人相手に戦ったことはない。

　さらにこの場所はスタジアム。周囲の被害を気にしなくても良いので、存分に戦える。

　そうなったら、強いのはどちらか。

『いくぜブラック・ブリッツ！　変身イモータル・フオースッ！』

　スピーカーから少女の声。

　同時に画面が赤黒く光る。




　結論から言うと、ミスター・フランベたちは五分で負けた。
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　あまりにもあっけない勝負だった。

　戦闘開始直後にトリオ・ザ・ナイトメアは三方向に分かれ、まずサハギンＢが指から出るミサイルでミス・ソルベを狙った。当然のようにそれをかばうミスター・フランベとポテト・パパ。サハギンＢの一方向からの攻こう撃げきに耐えている間に、がら空きになった背後からブラッディＲとマミーＹが何かをした。

　カメラも全て壊されてしまったので、正確な行動は分からない。ただ、ふたりからオレンジ色の光が放たれて、一瞬でミス・ソルベを戦闘不能にし、次いでミスター・フランベを倒したと本人たちは語る。残ったポテト・パパは何もしなかったが、トドメとばかりに身体をバラバラにされてしまった。

　これで五分。そのうちの四分はポテト・パパをバラバラにするのに費ついやされた。全てを破壊し尽くすと、トリオ・ザ・ナイトメアはＢＢ団の戦闘員など目もくれず、意い気き揚よう々ようと帰っていった。ありったけの自信をもらって。

　怪人たちのケガは酷いものだった。それぞれ火と水と土でできているので、心臓などの弱点が存在しない。故に死ぬことはなかったが、ダメージは大きかった。

　マッチの火ほどに小さくなったミスター・フランベは調理場のコンロの火をもらって身体を増やす形で回復し、目薬のビンに入るほどの量になったミス・ソルベはプールに入ると一瞬で元通りになった。ちなみにポテト・パパは首だけになっていたが、土に植えればいいとのことだ。

　そう、肉体的なダメージは大したことがない。

　正義のヒーローの原動力と同じく、問題は士気だ。

「ふらんべ？」

　食堂のおばちゃんに許可をもらい、調理場に足を踏み入れたコッペ。二十四時間燃えているコンロに話しかけると、そこに吹き荒れる火からギョロリと目玉がのぞいた。

「……アネキ」

「いたいの？」

「んーん。痛くねぇ。でも……痛い」

　今までに聞いたことのない、ミスター・フランベの弱気な声。

「どうすればいたくなくなるの？」

「わかんね。俺は……ソルベやパパを守れなかった。あいつらが痛い分、俺も痛いんだ。チクショウ、情けねぇ……」

　炎が弱くなる。

　そしてミスター・フランベの心の痛みがコッペにも伝わってきた。胸の光が青に変わり、シクシクと弱く光る。

　肉体的な痛みや強いストレスなどの赤に対し、青は不安や寂しさのサインだ。

「アネキ。向こう行っててくれねーかな」

　そんなコッペに追い討ちをかけるように、冷たく言い放つミスター・フランベ。

「今、すごいイヤな気分なんだ。あいつらがちゃんと戦えれば勝てたとか、誰が弱いからダメだとか、そんな邪よこしまなことばかり考えちまうんだ――そんなクズ野郎の顔、見られたくねぇんだ」

「……うー」

　口をすぼめるコッペ。

　それ以上ミスター・フランベが何も語らないので、コッペは調理室を出た。きっと彼はまだどこか痛むのだ。だから言葉にトゲがあるのだ。そう信じることにする。

　次いでコッペがやってきたのは、訓練用のプール。普段は魚類の改造人間が使う場所だが、今はミス・ソルベがいるばかり。

　広大なプールの中央。水上にミス・ソルベが座っていた。まるで氷上に座っているようだが、彼女の下は波打っている。

「そるべ――」

「――姉さん。ごめん、あっち行っててくれないかな」

　いきなりだった。

　コッペが何か言う前に、ミス・ソルベは顔を覆おおう。

「私、どうして生まれてきたのかな……何の役にも立たなくて……全部私が悪いの。私がちゃんと戦えないから、みんな苦しんで……」

　泣き出すソルベ。

　どうしてみんなこんなに悲しいのか分からないコッペ。改造人間が負けるところは何度も見た。みんな悔くやしそうだった。だからその度にコッペが励はげました。励まされた改造人間はみんな喜んでくれたのに。

　コッペの胸の光が蒼く輝き出す。

　それは寂しさのしるし。この世にひとりぼっちの自分を想うサインだ。

　彼らも同じくらい寂しいのだ。

　そっとプールを出るコッペ。

　もう、なにも見たくない。部屋に戻ってアイスを食べよう。そう思って歩き出す。誰もいない廊ろう下かを歩くスリッパの音。その音に混じって、何かが聞こえてきた。

「？」

　音だけではない。身体を揺さぶるような震動も。誰かが何かしているのだろうか。

　コッペは音のした方に足を向けた。ここからそう遠くない。扉をふたつくぐると、そこは屋外だった。屋外といっても、地下にあるブラック・ブリッツ基地だ。人工太陽に照らされた生産プラントのことを指すのだ。植物の研究をしたり、モグラ怪人やミミズ怪人が技の研究をするのに使っている。

　その生産プラントのすみっこにある、小さな畑。

「うおぉぉ～～～！　おおぉ～～ん！」

　その畑に埋まりながら、ポテト・パパが泣いていた。

　畑から首と片腕だけを出し、その大きな腕を目にあてがい、土ど石せき流りゆうのような涙をボロボロと流している。泣き声は風を生み、近くの作物を揺らしていた。

「おおぉ～ん！　あぉお～～ん!!」

　なにが悲しいのか。それはコッペにも分からない。

　だけど普段からボーッとしているポテト・パパがここまで大きな感情をあらわにしていることが、コッペの何かに触れた。

　胸の青が強くなる。

「ぱぱ……」

　彼もまた、泣いているのだ。仲間を守れず、何もできない不ふ甲が斐いなさに。

　そして、コッペも気づいた。コッペ本人も泣いている彼らに何もできない。

　何もできないから、彼らは悲しんだままなのだ。

「おぉ～ん！　おおおぉぉ～ん！」

　泣きじゃくるポテト・パパに、コッペもつい同調してしまった。

「う……」

　自然と鼻をすすってしまう。

「うわーん!!」

　ぽろぽろと涙がこぼれ、止まらなくなった。

「おぉおーん！　うぉお～ん！」

「うわぁぁぁ～ん！」

　一度泣いたら青い感情はどんどん溢あふれ、抑える気もなくなった。泣けば全てを忘れられる気がして、同時に彼らの痛い気持ちを肩代わりできるような気がして、コッペは大声を上げて泣いた。

　そうして人工太陽が消える時間になるまで、コッペはポテト・パパと一緒にいつまでも泣き続けた。
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　べちょ、とモップが顔面に降りてきた。

「あ、すまねぇだ」

「……いえ」

　情けない顔で謝あやまる２号と、同じくらい情けない顔の３号。そもそも３号が倒れなければ、２号のモップが顔に当たることもなかったのだ。そんなことは３号も分かりきっているので、いつもの自分の境きよう遇ぐうだけを呪のろう。

　それにしても、普段に増して雰ふん囲い気きが沈む。

「なんだか照明まで暗くなった気がしますね」

「んだなぁ」

　言われて、２号も周囲を見る。静まり返った食堂。この大部屋が持つふたつの顔のひとつだ。

　今は戦せん闘とう員いんの訓くん練れんの時間で、おばちゃんにとっては食事の仕込みや買い物や休きゆう憩けいをする、フリーな時間だ。その間に生活課が仕事するのだ。訓練が終わった直後、ここは大おお騒さわぎになる。

　が、今日の食堂は２号と３号が言うとおり、なにやら重い空気が立ちこめている。

　原因は他でもない、彼ら自身だ。

　コッペの元気は、いまだ戻らず。そのテンションが彼らに伝でん染せんするのに時間はかからなかった。

「人の機き嫌げんが、ここまで仕事に影えい響きようするなんて思いませんでしたよ」

「んだども、それはコッペちゃんだけの話だべ。課長があんなに荒れても『いつものこと』で済ませられっけど……」

「ですよね……」

　がっくりと頭を垂れるふたり。

　コッペはずっと塞ふさぎ込こんでいた。大好きなアイスも食べず、ずっとヒザを抱えている。ご飯はしっかり食べるが、下を向いて言葉にも覇は気きがない。そんなコッペを生活課はずっと慰なぐさめ続つづけているが、効果は出ないまま。

　原因は言うまでもなく、怪人たちの敗北だ。

　ミスター・フランベ、ミス・ソルベ、ポテト・パパ。その三人がヒーローたちになすすべもなくやられてしまったことは、コッペの情じよう緒ちよにも影響を与えた。敗北したことがではない。それによってバラバラになった三人を見るのがいたたまれなくなったのだろう。

　要は、大好きな人がギスギスしているのがイヤなのだ。

「生活課って、あまりそういうのないですよね」

「んだな。不満があっと、必ず殴なぐり合あいが始まっからな。特に１号と課長なんて、そりゃひでぇモンだべ。課長なんて武器使うし」

「見てる分には面白いんですけどね」

「巻き込まれる方はたまったもんじゃねぇだ」

　それでも、いつも見ているコッペにとっては、安心する光景のひとつではあるだろう。

　漫まん才ざいのような生活課が好きだから、いつも笑っていたのだ。

「どーにかならねぇもんかな……」

　２号はモップを担かつぐと、調理場に入る。現在、おばちゃんは休憩と称して近所に新しくできたケーキ屋さんに行っている。子どもに頼まれたとかなんとか。だから今は従業員がひとりだけ。

　その唯一の従業員は、未だコンロから出てこない。

「あの、ミスター・フランベさん。まだ出て来る気にはなりませんか？」

　カウンターの奥から３号が声をかけるが、無言。

　ミスター・フランベはコンロの火に化けたまま、三日ほど燃え続けていた。火自体はミスター・フランベの身体だからガス代はかからないのだが……。

「おめさ、いつまでもそうやってヘコんでっと、みんな困るんだども」

「……オレだって」

　久しぶりにミスター・フランベの声を聞いた。

「オレだって、なんとかしてーとは思ってるんだ。けど、オレひとりががむしゃらにがんばったってダメだろ。またあいつらに迷めい惑わくかけちまうかもしれねーし。仇かたき討ちたいけどよ、ひとりじゃヒーローに勝てっこねーし」

　完全にネガティブになってしまっている。

　ここまでくると、なにかおかしい。いつもの燃え上がる炎のようなミスター・フランベではなく、その姿を借りた別人のような気さえしてくる。それとも炎がもつポジティブなイメージに流されすぎていたのか。本当はとても繊せん細さいな男だとか。

「……ソルベやポテト、どうしてる？」

「皆さん、あなたと同じですよ。困ってます」

「…………」

　３号の返答に、ミスター・フランベはしばらく黙ったままだった。

　そして一分ほどの間をおいて、また質問する。

「なぁ、オレ、変かな？」

「……ん？」

「なんかオカシイよな、オレ」

「んだなぁ。いつも熱血のミスター・フランベ、って感じじゃねぇな。『オレが守る！』ってクッサイ台詞せりふ吐いてたおめさ、どこ行っちまったんだべ」

「やっぱそうか……変か」

　それきり、ミスター・フランベは黙ってしまった。

　コンロの火が弱火になる。眠ってしまったのだろうか。







　Ｑキユー三ざぶ郎ろうが立っているのは、四つ目の怪人生成ポッドの前。

　ブラック・ブリッツを裏うら切ぎった科学者の、最後の忘れ形がた見みというところか。

「今度は生まれる前に見つけたぞ」

　タバコに火をつけ、感かん慨がい深ぶかい表情のＱ三郎。これまでは、ポッドが発見されたのは、生まれる直前に生じる磁じ場ばの変化やセンサー異常のためであった。今回はようやく諜ちよう報ほう課かが本気を出したようで、基地の全てを徹てつ夜やで調べてくれた。その結果、誰がこんなところに部屋なんて作るんだ、という場所から最後の隠し部屋を発見した。

　Ｋケイ次じ郎ろうがこの怪人たちを作ろうとした理由は、おそらく自分の私兵にするためだ。ところが制作途と中ちゆうで、それよりも強力な兵器を作れることが判明したため、怪人たちを凍結したのだろう。あの計画が実行されていたら、廃はい棄き処分されていたに違いない。

　モニターに映る情報を眺ながめつつ、Ｑ三郎はこの怪人たちについて考える。

「次、どんな名前にしよっかなぁ……」

　現在、彼が考えられることと言ったら、それしかないのである。

　新怪人の任務はもうある。ヒーローと戦い、平時にはそれぞれ好きなことで働く。それだけでいいのだ。

　ふさぎこんでいる怪人たちも同じだ。今はちょっと本調子が出ないだけ。それを克こく服ふくすれば必ず良い集団になるはず。

　そう思い続けて三日が経つが、状況は一向に良くならない。

　コッペも沈んだままだ。

「ま、親のケンカばかり見て育ったガキは、ろくな性格にならねーと聞くからなぁ」

　怪人たちの憂ゆう鬱うつが、トリオ・ザ・ナイトメアに負けた傷に起因しているのならば、あのヒーローに勝つのが一番の薬だ。だがヒーローと戦うモチベーションがない事に困っているのだから、どうしようもない。堂々巡りのまま、時間だけが過ぎる。その間にトリオ・ザ・ナイトメアだけでなく他のヒーローにも攻め込まれるかもしれない。

　だからＱ三郎は、このポッドの中の怪人に少し期待している。

　停滞したこの空気に変化を与えてくれることを願っていた。しいて言うならば、それが一番の任務だ。

「時間はそろそろのはずなんだよな……」

　怪人が生まれる時間のことだ。

　本来なら首しゆ領りようをはじめとして、幹かん部ぶが集まって歓かん迎げいするのだが、今日はそれどころではない。トリオ・ザ・ナイトメアに破壊されたＫＮ支部の修しゆう復ふくにかかりきりなのだ。

「って、しまった！」

　慌あわててタバコを消して立ち上がるＱ三郎。

　モニターに表示されている、怪人の予想誕生時刻がマイナスになっているではないか。

　ということは、もうすでに生まれているということ。

「……あ？」

　が、ポッドは開いていなかった。

　ポッドの故こ障しようか、それとも中の怪人の故こ障しようか。とりあえずポッドに駆け寄ってみるが、外見的な変化は見あたらない。扉をノックしてみるが、返事はない。

「どういうこった？」

「こういうことだよ」

　背後から声。

　振り返るが、誰もいない。

「誰だ!?」

　いや、質問する前から分かっている。この部屋にいるのはＱ三郎と誕生する怪人だけなのだから。

「どこにいる!?」

「ここにいるよ」

　声はＱ三郎のすぐ近くからする。が、姿は見えない。

「どこだ？」

　声のしたあたりを歩き回ってみる。

「こっちだってば」

　今度は背後から。

「この辺か？」

「ちょい前」

「ここか」

「あ、そこだと合体しちゃってる」

「じゃあ、これくらいか」

「うん、そこそこ」

　指定された位置に立ち、若干見下ろすように顔を下げる。声の質も、聞こえてくる位置も子どものものだ。中学生くらいの男の子の声。

「おまえ――空気で出来てるのか」

　炎、水、土ときて、今度は風。

　四大元素のカルテットが出来上がったわけだ。

「やっぱり分かりにくいかな？」

「分かりにくいっつーか、分からねーな。ちょっと待ってろ」

　Ｑ三郎は白はく衣いを脱ぐと、声のするあたりにかけてやる。すると白衣がひとりでに宙を舞い、なにかモゾモゾと動いたかと思うと、そのまま空中で静止した。どうやら空気が白衣を身につけた様子。

　どう見ても透明人間だ。包ほう帯たいを巻けば完かん璧ぺきである。

「服が空飛んでるようにしか見えねーな」

　アゴを撫なでるＱ三郎。

「あ、じゃあこれはどう？」

　少年の声と共に、匂いが運ばれてきた。花の香りだ。声がいる地点から発せられている様子。トイレの芳ほう香こう剤ざいなどではなく、天然の花の香りに近い。

「お、こりゃいいかも。位置が分かりやすいぞ」

「でしょ？」

　得意げな少年。

「よしアロマ・ボーイ。ちゃんとした服に着替えさせてやる。こっちこい」

「はーい」

　即席でつけた名前に不満も見せず、少年はＱ三郎の後ろからついてくる。

　ポッドのある隠し部屋から出た途と端たん、廊ろう下かを歩いていた戦闘員に変な目で見られたのは、まぁ当然のことだろう。あえてＱ三郎は弁解せずに堂々と歩き続けた。







　まっさきにＰピー子こに頼み、戦闘員用のスーツを用意してもらった。白衣だと上半身の輪りん郭かくしか分からないが、戦闘服は全身タイツだ。これなら人間としての体てい裁さいが保てるはず。

「問題は顔ですねぇ」

　Ｐ子が化粧筆をクルクル回しながら悩む。彼女の化け粧しようでは薄すぎて、顔がぼやけてしまうのだ。

　しかしＢビーＢビー団だんの基地内で化粧をする人間など限られている。まず女性がいない。ゼロではないが、戦闘員の派は手でな化粧は禁止されている。

　そこでＱ三郎が目をつけたのは、怪人だった。

「ほーら、目を閉じて。んー、ステキ！　いいわよぉ♪」

　アロマ・ボーイの顔に慣れた手つきで化粧をするのは、無数の緑色の触しよく手しゆ。触手のひとつひとつが化粧道具を手にしており、人間の肌に近い色で顔面を作り上げていく。彼、オシロイバナ怪人は、花の怪人ということもあって、やたら美にこだわるのだ。その化粧のノリによって作戦遂すい行こうの可能性が上下すると言われるくらいに。

「わぁ！　ありがとう！」













　鏡に映った自分の顔を見て破顔するアロマ・ボーイ。元気いっぱいの少年の顔だった。

「ん、覚えたよ！」

　そう言うとアロマ・ボーイの顔が薄くなった。やがて空気に溶け込んでしまう。かと思うと、また少年の顔に戻る。覚えた顔はいつでも作れるらしい。

「俺のスーツと同じ原理か」

　納なつ得とくするＱ三郎。ブラック・バンディットのスーツは、ナノマシンを身体の周囲に散布しておいて、スイッチひとつで凝ぎよう固こさせる仕組みだ。アロマ・ボーイの場合、化粧の粉を身の回りに分散させているのだろう。匂いも同じ原理だ。

「なぁ、カレーの匂いって作れるか？」

「できるよ」

　試しに言ってみたのだが、本当にカレーの匂いになった。そう感じたとたん、無む性しように腹が減った。これでは仕事にならないので、花の匂いに戻してもらう。

「さて、と」

　オシロイバナ怪人に礼を言って別れると、最後に帽ぼう子しをかぶるアロマ・ボーイ。これで人としての形作りは完成した。

　その次にアロマ・ボーイがしたことは、兄弟との対面だった。

「やっほー、兄さん」

　厨ちゆう房ぼうのコンロに話しかけるアロマ・ボーイ。

　コンロの火は青く弱々しくちらついてるだけ。どんどん火の勢いが弱まっている。

「……おう」

　炎が出した声は、まるで燃えカスのようだった。

　そんなに堪こたえたのだろうか、ヒーローにやられたことが。

「おいおいおい、平気か？　どっか悪いんじゃねーか？」

　Ｑ三郎もＰ子も心配するが、返事はない。

　アロマ・ボーイの手が伸びる。スーツの腕がぺしゃんこに潰れた。手の部分が空気に混じったのである。するとミスター・フランベのコンロの火がわずかに強く燃え上がった。

「お、おい!?」

　驚おどろいた声を出すミスター・フランベ。

　アロマ・ボーイのスーツが床に落ちた。全身が空気に溶けたのである。

　炎には酸さん素そが必要だ。ミスター・フランベは酸素を自由に操あやつれる能力があるが、アロマ・ボーイは自ら酸素を含んでいる。その酸素を無理矢理コンロに入れたのである。

「んー、やっぱりね」

「やっぱり？　なんだそりゃ」

　アロマ・ボーイがスーツに戻った。こうしてみると、瞬間移動しているようにも感じられるし、存在を消したり出したりしているようにも見える。

　そのアロマ・ボーイの手には、妙なモヤのようなカタマリがあった。

　赤い、血が蒸じよう発はつしたような空気。

「ん、んん？　なんか身体が軽いぞ？」

　急にコンロの火が強くなった。それどころか、コンロからミスター・フランベが出てきたではないか。ずっと首をかしげている。まるで知らずに背負っていた荷物がなくなったかのようだ。

「ヒーローの仕し業わざだよ。気づかなかった？」

　Ｑ三郎もＰ子も視線を合わせる。

「マジで!?」

　目を見開くミスター・フランベ。この分だと、他のふたりも気づいていないだろう。




　　　[image: ]




　薄暗い廃はい屋おくの地下に広がる、キャンドルで明るく照らされた食堂。

「カンパーイ！」

　三つのグラスが景気よく打ち鳴らされた。中身はトマトジュースだが、勝利の美酒という言葉は三人も知っている。

「ぷはーっ！　やっぱり勝ったあとに飲むジュースはうめぇな！」

　ブラッディＲことリューが、口元を拭ぬぐう。拭いきれなかったトマトジュースが、血のように垂れる。それを見てビューが笑った。

「こぼしすぎリュー！　もっと落ち着いて飲みなよ！」

「これが落ち着けるかってんだ！　ようやくあのクソ怪人どもをブッ倒したんだからなぁ！　当分はイイ気持ちでいられるぜ！」

　笑いながら料理に手をつけるリュー。洋館の食堂だが、手軽な料理はハシを使って食べる。全ての料理にナイフとフォークを使うこともない。

　リューが唐から揚あげを頰ほお張ばっている時、彼女たちのママであるゴーストＷはチキンを無言で切り分けていた。

「あ、ユー！　今度はさ、ボクとユーで合体攻こう撃げきやってみようよ！」

「……うん。あと、三人揃そろってやってみたい」

「それもイイネ！　くーっ、楽しみぃ！」

　ワクワクしているビューをよそに、ユーは黙々と料理を食べている。

「あなたタチ、当分ハ戦エませんヨ」

　そんな彼らに、ゴーストＷがクギを刺した。

「リュー、あの技、やッタのデショう？」

「おう、やっといた！　当分は動けねーぜ、あの怪人ども！」

　ブラッディＲは三人の中で、一番能力が低い。身体能力、攻撃力、防御力、およそヒーローとして必要な技能は劣おとっている。しかしブラック・ブリッツの要注意リストでは、三人の中で一番危険とされている。

　彼女の技のせいだ。ブラッディＲの得意技は、精神攻撃なのだ。相手を迷わせたり、狂わせたり、怯おびえさせたりするのが大の得意なのである。それ故ゆえ、ブラック・ブリッツは強さではなくブラッディＲそのものを恐れる。

　あの憎き怪人トリオに使ったのは、相手の精神を揺さぶる光線だ。感情をより増幅させる光線。つまりノリにノッている時に使えば精神がいつもより高こう揚ようし、やられる寸前に使えばいつも以上に怯えるというわけだ。

　彼女はこういう技を利用して、同士討ちを図はかるのが得とく意いなのだ。さながら人間の血を吸って使し役えきするヴァンパイアのように。

「あいつら、リューの技にビビッて動けないから、ウサ晴らしができなくなるのかー。余計なことしちゃって」

「っせーな！　元々は誰のせいだと……！」

　言いかけて止めるリュー。

　もとはと言えば、ビューの仇かたき討うちのような戦いだったのだ。だからと言ってそれを本人に言うリューではない。

「……あとは、あいつだけ」

　いきなり口を開くユー。

「誰？」

「あの、黒いやつ」

「あーあー、ブラック・バンディットか」

　そうだ。あの黒い奴にはママをバカにされたままだったのだ。

　必ず仕し留とめなくてはならないターゲットである。しかしあのダークヒーロー、逃げ足だけはどのヒーローよりも速いというデータがある。普通に戦っては逃げられてしまう。

「じゃあさ、今度はアイツを倒す作戦考えよーよ！　そしたらまた勝利パーティできるよ！」

「おっ、ビュー頭いいな！　普段はミミズの糞ふん並みの脳ミソしかないくせに！」

「誰の頭がミミズの糞だってぇ!?　ピーマンの中身くらいしか脳ミソないヤツに言われたくないね！　クッククククク！」

「んだコラァ！　やんのかアァン!?」

「クッククククク！　バーカバーカ！」

　三秒でケンカになるリューとビュー。

　飛び交うナイフとフォークの間で、ユーは悠ゆう然ぜんと食事を続けている。本当なら諫いさめるべきゴーストＷも同様に。

「ユー、そのナプキン取ッテちょうダイ」

「うん、ママ」

　もう食事中のケンカは慣れっこで、止める必要すら感じなくなっているのだろう。

　ケンカ中のふたりはというと、殴り合いながらも食べるのを止めなかった。ママの言いつけで、食べ物だけは粗そ末まつにしないのである。
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　指摘された部分をモニターでチェックしてみた。

　先日の対決だ。トリオ・ザ・ナイトメアに一瞬でボコボコにされた時のビデオである。

「あ、今のとこ」

　アロマ・ボーイがチェックした場面から少し巻き戻してみる。

『オラァァァァアァッ！』

　赤と黄色のヒーローが、なにやら両手を合わせてエネルギー波のようなものを放出している。その一撃ですでにグダグダになっているのだが、問題はそこからだ。

「ほら、これ」

　エネルギー波が巻き起こした爆発にまぎれて、赤いヒーロー、ブラッディＲが飛び出してきた。エネルギー波で吹き飛ばされる怪人たちが地面に叩きつけられるよりも早く、爪で切り裂いている。さらにミスター・フランベの首筋に牙を突き立てていた。炎を嚙かむなんて、どういう歯をしてるのだ。

「今の爪や牙に、そういう成分が入ってるみたい。液体とかじゃなくて、オーラみたいなもの。デイストーンの力だろうね」

　アロマ・ボーイの講こう釈しやくに、Ｑ三郎のみならず居い合あわせた科学者たちも息を呑んでいた。症状などを見て、これまで誰も発見できなかったというのもマヌケだが、あの早はや業わざでは目で追うのは難むずかしかったのだろう。

「よし原理は分かった。あとは治ち療りよう方法を広める事だな」

「あ、それは無理。人の中の空気を操るなんて、ぼくにしかできないよ」

　首をすくめるアロマ・ボーイに、科学者たちが一斉に肩を落とした。







「あら……あらら、なにかしらコレ、あなたが部屋に入ってきた途端……」

　プールから顔を出したミス・ソルベ。

　最初に施せ術じゆつされたミスター・フランベと同じ表情をしている。

　顔が変わったのは、ミス・ソルベだけではなかった。ミス・ソルベを説得していたウツボ怪人やサバ怪人の顔も変わっている。プールサイドで水中訓練の準備ができずに右往左往していた戦闘員も異変に気づいた。

「こんにちは！　これからよろしくね！」

　そんな彼らに、アロマ・ボーイは無む邪じや気きに手を振った。

　タネがわかってしまえば、あとは簡単だ。

　そう言えるのはアロマ・ボーイがいるからだ。彼の能力があってこそ、気楽に構えていられる。ＢＢ団の科学者は、もうさじを投げてしまった。

　なにしろ彼が操るのは気体だけではない。空気だ。

　それも、抽ちゆう象しよう的てきな意味の。

　空気を読む、イヤな空気、空気が変わる、そういう意味での「空気」も、アロマ・ボーイは操れるのである。個人の感情を左右するなら催さい眠みん術じゆつ師しの出番だが、アロマ・ボーイはその空間全体の空気を操れるのだ。この集団と一緒にいるといい気分、この部屋はすぐに出たくなる。そんな空間を作るのがアロマ・ボーイの仕事。

　そしてその抽象的な事象を、具体的にすることができる能力を持つ。

「はい、いただきっ」

　アロマ・ボーイの手には、赤黒いモヤが。ミス・ソルベの中に入っていたものである。ブラッディＲの技は、これで除去された。

「これで平気だよ、お姉ちゃん」

「……そのようね」

　自分の身体をまじまじと見つめつつ、プールから上がるミス・ソルベ。いままでの自分が信じられないのだろう。

「な、すごいだろ、アロマの力！」

「なんでアンタが自じ慢まんするのよ」

　さっそくミス・ソルベの肩を抱こうとして、手を凍らされるミスター・フランベ。いつものノリに戻ったのが嬉うれしいのか、凍らされた手を押さえながら笑っている。

「だ、だってよー！　俺たちの仲間だぜ！　仲間の技ぁ自慢したっていいだろ！」

「……そうね。いい子よ」

　アロマ・ボーイの頭を撫なでるミス・ソルベ。アロマ・ボーイは照れたように笑うだけだった。そうして空気に溶け込んでいく。そういう身体を持って生まれたのだ、服に押し込まれるのは好きではないのだろう。

「ポテト・パパは？」

　周囲を見回すミス・ソルベ。プールにはミスター・フランベとアロマ・ボーイしか来ていない。

「いや、それがさ」

　困ったような声のアロマ・ボーイ。

「パパ、最初からなんともなかったよ」

「畑に埋まって泣いてたって聞いたけど」

「畑の土で自浄したのかな。よく分からないけど、パパは純粋に負けたのが悔くやしくて泣いてたんだと思う。だから課長さんたちに頼んできた」

「どうする気なのかしら……」

　ミス・ソルベの疑問は、ポテト・パパに会って氷解した。

　畑の真ん中で、全身から綺き麗れいな花を咲かせているポテト・パパ。その横でスコップにもたれてぐったりしている生活課がいた。

　きっと種を植えまくったのだろう。前後がわからないほどの花で埋め尽くされたポテト・パパを見て、オシロイバナ怪人が嫉しつ妬としていたが、ミス・ソルベもミスター・フランベも笑いが止まらなかった。




　　　[image: ]




　かつん、と床を打つ靴くつの音。

『コッペか』

　鎧よろいに身を包んだ首領が、廊下の角でもじもじと立っている少女を発見した。曲がり角から顔だけ出して、前方を見つめている。だがその先には誰もいない。

『なにをしている』

「わっ」

　首領が声をかけただけで、コッペはバネのように飛び上がった。戦闘モードのコッペならば、百メートル先の虫が動いただけで反応できるのに。

「な、なんでも……ないよ」

『そうか』

「じゃ、じゃあね、しゅりょーさん」

　残像すら見えないくらい高速で手を振ると、コッペは走り去っていってしまった。

　コッペが曲がり角から見ていたものは何だったのか。首領はそのまま前進し、周囲を見回す。特に怪しいものは見つからなかった。

　しかし、話し声が聞こえる。食堂のようだ。

『……ここか』

　見ていたのではなく、じっと耳をそばだてていたのだ。

　気になるのならば入れば良いものを。変なことを覚えたものだ、と思いながら、首領は食堂の前を通り過ぎた。







「というわけで、迷惑かけてすんませんでした」

　食堂に集合するミスター・フランベたち。それを温かく出迎える生活課の面々。自分たちが勝手に陰気になるより、敵の仕業と分かった方が士気が上がる。全てはヒーローが悪いのだ。反撃の策さくを考えねば、と全員が燃える。

「この落とし前はしっかりつけてやれよ」

　下げたミスター・フランベの頭でタバコに火をともすＱ三郎。彼も肩の荷が下りたように安あん堵どした顔をしている。

「いいえ課長。たとえ敵の攻撃といっても、それを防げなかった私たちにも責任があるわ。これからは注意します」

「……ウゥ」

　きっぱりと言うミス・ソルベと、同意するポテト・パパ。しかしポテト・パパの方は敵の攻撃でもなんでもなく、ただヘコんでいただけなのでより一層自じ重ちようしてもらわねばなるまい。

　しかしこの精神攻撃によって、彼らのメンタル面にもある変化が生まれたようだ。

「これからは変な技をくらっても、ぼくがいるからね！」

「いえ、アロマだけに迷惑はかけられないし、あなた自身がそういう攻撃を受けるかもしれない。私たちも除じよ去きよ方法を考えたほうがいいわね」

「そうだな！　みんなで勉強しようぜ！」

　チームとしての連れん帯たい感かんが徐々にできつつあるのだ。それがＱ三郎にはうれしくもあり、逆に疑問でもある。

「なぁ、なんで生まれたばかりなのに、そんな精神的に発達してるんだ？」

　思い切って口に出して質問すると、意外な答えが返ってきた。

「え、だって最初からそう設定されてるし」

　ミスター・フランベは何気なく言ったが、それはまた別の疑問を生む。

「技術的なことはさておいて、だったらなんでコッペは五歳児のままなんだ？」

　兵器として開発したのなら、精神的に成せい熟じゆくさせた方が使いやすかったのではないか。真実を知っているのはＫケイ次じ郎ろうだけだ。

　あえて推理するならば、これも実験の一環だったのだろう。未熟な子どもと、成長した大人、兵器としてどちらがより使いやすいか試そうとしたのだ。

　それで思い出したことが、もうひとつ。

「あのよ、みんな……」

　言いかけて、Ｑ三郎は全員の顔を見た。皆、言いにくそうな顔をしている。そう、もうひとつだけ大きな問題が残っているのだ。これをどうにかしない限り、生活課も怪人たちも元気に仕事ができない。

「どーすっかなあ、コッペ」

　怪人たちは元気になったというのに、コッペはいまだ本調子が出ないのである。膝ひざを抱えて座り込むのはやめたが、今度は何かを窺うかがうように行動することが増えた。まるで今続いている関係が壊れるのを恐れているようだ。

　自分が怒られたり、傷つけられたりするのとは、わけが違うのだ。

　大切な人同士が傷つけあうのは、誰だって見ていて辛い。

「おいアロマ・ボーイ。なんかいい案ねーか？」

　ヒーローの精神攻撃ですら除去したアロマ・ボーイだ。何か方法を知っているかもしれない。しかし輪郭の薄い少年は首を振る。

「誰かに何かされたわけじゃないからね。地道に元気づけるしかないよ」

「地道にって、どうするんだよ」

「ぼくたちはもう平気だよ、ってアピールすればいいんじゃないかな。それで、ついでにコッペ姉ちゃんも一緒に元気にする」

「アピール……」

　食堂にいた全員が虚こ空くうを見る。

「パーティくらいしか思いつかないッスね」

　ぽつりと、１号。Ｑ三郎も他のメンツもうなずく。

　誰かが仲良く遊ぶところを見せて、他の人も楽しくする。それも老若男女問わず。といったら食事かゲームしかない。そのふたつを合わせればパーティだ。

「あ」

　それで思い出したのだが、ミスター・フランベが生まれた時に用意したクラッカー、まだ余っているはずだ。他にも使うつもりでおじゃんになったグッズは山ほどある。

「そういえば、最初からゴタゴタ続きで、お前らの歓迎パーティやってなかったな」

　ミスター・フランベが生まれてからこっち、ヒーローとの戦いが続いたために、パーティどころかろくに休きゆう暇かも与えていない。

「やるッスか」

「やるべか」

「やりましょうか」

　１号２号３号の顔が明るくなる。ようやく生活課の出番が回ってきたのだ。こういう時に活かつ躍やくするのが生活課の役割だ。元気な空気を作るのはアロマ・ボーイだけの仕事ではない。

「あ、じゃあオレたちも……」

「ダメだべ！　おめぇたちは座ってれ！」

　立ち上がろうとしたミスター・フランベを、２号が無理矢理座らせる。その後で、アロマ・ボーイにもクギを刺す。

　なんたって、彼らも主しゆ賓ひんなのだ。ここで元気を取り戻し、ヒーローにリベンジしなければならないのだ。トリオ・ザ・ナイトメアに対抗できる怪人は、現在彼らだけなのだから。







　そうと決まってからの生活課の行動はまさに迅じん速そくを極めた。普通戦闘課や兵へい站たん課かが舌を巻くほどの手て際ぎわの良さで、パーティの支し度たくは進んだ。

　最も手こずったのは、上司の説得だった。

　そりゃそうだ。戦いに勝ったわけでもなく、ましてや忙しいのに、怪人の歓迎パーティなどできるはずもない。そういう常識的な意見に対し、まずコッペの名前を出すと、大抵の幹部の態度が柔らかくなる。個人的にコッペをどう思っているかも理由に入るが、彼女がＢＢ団に与える影響を知っているのだ。

　それでも引かない幹部には、最終手段を使う。と言っても、Ｐ子だが。どんな幹部でも「まぁＰ子が言うなら」と消極的に納得してしまうのだ。そのＰ子もコッペのことでなければこんなことまでは承しよう諾だくしなかっただろう。

　要するに、この悪の組織はみんなコッペに甘いのだ。

　ただ、怪人たちの歓迎パーティということで、一部の改造人間からは積極的に手伝う者も現れた。もちろんそれはミス・ソルベの心証を良くするためなのだが、生活課はここぞとばかりにこき使った。おかげでたった半日でパーティの準備が整った。

　あとは主賓たちだ。

「さぁ野郎ども！　拍はく手しゆで出迎えろ！」

　Ｑ三郎の合図で、食堂に怪人たちが入ってくる。それを迎えるＢＢ団の戦闘員たち。彼らは訓練や仕事が終わってから、駆けつけてくれたのだ。酒やごちそうに惹ひかれてのことだが、それでも場が盛り上がるのは良いことだ。

　拍手とクラッカーにまみれ、怪人たちは席に着く。Ｑ三郎とＰ子も同じテーブルについた。生活課のメンバーは料理を運んでいる。

「えっと、今日は私たちのために集まってくれてありがとう」

　代表してお礼を言うのは、ミス・ソルベ。透き通る声を聞いただけで、戦闘員たちが沸わき立たった。

「わたしが同じこと言っても、絶対に盛り上がりませんよね」

「まぁそう言うな。今日の主役なんだ」

　横でむくれているＰ子をなだめるＱ三郎だが、ミス・ソルベの登場によって、男性戦闘員たちによる人気ランキングが荒れることは必ひつ至しだ。

「皆さんも、戦いのためにゆっくり休んでください。では、乾かん杯ぱい」

「カンパーイ！」

　ビールの缶が打ち合わされ、再度クラッカーが鳴る。誰かがシャンパンの栓せんを開け、楽しそうな悲鳴が飛び交う。おばちゃんの料理があっという間になくなる、かと思いきや、すぐに次の料理がやってくる。

　最初は渋い顔をしていた幹部たちの姿も、ちらほら見える。監かん督とくする名目で来ているのだが、部下と酒を酌くみ交かわわすうちに表情もほころんでくる。

「どうですか？　僕たちの作った空気」

　料理を運ぶついでに、３号がアロマ・ボーイに尋ねた。

「そりゃぼくの力は『空気』を作ることだけどさ、やっぱり本物にはかなわないよ！」

　空気で出来た身体だが、しっかり食事をしているアロマ・ボーイ。このあたりのメカニズムは全ての科学者の興味をひくだろうが、それよりも食堂のおばちゃんが楽しそうな目をしていた。空気が食べるメニューを考える、という幻想的な行為に惹かれるのだろう。

「ぼくも生まれたてだから、いっぱい勉強したいし……あれ、そういえば課長。コッペ姉ちゃんはどこ？」

　周囲を見回すアロマ・ボーイ。

「いま準備中だ」

「準備って？」

　その時、食堂の扉が開いた。

　入ってきたのはコッペひとり。手を後ろに組んで、恥ずかしそうにもじもじしている。

「アネキ？」

「姉さん？」

　怪人たちのみならず、戦闘員も頭に疑問符を浮かべている。

　そこでコッペのそばにＰ子がやってきて、食堂の皆に説明した。

「はいはーい、みなさん静かにー！　今からコッペちゃんが、みんなのために歌ってくれるそうです！」

　ざわ、と空気が揺れた。悪い雰囲気ではない。コッペが歌うところなんて、なかなか見られないからだ。普段から歌っている鼻歌は別にしても。

　コッペが入ってきた扉から１号が現れ、キーボードをＰ子に手渡した。どうやら弾けるらしい。

「あ、あのね」

　四人の怪人を前に、コッペが切り出した。

　胸はわずかに青く光っている。悲しいのではない、緊きん張ちようしているのだ。

「せんせーがね、うたはみんなをげんきにする、っていってたの」

　コッペの言うせんせーとは、幼よう稚ち園えんの先生のことだ。悪の組織でもヒーローでも、あの先生には敵かなわないと言われるほどの女性である。

「あのね、だから、みんな、げんきになってほしいの。みんな、かちょーたちみたいに、なかよくなってほしいの」

　怪人も戦闘員も、みな黙っている。コッペの邪じや魔まをする者はいない。Ｑ三郎も静かにコッペを見ていた。

　そもそも言い出しっぺはコッペなのだ。怪人の歓迎パーティをやると話したとき、自分から芸をすることを申し出たのだ。どこでそんな知識をつけたのかというと、コッペと３号の歓迎パーティのときだという。

　そのときに飲んだくれたＱ三郎と１号がダミ声で歌った歌が、楽しかったのだそうな。だからいつかコッペもやりたいと考えていたのだ。

「い、いくよ！」

　コッペの宣せん言げんに合わせて、拍手。いつもリンゴのようなコッペの頰ほおが、さらに赤くなった。それを見てニヤニヤする戦闘員はいるが、バカにする奴はひとりもいなかった。

「――――♪」

　Ｐ子の伴ばん奏そうに合わせて、コッペが歌う。

　幼稚園くらいで誰もが習う、ポピュラーな曲。

　技術は稚ち拙せつだった。

　当たり前だが、良くも悪くも子どもの歌である。人工人間とはいえ、学習能力は人並みなのだ。歌っている人間に対する思い入れがなければ、つまらない歌で終わるだろう。

　だがここはブラック・ブリッツ。みんなコッペの味方であり、怪人たちの仲間だ。その上、酒も手伝ってみんなノリノリになる。

　いつしか歌に手拍子が加わり、やがてコーラスが増えた。こういう童どう謡ようは、みんなで歌ったほうが楽しいのだ。

　ピアノの音にギターの音が混じった。

　誰かと思えば、アロマ・ボーイである。両手の間には何もないのに、ギターの音が出ている。

「お前、なんだそれ？」

「あれっ、エアギターってこういうものじゃないの？」

　音も空気の振動だ。自分で空気を反応させて音を作り出せる怪人は、アロマ・ボーイだけではない。やがて彼を真ま似ねして、コオロギ怪人やキリギリス怪人が自慢の羽で音を出し始める。

　まさに森の音楽会となりつつあった。

　さすがにこの騒ぎを聞きつけて、幹部連中が走りこんできたが、中心にいるコッペの姿を見ると怒ど鳴なることもできない。そんな彼らにＱ三郎がそっと近づき、

「いやー、コッペの能力ってすごいッスねー。こんだけの人間を魅み了りようしちまうなんて」

「ん、そうか、これはコッペちゃんの能力なのか……ならば仕方ないな」

　と納得して帰ってしまう。別に能力といっても特殊なモノではないのだが、あらゆる意味で人間離れしたコッペを見ると、そういう能力があっても不ふ思し議ぎはないと思われるのだろう。

「あれ、あれれ？」

　すでにコッペの歌は、周りにかき消されている。皆もハイテンションになって、次の曲に移行していた。今度はコッペがよく鼻歌で歌っているアニメの曲だ。

「かちょー……」

　自分の知らぬ間に歌が進行していることに恐怖を覚えたのか、コッペがＱ三郎に駆け寄ってきた。

「気にすんなコッペ。みんなお前の歌のおかげだ」

「こっぺの？」

「お前、みんなに楽しんでもらいたくて歌ったんだろ？　だとしたら大成功じゃねーか。こんなに楽しんでるんだからな」

「ほんとに？」

　コッペは座っていたＱ三郎の足に乗り、肩に飛び移る。高いところから周囲を見回そうとしているのだ。

「よーしみんな！　こいつを食って元気だせ！」

　直径一メートルはある大皿に載ったチャーハンがテーブルに叩きつけられる。ミスター・フランベの最大火力で炒いためたチャーハンだ。戦闘員たちが貪むさぼり食くうのを見て、高笑いしている。













「はい次の人。ゆっくり飲みなさいよ」

　ミス・ソルベはというと、丁てい寧ねいな手つきでお茶を淹いれていた。酒に疲れた者たちがミス・ソルベの周りに集まり、ほっと一息ついている。さらにミス・ソルベは食堂の湿度を操り、快適な温度にしてくれている。あれだけ騒いでも肉体が疲れないのは、ミス・ソルベの絶妙な水分調節のおかげだったと、Ｑ三郎は後に知った。

「おっ、トマト発見！　これでサラダは作れるとして、あとは……」

　食堂のおばちゃんが悩んでいるのは、ポテト・パパの背中。彼の背中で採とれた作物を使って料理しようとしているのだが、機き嫌げんがいいポテト・パパが本気を出すと、作物まで影響するらしい。おばちゃんが手にしているトマトは、バスケットボールくらいの大きさがあった。味も絶品らしい。

　アロマ・ボーイはエアギターに加え、エアドラムやエアリコーダーなど、空気の振動によって様々な楽器を疑ぎ似じ的てきに作り出していた。空気を直接振動させているため、食堂の全ての耳に均等に曲が聞こえる。

「な、コッペ。お前のおかげで、みんな元気になったみてーだな」

　肩に乗ったコッペに話しかけるＱ三郎。彼もまさかここまで大騒ぎになるとは想像していなかった。普通に歌って「楽しかった、ありがとう」で終わると思っていたのに。明日は色々な人に怒られるだろう。今から言い訳を考えておかねば。

　などと考えていると、表情に出てしまう。今はせっかく楽しいパーティなのだ。笑っていよう――とガラにもなく殊しゆ勝しようなことを考えていたら、誰かが投げた卵が顔面に当たり、ブチ切れるＱ三郎。

「なぁアネキアネキ――」

　ミスター・フランベが近付いてきて、Ｑ三郎の肩のコッペを抱きかかえた。

「ありがとな。おかげでみんな元気でたよ」

「えへへ」

　本来ならばコッペを励はげますためのパーティだったのだが、気がつけば参加者全員が励まされていた。ミスター・フランベの感謝の言葉は、本心からのものだろう。

　このまま楽しいパーティが続くかと思われた、その時だった。

『緊急事態発生、緊急事態発生。ＫＮ支部付近にトリオ・ザ・ナイトメアの出現を確認。本部で待たい機き中ちゆうの戦闘員は、応おう援えんに駆けつけよ。繰り返す、ＫＮ支部にトリオ・ザ・ナイトメアの出現を確認――』

　泣く子も黙るヒーローのお出ましである。

　いつもなら黙って支度にかかるＢＢ団の面々だが、

「よっしゃあ、迎え撃つぜ！」

「おうよ、帰ってまたパーティだ！」

　などと叫びながら食堂を出ていく。体中にやる気が漲みなぎっている。

「よし、オレたちも行くか」

「ええ」

「……ウ！」

「ぼくの初うい陣じんかぁ。楽しみだな」

　怪人たちも闘志に満ちた目で、互いに頷うなずき合あっている。もうアロマ・ボーイの能力やコッペの歌がなくても、崩くずれたりしないだろう。

「が、がんばって！」

　こうなったらコッペも応援しかできない。ギュッと拳こぶしを握って、怪人たちを送り出す。

「まぁテキトーにがんばってこいや」

　ひらひらと手を振るＱ三郎。

　もう自分の役割は終わりだろう。あとは戦闘の好きな連中に任せておけばよい。

　そう思ってタバコを取り出したのだが、

『続報です。トリオ・ザ・ナイトメアはブラック・バンディットとの勝負を希望している模も様よう。「ブラック・バンディットが来なければ支部を破壊する」と叫んでいます』

　Ｑ三郎の口からタバコが落ちた。

「はい課長、出番だべ」

「車用意してくるッス」

「戦術課の課長に連絡とってきます」

「か、かちょーがんばれ！」

　口々に応援してくれる部下たちに、涙が出そうになる。

「うっせえ！　生活課、総員出撃ぃ！」

「えぇーっ!?」

「わーい」

　Ｑ三郎の理り不ふ尽じんな命令に辟へき易えきする部下と、おでかけができるので楽しそうな顔をしてるコッペだった。

「……で、わたしがこの後あと始し末まつをするんですね」

　残されたＰ子は、調理場の後片付けをするおばちゃんに愚ぐ痴ちるしかなかった。




　　　[image: ]




　ＫＮ支部のあるベイエリアは、五年前の巨大隕いん石せきの落下で大きく地形が変わったにもかかわらず、復ふつ興こうが早かった地区である。もともと埋立地が多く、そのほとんどは水没してしまったのだが、最近になってその場所をさらに埋め立てる計画が持ち上がっている。

　それ故ゆえ、やたらと空き地が多い。その一部はＢＢ団が買い取り、訓練や実験に使っていたりする。

　トリオ・ザ・ナイトメアをおびき出したのは、そんな場所の一つだった。地下五メートルまで掘り下げられたコンクリートの壁。広さはサッカーコートほど。それもそのはず、ここは崩ほう壊かい前まで地下競技場が建設中だったのだ。ここはＢＢ団の正式な土地ではなく、誰も買い手がいなかった場所を勝手に拝はい借しやくしているようだ。そのため、壁や床はもろい。いつ崩れてもおかしくなかった。

「おうおう！　俺が呼んだのはブラック・バンディットだぞ！　日本語も理解できねーのかテメーラ屑くず野や郎ろうは!?」

　広い空間に声が響き渡った。

　赤青黄の三人の中心、赤い女の子が叫んでいる。

「悪いな。ちょっと観たいテレビがあるって、俺たちに任せちまったよ」

　それに対抗するのはやはり赤い怪人、ミスター・フランベ。

「テレビだとぉ!?　なめてんのか！」

「そうじゃねーのか？　お前らごとき、俺たちだけでも余裕だってことさ」

　ミスター・フランベ以外の怪人はいない。だが俺たちと言ったところを見ると、絶対にどこかに隠れているはずだ。ちなみにブラック・バンディットことＱ三郎は、援えん護ご用ようの戦闘員と一緒に安全な場所で待機している。彼の出番を作るつもりは毛もう頭とうない。

「ふざけやがって……！　またぶっ潰つぶしてやる！」

「やってみろよ！　もう精神攻撃は効かないぜ!!　俺には頼りになる弟がいるからな！」

　ミスター・フランベの頭が激しく燃え上がる。

「俺たちの武器が精神攻撃だけじゃねーことも分かって言ってんだよなぁ……!?」

「もちろんよ！　コンビネーションだったら、俺たちの右に出るヤツはいねぇさ！」

「言ったな！」

　赤い女の子の髪の毛がザワ、と揺れた。

「いくぜオメーら！　十秒以内にブッ潰す！」

「クックククク！　五秒でいけるさ！」

「……一秒」

　三人の少年少女が両手を広げて、同時に叫んだ。




「――変身イモータル・フオース!!」




　三色の光が競技場跡を包み、弾けた。色のついた煙が晴れると、そこには三つの色のヒーローが立っていた。姿形は大きく違うのに、体格と姿勢が同じだからか、すべて同一に見える。

　それを見てミスター・フランベは高笑いする。

「ハハハハハハ、上等だ！　だったら俺たちは悪の組織らしいやり方でいかせてもらうぜ！　いくぞみんな！」

「ええ！」

「ム！」

「オッケー！」

　競技場の三方から声がした次の瞬間、トリオ・ザ・ナイトメアの周りが揺れた。地響きが起こり、大地がせり上がる。その大地から水が噴き出し、竜たつ巻まきが起こる。

　ミス・ソルベ、ポテト・パパ、アロマ・ボーイの三人が、ヒーローを取り囲むようにして出現した。

「いくぜヒーロー共！　俺たち家族の力、見せてやる！」

　拳を燃やし、ミスター・フランベが突進した。
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　モニターに映るのは、七色の輝き。色が弾け、混ざり合い、線や円や球を作り出す。一般人が見たなら、それらのひとつひとつが殺さつ傷しよう能のう力りよくを持った攻撃だとは夢にも思わないだろう。

　安全な場所からそれを見ているＱキユー三ざぶ郎ろうも、その美しさに唾つばを飲み込んだ。まるでプリズムに透すかして太陽を見ているような、危うい美であった。

「で、課長。来たはいいんスけど、俺たち何してればいいッスか？」

「おう、ちゃんと出番はあるぞ。１号は特にな」

「俺ッスか？」

　太い指で自分を指す１号。

「つーか、課長は何するんです？　戦わないッスか？」

　そもそも呼ばれたのはＱ三郎だ。さらに言えばＱ三郎ひとりだけであって、生活課はおろかミスター・フランベたちも来る必要はないのである。

　が、Ｑ三郎本人は涼しい顔でモニターとにらめっこしている。

「俺の戦いは終わった。あとは待つだけだ」

　その発言の意味を理解できる者は、この場にいなかった。
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「イーッヒッヒッヒッヒァ!!」

　サハギンＢの爪がミスター・フランベの胴に突き刺さった。しかし炎でできている身体には何のダメージもない。が、攻撃はそれで終わりではなかった。

　閉じていたサハギンＢの爪が開く。前回の戦いではそこから小型ミサイルが発射されたのだが、今回は水の奔ほん流りゆうが渦を巻いて発射された。渦は胴に突き刺さった腕を中心に広がっていく。

「んにゃろ！」

　さすがに水の攻撃は効きく。

　すかさずサハギンＢの腕を摑つかむと、ミスター・フランベは力を込めた。

「おっと！　その手は喰わないよ！」

　異変を感じる前に、サハギンＢは腕を抜き、後ろに下がる。前に酸さん素そを吸われてダウンした経験があるため、警けい戒かいしている様子。サハギンＢの身体は下がったが、水の渦だけはミスター・フランベの胴に残ったままだった。

「くそっ！」

　ドリルのように回転しながら、水がミスター・フランベの身体を削けずる。

　が、ミスター・フランベはおかまいなしに酸素を吸った。自分の身体を中心に渦巻いている水に向けて。すぐに水は消し飛び、代わりにミスター・フランベの身体が爆発と共に再燃焼した。

　水の分子を分解したのである。ＨとＯで作られた水の、酸素だけを抜き取った結果、残った水素が燃ねん焼しようして、ミスター・フランベの身体を補強したのだ。

「クックククククク！　やるねぇっ！」

　楽しそうなサハギンＢの背後に立っているのは、マミーＹ。両手両足をしっかりと地面につけ、クラウチングスタートのような姿勢をとっている。そのマミーＹの両手足がゆっくりと地面に沈んでいった。

　そのマミーＹの背中の上に立つサハギンＢ。

「いくよ！」

　サハギンＢの指がまた開く。今度は無数のミサイルが発射された。

　同時にマミーＹの口から砂の弾が放たれた。それはサハギンＢが撃うったミサイルのひとつひとつにへばりついた。ミサイルを砂でコーティングしたのである。四つんばいになったのは、反動で身体が下がらないようにするためか。

「な、なんだぁっ!?」

　言いようのない不安を感じて、ミサイルの射しや程ていから逃げようとするミスター・フランベ。

「気をつけて！」

　すかさず前に出たのは、アロマ・ボーイ。

　彼が小さな手を広げると、どこからともなく風が吹き、ミサイルの軌き道どうをずらす。

　ミスター・フランベたちを避けて、ひとつのミサイルが壁に激突した。生じたのは爆発ではなく、砂さ塵じん。潰つぶれたミサイルから砂が弾けたように見えた。次の瞬間、その周りの壁や地面がごっそりなくなっていた。

「あれ――砂だよ！」

　アロマ・ボーイがミサイルを指さす。弾けた砂の一粒一粒が、散弾のような威い力りよくを持っているということか。そんなものを喰らったらミスター・フランベの炎の身体は、弾の圧力で消し飛んでしまう。

　などと考えている間にも、砂ミサイルは視界を埋め尽くすほどに飛んでくる。

「わあああっ！　こんなに捌さばききれないよっ！」

　アロマ・ボーイの風圧を乗り越えて、数発の砂ミサイルが飛来した。ミサイルはそれぞれバラバラな軌道で飛んでいたが、ミスター・フランベたちを正確に狙ねらっていた。

「ムゥ！」

　そこへ突如現れたのは、ポテト・パパの巨体。

　岩のような背中にミサイルは全て命中。弾け飛ぶ砂がポテト・パパの身体を削る――かと思いきや、砂がコブのように張り付いたではないか。

「…………チッ」

　四つんばいになったマミーＹが、大きな砂の塊かたまりを吐いた。ポテト・パパの頭にぶつかるが、やはり吸収されてしまう。

「ナイスだぜ、パパ！」

　自分の安全を確認すると、すぐにミスター・フランベは視線を移す。ミス・ソルベがひとりでブラッディＲをひきつけていたはずだ。

　彼女たちは上空にいた。赤い翼から血のような液体をしたたらせながら飛ぶブラッディＲと、全長五メートルほどの氷の柱を何本も作り、その柱をワープしながら追つい撃げきするミス・ソルベ。

　赤くとろける血と、青く反射する氷が激突した。

　はじけ飛ぶ氷に紛まぎれて、ミス・ソルベの姿が消えた。

「てめぇぇええっ！」

　氷の柱から上半身だけを突き出しているミス・ソルベに、ブラッディＲが牙をむき出しにして襲おそいかかってくる。その牙が到達する前に、ミス・ソルベは身体をひっこめた。ブラッディＲの牙は、柱に突き立てられる。

　するとどうだろう、ミス・ソルベが作った氷の柱がひとつ残らず消え去ったではないか。

「え――？」

　空中に投げ出されるミス・ソルベ。

「ソルベ！」

　すぐにミスター・フランベがジャンプして、ミス・ソルベの身体を受け止めた。身体のあちこちからロケット噴ふん射しやのように炎を出して、空中で姿勢制せい御ぎよする。

「大丈夫か!?」

「ええ……でも、びっくりした。あの子の牙、氷のやる気まで奪うばったのね」

「嚙かんだもの全部に精神攻撃ってわけか。コエーな」

　綺き麗れいに着地して、ミス・ソルベを地面に立たせるミスター・フランベ。彼女を守ることに精一杯で、ブラッディＲの姿を見失った。

「アーッハッハッハッハァ！」

　上空から殺気と笑い声。ブラッディＲかと身構えるが、降ってきたのはサハギンＢのミサイル。ミスター・フランベは手から火炎の弾を出して迎げい撃げきするが、今度は横から悲鳴が聞こえてきた。

「く、うぅぅっ！」

　アロマ・ボーイの身体が砂にまみれていた。マミーＹの砂が入り込んだらしい。あの砂はどんな状態でも、一粒一粒に攻撃能力があるのか。

　助けたいが、ミスター・フランベだけでは手が回らない。

　が、助ける必要はなかった。砂まみれのアロマ・ボーイの身体を、ポテト・パパが踏ふみ潰つぶしたのである。

「た、助かったよパパ！」

　どこからともなく聞こえてくるアロマ・ボーイの声。一見、同士討ちに見えるが、踏み潰されても、風の身体には効かない。

　さらにポテト・パパの足がマミーＹの砂を吸着してくれたのである。ことマミーＹ相手なら、ポテト・パパは最高の相あい性しようだ。ジャンケンで言えばアイコのようなものなので、タイマンなら決着はつかないが。

　ポテト・パパの足に吸着されたはずの砂が、パラパラと剝はがれて人の形をとっていく。砂がマミーＹの形をとると、その周りにブラッディＲとサハギンＢも集まる。

「ヒッ――ヒヒヒヒッ！　すげぇ！　すげぇなおまえら！　前は五分でやられてたのによ！　どんな改造しやがった、この化け物!?」

　興こう奮ふんしながらこちらを指さしてくるブラッディＲ。

　これでも褒ほめているのだろうか。

「別になにもしてねーよ」

　ミスター・フランベは正直に答えたのだが、

「ウソつくんじゃねーよ！　おまえら、前はあんなにいい動き出来なかったじゃねーかよ！」

「そりゃ、おまえらだって同じだろ！」

　五分でやられた時、トリオ・ザ・ナイトメアは明らかに動きが違っていた。今回もそうだ。お互いの技を掛け合わせたコンビネーションを多用してくる。

「……そういうことかよ」

「ああ、そんなところだ」

　何も言ってないのに納得するブラッディＲ。その理解の早さに、ミスター・フランベもニヤリと笑う。

　つまり――仲間との信頼関係。

　コンビネーションを主体にした戦い方だ。

「楽しいよなぁ……ひとりで戦うより、もっと簡単に、もっと楽しく、もっと気持ちよくブッ殺せるんだぜぇ!?」

「そうかい。オレは緊きん張ちようしてそれどころじゃないけどな。一緒に戦うってのは、仲間を守るって意味でもあるからな」

「アハハハハハ！　なにこいつ、正義の味方みたいなこと言ってるよ！」

　指を指して笑うサハギンＢ。

　ミスター・フランベは苦笑するだけ。

「そういや忘れてたぜ。オレたちは、ブラック・ブリッツの怪人だったな！」

「…………そうこなくっちゃ」

　マミーＹが呟つぶやいた時だった。トリオ・ザ・ナイトメアが立っていた地面が揺ゆれた。

「なっ!?」

　彼らが立っている床の周りが、円形に陥かん没ぼつしたのである。沈んだ床から水が噴き出した。ミス・ソルベが床の下をゆっくりと浸しん食しよくしていたのである。

　咄とつ嗟さに飛んだヒーローたちを、無数の触しよく手しゆが襲った。

　ポテト・パパの全身から、ツタのようなものが伸びている。ひとつひとつは人間の指くらいの太さのツタが縄なわのように編まれて、ヒーローたちを捕まえようとウネウネと動き回る。

「クソがっ！」

　ブラッディＲの爪がツタを切り裂く。だが彼女ひとりでは手が足りない。かといってサハギンＢやマミーＹにツタを斬る武器はない。

「ぐああっ！」

「……く」

　何も出来ないサハギンＢとマミーＹの身体を、ツタが絡め取った。全身に巻き付いて締め付ける。その力は岩の化身であるポテト・パパの握力ほど。

「今だ！」

　ツタが燃え上がった。ミスター・フランベの炎だ。ツタから逃げられないヒーローたちは、ただ燃やされるだけ。その上、アロマ・ボーイが空気を送り込み、炎の威力を増幅させた。

「うわああああぁぁぁっ！」

「………………！」

　紅ぐ蓮れんの炎に包まれる青と黄色のヒーロー。

「お、おまえら！」

　ただひとり残ったブラッディＲが、彼らを救おうと翼を広げ、飛ぶ。

　その翼が根本から消失した。

「てめ……！」

　水で濡ぬれた地面からミス・ソルベが飛び出し、高速の手刀で翼を斬ったのだ。ウォーターカッターの原理である。

　地面に落下するブラッディＲを見て、ミス・ソルベは大きく息を吐いた。

　この程度の攻撃ではヒーローは倒れない。

　そのことを知っている怪人たちは、ミスター・フランベの周りに集結する。すぐに立ち上がってくるヒーローを迎え撃たねばならない。
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　おお、と沸わき立たつ戦せん闘とう員いんたち。

　することがなくなったのか、Ｑ三郎のモニターの周囲には人だかりが出来ていた。本当ならヒーローを包ほう囲いする役目だったはずだが、あまりにも戦いの規模が大きいので、撤てつ退たい命令が出たのだそうな。

「これ、どっちがかってるの？」

　ぽつりと呟くコッペに、誰も答えられない。

　最初からＱ三郎の膝ひざの上でモニターを凝ぎよう視ししていたのだが、ずっと首をかしげたままなのである。

「難むずかしいところだな。どっちも決め手に欠けてる」

　そう評してみるＱ三郎だが、正直なところ、まだヒーローに分ぶがあると思っている。なぜなら、トリオ・ザ・ナイトメアが前回使用した技をまだ見ていないのだ。

　あのヘンテコなビームをくらったら、戦況が一変する。

　それを使わないのは、ナメているか、もしくは温存しているか。

　強力な技はそれだけエネルギーを使う。その源はデイストーンだからほぼ無む尽じん蔵ぞうなのだが、使用者のスーツや武器そのものが耐えられない。だから連発が出来ないと言われている。

「こっちには決め手はないんですか？」

　３号が尋たずねた、その時だった。

「Ｑ三郎課長！　例の物が届きました！」

「おっ、来たか！」

　戦闘員の知らせを受けて、Ｑ三郎が立ち上がった。膝の上のコッペは、Ｑ三郎が座っていた椅い子すに預ける。

「なにがきたの？」

「おう、その決め手ってやつだ。いくぞ１号！」

「ウッス！」

　敬けい礼れいする１号。

「こっぺもいくー」

「おまえ、そりゃ」

　危ないからやめろ、と言いたかったのだが、Ｑ三郎は思い直す。

　コッペも見ているだけでは歯がゆいだろう。兄弟のために働きたいと思っているはず。それに、こんなに積極的に手伝いを申し出たのは初めてのことだった。

「よしコッペ。お手伝いするか」

「おてつだいする！」

　小さな頭を撫なでると、コッペは顔いっぱいの笑顔を見せた。
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「痛ぇ……イテェぞコラァアアアアアァァァァァァッ！」

　大気が震えるほど叫ぶブラッディＲ。水を吸った土に叩きつけられたため、彼女のスーツは泥まみれだ。サハギンＢ、マミーＹに至っては、それに煤すすが加わっている。反面、傷は少ない。

　ブラッディＲの絶叫に呼応するかのように、空中に黒い物体が出現した。空間を浸食する闇やみのようだ。

　闇は徐々にひとつの形をとる。

「アレやる？　やっちゃうの？　クックククククク――！」

　笑うサハギンＢが両手を前に出した。

　するとそこにも闇の塊が出現した。

「…………」

　マミーＹが無言で両手を天に向けると、そこにも闇が生まれた。

「来るぞ！　みんな構えろ！」

　ミスター・フランベの号令に、全員が身構える。

　身構えたところでどうなるという攻撃でもないのだ。なにしろ正体すら摑めていない、強力な光線だ。前回もアレでやられたのだ。

　ブラッディＲの周囲に出現したのは、闇の幕。彼女の翼をさらに大きくしたかのような、巨大な幕だ。その幕が鈍にぶく光っている。闇なのに、鈍く輝いているのだ。

　そしてその輝きは、マミーＹが生み出した黒い筒に集まる。土管のように無ぶ骨こつな筒だ。

　あの土管から巨大な光線が発射されたのだ。それは後で記録を見て知った。

　前回は目もくらむような光に翻ほん弄ろうされて、確認すら出来なかったが――。

「クックククク！　前回はボクの出番はなかったけど、今回は違うよ！」

　サハギンＢの両手に生まれた闇が、黒い筒の周囲に付ふ着ちやくしていく。それは部品のような形を取っていた。トリガー、スコープまでは分かったが、その他はどのような機能か分からない。

「今度は外さないからね！　クッククククク！」

　サラリと恐ろしいことを言ったサハギンＢ。

　モロに喰くらったと思ったのに、外れていたのか。サハギンＢのあの部品がなければ、命中精度が上がらない――ということは、今度のアレは確実に当ててくる。

「みんな、逃げ――」

　逃げられるわけがない。今逃げたら、確実に背中を撃たれる。

　それにミスター・フランベたちが逃げれば、次のターゲットはＢＢ団の戦闘員たちだ。怪人ですら瀕ひん死しになるのだから、戦闘員が喰らったら。

　ミスター・フランベは家族たちの顔を見た。

「お前ら……！」

　ミス・ソルベも、ポテト・パパも、アロマ・ボーイも、同じ表情だった。

　覚悟を決めた目をしている。

　死ぬ気だ。全員イザとなったら、みんなを守って死ぬつもりだ。

「バカヤロー……」

　全員が同じ考えだったら、意味がないではないか。

　そんなことを考えている間にも、ブラッディＲが集めた闇のエネルギーが、黒い筒――いや、もはや大砲――に集まっている。

　あれを撃たれる前になんとか出来ればいいのだが、なにか行動すれば撃たれるだろう。普通の人間で言うなら、もう眉み間けんに銃じゆうを突きつけられている状態なのだ。

　ヒーローの気をそらすことが出来れば、あるいは――。

「おーい！」

　突如、背後から声がした。

　振り返ると、黒い人影。ブラック・ブリッツの構成員は基本的に黒い戦闘服を着るので当たり前なのだが、その中のひとりはより黒かった。

　ブラック・バンディットである。

　背中と足から黒い炎を噴き出して、全速力で近づいてくる。

「待て！　撃つなテメーら！　ちょっとだけ待て！」

　手をかざして、トリオ・ザ・ナイトメアに叫ぶ。

「あぁん？　テメー今頃来やがったのかよ!?」

「悪い、ちょっとタイム！　その大砲、まだ撃つな！」

「うるせえ！」

　ブラック・バンディットの抗議もむなしく、ブラッディＲはこちらを指さして、叫ぶ。




「絶叫の門キーニングゲート、発射ァ!!」




　マミーＹの身体が、反動で吹き飛んだ。

　そこだけは確認できた。あとは視界が完全に闇で覆おおわれたため、なにも見えなかった。避よけることすら出来なかった。

　が、目を閉じた瞬間、強い力で引っ張られた。

　あの黒い輝きはブラックホールみたいなものだろう。光も音も吸い込まれて、なにも認識できない。照射されたのは五秒ほどだったが、ミスター・フランベにはそれが永遠のように感じられた。

　が、目を開ければ無傷で座っているではないか。

「くっそ……！　エネルギーが拡かく散さんしなくなったから、逆に当たらなくなりやがった！」

「…………けど、当たれば即死」

　視界に映るのは、歯がみしているトリオ・ザ・ナイトメア。

　そして背後を振り返ってみれば、ブラック・バンディットが背中を摑んでいるではないか。

「あぶねーあぶねー、助かったぜ」

　スーツ越しなのに冷汗を拭ぬぐう仕し草ぐさをしていた。

　そして彼の背後では、地下競技場に大きな穴が開いていた。ドリルで掘くつ削さくしたかのような巨大な穴だ。どこまでビームが貫いたのだろう、穴の奥が暗くて見えない。地球の中心まで行っていないか心配だった。

「他の……みんなは……？」

　視線を巡らせると、いた。

　ミス・ソルベも、ポテト・パパも、アロマ・ボーイも。全員、コッペに持ち上げられていた。

「アネキ！」

「えへへ」

　ミスター・フランベが叫ぶと、コッペは全員を担かつぎ上あげたまま、片手を振って笑っていた。ミス・ソルベやアロマ・ボーイはともかく、ポテト・パパを片手で持ち上げ、なおかつあのビームを避けたのだ。

「課長さん、ありがとう……助かったぜ！」

「礼にはまだ早いぜ」

　ブラック・バンディットが呟くと、どこからともなく生活課の１号がカバンを運んできた。それも四つ。

「お待たせッス！」

　カバンを開くと、中身を無む造ぞう作さに放り投げた。そんなに軽々しく扱っていいものなのか、と思うまもなく、それはミスター・フランベたちの手に収まった。

「なんだ、これ？」

　銃のような、大砲のような。

　簡単に言えば、手にはめる筒だ。

「お前たちの武器だ！　俺が徹てつ夜やで作らせた！」

　胸を張るブラック・バンディット。せめて自分で作れとツッコミたかったが、開発自体は彼がやったのだろう。もともとそういう研究の専門家だったのだから。

　家族たちも、筒を手に困こん惑わくした表情。ポテト・パパの筒だけ異様に大きい。

　全員に行き渡ったのを確認して、ブラック・バンディットは親指を立てる。

「名付けて、うまい棒改！」

「うわ、ダセェ……」

　感想を口にしたのは、他でもないトリオ・ザ・ナイトメアの面々だった。







　使い方を十秒で説明すると、Ｑ三郎は１号とコッペを伴って地下競技場の隅っこに移動する。本当なら地下競技場から逃げ出したいところだが、トリオ・ザ・ナイトメアがずっとこちらを睨にらんでいるので、迂う闊かつに動けない。

　きっと出口に走れば、即あのナントカゲートとやらを撃つに違いない。さっきは来ると分かっていたからギリギリ避けられたが、同じ事を二度やれと言われても気力がもたない。

「逃げんなよブラック・バンディット！　こいつらブッ殺したら、次はテメーだかんな！」

　ブラッディＲに名指しでクギを刺されてしまった。

　しかし考えてみれば、逃げる必要はない。

「おいミスター・フランベ！　使い方、分かったな？」

「お、おう……課長さんの言う通りにしてみるよ」

　と、ミスター・フランベはうまい棒ぼう改かいと名付けられた筒を手にはめて、トリオ・ザ・ナイトメアに向ける。

　ヒーローたちもＱ三郎の新兵器の威力を知らないので、わずかに構える。

「発射！」

　ミスター・フランベの武器から出たのは、炎の弾だった。ドッジボールほどの大きさの炎が弾丸のようなスピードで飛んだ。

　だがそれだけだ。そのくらいの弾なら、ヒーローには止まって見える。

「期待させといて、それかよ！」

　指から水を噴射し、簡単に火の玉を消滅させるサハギンＢ。

　その間に、ブラッディＲは黒い翼にエネルギーを溜め始める。再度、あの黒い大砲を撃つつもりだ。

　だがＱ三郎は焦あせらない。

「計算通りだ。次、タッグでやってみろ」

「ほいよ。アロマ、やってみよう」

「うん」

　ミスター・フランベの隣に立つアロマ・ボーイ。今度はふたりでうまい棒改を撃った。

　その時だった。ふたりの武器に変化が起きたのである。武器が輝き、澄んだ音が鳴った。音に共鳴して周囲の空気まで鳴り始める。

「いくぜっ！」

　ミスター・フランベの武器からは炎が、アロマ・ボーイの武器からは風が出た。

　そのふたつが混じり合い、熱風になった。それは先ほどの火の玉とは比べ物にならない大きさ――ブラッディＲが広げる黒い翼の二倍――で、地下競技場を埋め尽くした。

「えええっ!?」

　炎をはらんだ風が、トリオ・ザ・ナイトメアを吹き飛ばした。地下競技場の中央付近に陣取っていた彼らは、黒い大砲と一緒にコートの端まで飛ばされた。

「な、なんだ今のは!?」

　すぐに立ち上がるトリオ・ザ・ナイトメア。

　危険を察知し、戦闘態勢に入る。黒い大砲をかばうようにして立つ。

「その答えはテメーラも分かってるんじゃねーのか？」

　Ｑ三郎が苦笑すると、心当たりがあるのだろう、トリオ・ザ・ナイトメアは悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「共鳴――か」

　デイストーンの共鳴現象は、科学者の間で様々な研究がなされている。しかし元々デイストーン自体が既き存ぞんの科学では説明がつかない物質のため、その効果を知るためには実験を繰り返すしかなかった。

　その中で特にヒーローの間で使われている技術が、技の共鳴だ。

　原理は不明だが、ある技とある技を掛け合わせると、倍以上の効果を生むのである。原理は分からずとも、効果は分かるので、集団で戦うヒーローには必ひつ須すの技となっている。

　ヒーローが使えるのであれば、怪人に使えない道理はない。

「テメェ、俺たちの技を盗ぬすんだのか!?」

「おうよガキンチョ！　俺を誰だと思ってんだコラ!?」

　まさにＱ三郎の二つ名、黒い盗賊ブラツク・バンデイツトの名にふさわしい。本人がつけた名前ではないが。

　デイストーンの共鳴については、ブラック・ブリッツでも開発が進められていた。というか、すでに実用化されていたのだ。それが改造人間プラントである。異なる生物の遺い伝でん子しの持つ波動を共鳴させて、ひとつにする。元の理論は一緒なのである。

　そして今回の武器は、彼らミスター・フランベたちの生みの親、Ｋケイ次じ郎ろう博はか士せによって生み出された超兵器をＱ三郎がアレンジしたものである。全て理論だけで作ったので、実験すらしていない危険な兵器だが、負けるよりはマシだ。

「ねえ課長。これ、四人で撃ったらどうなるの？」

　ミス・ソルベが恐る恐る尋ねる。

「そんなもん、決まってんだろ。あいつらを倒せるくらいの威力を出せる」

「……！」

　反応したのは、やはりトリオ・ザ・ナイトメア。

「やってみろコラァ！」

　一度は体勢を崩くずされたものの、すぐに黒い大砲にエネルギーを充じゆう嗔てんし始はじめる。

　対抗しようというのだ。

「やってやろうじゃねーか。なぁみんな！」

　ミスター・フランベに同意する家族たち。ポテト・パパの一番大きな武器を中心に、全員がその武器を重ねる。それだけで武器がキン、という音を立てた。

「撃ってみろよヒーローども！　テメーラのそのヘタレ武器ごと、粉々にしてやるぜ！」

「上等だ!!　みんなまとめて消し飛ばすぜ！」

　そして何な故ぜかトリオ・ザ・ナイトメアを挑ちよう発はつするＱ三郎。それに乗るブラッディＲ。子どもの口くち喧げん嘩かのようだが、もちろんＱ三郎も考えている。

　こちらの攻撃を避けられないようにするためだ。うまい棒改は相手の大砲と同じく、強大なエネルギーを使う。連発はできない。だから相手の注意を自分たちの武器に集中させ、こちらの攻撃に真まっ向こうから勝負させたい。

　正面勝負なのだ、撃ち負ければ最期だ。

　だがＱ三郎は信じるしかない。自分の頭脳と、彼らの力を。

「うおおおおおおおおっ！」

　トリオ・ザ・ナイトメアが集めた黒い波動が、大砲の周囲に集まる。

　一発目より禍まが々まがしい空気が黒い大砲に悪魔の力を与えている。

「いくぜぇ……っ！」

　対して、怪人たちの武器の周りには、火、水、土、風がバラバラに舞い上がり、そして一カ所に収束している。まるでマーブルチョコのようにカラフルで、Ｑ三郎の背後にいたコッペが目を見開いていた。

「が、がんばれ！　みんながんばれ！」

　綺麗だったからではないだろう。コッペが両手を振り上げて応援した。

　それに反応したのか、集まった四色のエネルギーが白い輝きに変わった。光度は徐々に増し、やがて何も見えないほど明るくなる。

　ヒーローの闇と、怪人の光がぶつかり合う。













　お互い、まだ発射もしていない。武器が放出する余よ剰じようエネルギーだけで地下競技場を二分しているのだ。

「やべぇ！　コッペ、１号、逃げるぞ！」

　コッペと１号の手を引いて、Ｑ三郎も全速力で駆け出す。

　このままいけば、うまい棒改は理論通りの威力を出すだろう。

　文字通りの最大出力を。

　普通、最初は手て加か減げんするのだが、相手が相手なだけに、全力でやらないと勝てない。さらにコッペの応援も加わって、四人は持てる力の全てを出している様子。

「逃げろ！　お前たちも逃げろ！」

　地下競技場の客席の位置に待機していた戦闘員たちにも声をかけるが、すでに彼らはただごとではない雰ふん囲い気きを察知したのか、撤退を開始していた。

　Ｑ三郎たちも地下競技場から脱出し、さらに念のため百メートルほど走った。

　ここまで逃げれば平気だろう、と地下競技場の方角を振り返った瞬間。

　世界の全てがモノクロームに染まり、巨大な爆発が音すらも吹き飛ばしていった。

　さながら昔の白黒映画のようであった。
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　戦場になった競技場から数キロ離れたところにある、野球用のスタジアム。地下競技場の大爆発で生じた巨大クレーターの影響で、そのスタジアムまでが傾かたむいてしまった。地下競技場を中心に半径十キロ以内の地盤が揺れたために、スタジアムの基礎が壊れてしまったのだ。おかげで、ボールを置けば勝手に転がっていく始し末まつ。もはやあそこも使い物にならないだろう。

「いやー、見事に傾いてるな」

　その数キロ先のスタジアムを望遠鏡で見ているＱ三郎。

　これはこれで何かのオブジェに見えなくもないが、感動はしない。

『大変なことをしてくれたな』

　Ｑ三郎の傍らに立っているのは、ブラック・ブリッツ首しゆ領りよう。

「しょーがねーだろ。ヒーローに負けてらんねーし」

　ぼやきながらＱ三郎はタバコをもみ消す。そのままウンコ座りで呆けていた。

　首領の他にも幹かん部ぶ連中に散々怒られたが、彼は馬ば耳じ東とう風ふうだった。特にプロ野球ファンの幹部からはしこたま怒られたが、これは素直に謝った。

　彼らの眼前に広がる光景は、普通の人なら道路工事に思えるだろう。堆うずたかく積もった瓦が礫れきの山を重機で排除しつつ、丁てい寧ねいに掘り進んでいる。ただし作業をしている人間が、全員ＢＢ団だと知れば、また印象が変わるかもしれない。

　悪の組織がなにか企たくらんでいる、トリオ・ザ・ナイトメアを呼べ、と思う人もいるだろうが、それは叶かなわない。なぜならＫＮ支部を守るヒーローもあの瓦礫の中に埋まっているのだから。

　あの大爆発からそろそろ五時間が経過しようとしている。

　怪人もヒーローも地下五メートルほどの闇の中に埋もれてしまった。ＢＢ団が総出で救出作業をしているのだが、結果はまだ出ない。

「もっと深く掘らなきゃダメだね」

「…………うん」

　などとテントの中で会話しているのは、アロマ・ボーイとマミーＹだった。それぞれ身体を風と砂に変えられるため、この瓦礫の中からも這はい出だせたのだという。

　しかし両者の必殺技の威力は風も砂も関係ないようで、ふたりともベッドに横たわって立てない。ミスター・フランベやミス・ソルベが埋もれたままなのは、そういう理由だ。

「出たぞ！　生体反応だ！」

　レーダーのような機械とにらめっこしていた戦闘員が合図すると、皆の作業が速くなる。反応が近いと言われる方向に向かって、全ての力が集まる。

　やがて、戦闘員のひとりが何かを掘りあてたようだ。

「いたぞ！　こいつぁ、ヒーローだ！」

　敵だと分かっていても、人間を見つけたのなら放っておけないのだろう。戦闘員が集まって瓦礫を退どける。やがてそのヒーローはストレッチャーに乗せられて、Ｑ三郎のほうへと運ばれてきた。

　青いスーツを着た子供。サハギンＢだ。

「……ビュー！　ビュー！」

　ベッドから跳はね起おきると、マミーＹが走り出した。彼も傷ついているはずなのに、足を引きずりながら必死に走っていた。

　が、その肩を摑む子供が。

「ほら、寝てろって！」

　片手で軽々とマミーＹの身体を持ち上げ、またベッドに叩きつける。

「なに……する!?　ビューが！」

「分かったから。ビューとやらは僕が治す。君もだ。だからちゃんと寝ていろ」

　命令したのは、Ｑ三郎と同じように白はく衣いを着た少年。といっても、これでも成人しているのだが。

　ブラック・ブリッツ医い療りよう課か課長のＪジエイ助すけだ。彼は患かん者じやには容よう赦しやない。治る努力を放ほう棄きする人間には、とことん辛くあたる。患者と名の付く者で、彼に勝てる者はいないのだ。

「大丈夫、気絶してるだけだから。外傷もない。君たちと一緒だ」

　そう言うとＪ助は腕まくりをして作業に取りかかる。

「……見てないで手伝ってよ」

「へいへい」

　溜ため息いきと共に立ち上がるＱ三郎。どうせここにいても、他にすることがない。

『私も手伝おう』

　機械のような音を立てて首領が歩み寄るが、

「いやいやいやそれはいいから、首領はドシンと構えてて！　っていうかなんでこんな作業現場まで来てるんだよ!?」

「ヒマなんだったら本部帰ってろよ！　書類山積みなんだろうが！　Ｐピー子こも待ってるんだから、心配させんじゃねーよ！」

『お前たちは本当に遠えん慮りよがないな』

　Ｊ助とＱ三郎に怒ど鳴なられると、首領は少しだけしょんぼりしながらテントから出ていった。おそらく監かん督とくだけではヒマなので、仕事を探しにいくのだろう。

「まったく――」

　気を取り直してＪ助が作業を再開しようとすると、

「デハ、私モこの子タチを診みまショウ」

「うわあっ！」

　その影は本当に唐とう突とつに現れた。

　サハギンＢやマミーＹたちが寝ているベッドに、白い布を被かぶった女性が出現したのだ。誰が用意したのか、安あん楽らく椅い子すに座って脈をとっている。

「だ、だ、だ、誰だ!?」

　徒歩で来たのなら、Ｑ三郎たちの横を通らなければベッドに近づけないし、何か移動装置を使ったのならＪ助が持っているレーダーに反応するはずだ。それ以前に、安楽椅子がギィギィ揺れていれば気づくはずなのに。

　その布を被った女性はクスクスと笑いながら、少しだけ頭を下げた。

「私はゴーストＷと呼バレていマス」

「ゴーストＷ？　……って、トリオ・ザ・ナイトメアの親玉か！」

「玉、ハ余計デス。私ハコノ子たちの母デス」

「そりゃまた、ご足そく労ろうありがとうございます……と」

　さしものＱ三郎もそう答える事しかできない。

　トリオ・ザ・ナイトメアの母親なのだから、敵だ。しかし攻撃する雰囲気でもないし、場合でもない。かといって賓ひん客きやくとして扱うわけにもいかない。

　どうしたものかと考えあぐねていると、ゴーストＷはある方向を指さした。

「それカラ、残リの人たちモ助けておきまシタ」

　指の先には、地面に転がっている怪人たちがいた。ミスター・フランベ、ミス・ソルベ、ポテト・パパ。それからブラッディＲも。

「な……え……？　どうやっ……て？」

　あの競技場は地下五メートルに渡って埋もれており、掘り返すのは困難を極めていた。それ以前に捜さがすことすら出来なかったはずなのに。

　ヒーローの能力なのだろうか。

「ウフフフフ……マァ、助かッタのデスから、良いデハないデスか」

　怪しげに笑うゴーストＷに、Ｑ三郎はそれ以上つっこむ気力を失っていた。

　実際、彼女の言葉通りだ。

　誰も死んでいない。ならばそれで満足だ。

「ウチの子が迷めい惑わくヲかけてシマイましたノデ……」

　と、ミスター・フランベに手をかざすゴーストＷ。その手から人ひと魂だまのような白い炎が出現した。人魂はミスター・フランベに向かってゆっくりと飛んでいく。やがてその炎の身体にズブズブという音を立てて入り込んだ。

「ん……んん？　おお？」

　するとどうだろう、ミスター・フランベは何事もなかったかのように起きあがったではないか。自分でも何があったか分からない様子で、あたりをキョロキョロ見回していた。

「すごい……デイストーンの力で治療ヒーリングをするんだね」

　Ｊ助だけが感心していた。Ｑ三郎は専門ではないので、見ただけでは理解できない。

　やがて人魂はミス・ソルベとポテト・パパの体内にも入る。ミスター・フランベと同じように跳ね起きた。

　最後にブラッディＲを蘇よみがえらせると、Ｊ助が様々な機具を取り付けて検査を始めた。その間、人魂はベッドで寝ていたアロマ・ボーイたちにも入り込む。

「あれ……壊れてるのかな」

　いきなりそんなことを呟くＪ助。何事かと彼が見ている計器をのぞいてみると、どうやら彼ら全員、無傷の状態に近い。あれだけ派は手でに爆発を起こしておいて、どういうことだ。ゴーストＷの人魂のせいだろうか。

「怪人サンたちは、モトモト壊れナイ身体を持ってイルからデスネ。そしテ、ウチの子は絶対に壊れナイスーツを着てイル……」

　なるほど。つまりあの強大なビームの撃ち合いでも、こいつらは倒れないというわけか。どんな化け物だ。

「ママ……ママ！」

　起きあがったブラッディＲが、変身も解かずにゴーストＷの胸に駆け込んでいった。それを見て、サハギンＢとマミーＹもゴーストＷに抱きつく。

「アラアラ、仕し様ようノナイ子たちね」

「ママァ！　俺たち、また勝てなかったぁ！」

　変身を解いて泣き出すブラッディＲ。

　こうして見ると、普通の女の子だ。

　勝てなかったのがよほど悔しかったのか。人目も気にせずにゴーストＷの胸の中で泣いている。サハギンＢやマミーＹも涙目だ。中身の年齢を考えれば、当然の反応とも言える。しかも見ようによっては、幼い子供たちを怪人がいじめたようにもとれる。

「まったく……甘エん坊ナノネ」

　ゴーストＷが子供たちの頭を撫でる。こうしていると、正義のヒーローには見えない。イタズラを叱しかられた子供だ。イタズラと呼ぶには規き模ぼが違い過ぎるが。

「デモ、これでイイ目標ガ出来たデショウ。力に溺おぼれテハ何もできナイ。アナタタチも訓練シテ、立りつ派ぱなヒーローにナルのデスよ」

「……！」

　そこで子供たちは、怪人たちをキッと睨んだ。

　睨まれた怪人たちは緊張せず、穏やかな笑顔のままだった。

「テメーラ……！」

「おう、まだやるかガキんちょ」

　ミスター・フランベは余裕だ。蘇ったばかりで、まだ疲れているはずなのに。

　それはトリオ・ザ・ナイトメアも一緒だ。だから今は双方戦う意志がない。それを分かっているから、余裕が生まれたのだ。

「ママ。やっていいか？」

「イケませんよ。アノ人たちを見なサイ」

　ゴーストＷが示したのは、瓦礫を掘るＢＢ団の戦闘員たち。

「彼ラはアナタたちを掘ルために汗を流してイルのデスよ」

「って、止めねーと！」

　すぐにミスター・フランベが飛び出していって、現場の人たちに呼びかけた。すぐに作業が止まったが、全員「なんで助かってるんだ？」と首をかしげていた。

「今ケンカをシタら、あの人たちにモ迷惑がカカル。それハ正義ノ味方とは呼べナイ」

「ちぇっ。分かったよ」

　つまらなそうなブラッディＲ。

「アト、この人モ」

　と、Ｊ助。

「……ありがとうごさいましたー、っと」

　心底嫌そうに頭を下げるトリオ・ザ・ナイトメア。

　恩人とはいえ、一応、ブラック・ブリッツ相手だ。その気持ちは分からないでもない。

「いたっ」

「いてっ」

「……痛」

　するとすぐにゴーストＷのゲンコツが飛んだ。

「どうヤラ、まだマダ教育が足りナイようね」

「ぎゃああああああっ！」

　ゆっくりと歩み寄ると、片手で悪ガキ三人の頭をわしづかみにしたではないか。どんな握力でどんな指の長さだ。子供たちは何もできずに宙吊りにされている。

「それデハ、今日はマナーにツイテ勉強しまショウね」

「いや、いやだっ！　勉強はイヤだぁっ！」

「ブラック・ブリッツの皆サン、ゴキげんヨウ。次に会う時ハ、もうチョット礼れい儀ぎに気ヲつける子にナッテいるデショウ」

　そう言うと、ゴーストＷの周りに人魂が現れた。今度は先ほどのような小さなものではなく、巨大で青白い炎が彼女を中心にいくつも現れた。それらがゴーストＷの白い布を燃やすようにまとわりつくと、突然爆散した。

　つぶっていた目を開けると、もう彼女たちの姿はどこにも存在していなかった。

「台たい風ふうみたいなヒーローだったねー」

　そんな感想を述べるのはアロマ・ボーイ。ちょっと怯おびえているのは、ヒーローよりもゴーストＷが怖かったからだろう。あんな母親、Ｑ三郎でも怖い。

「おーい、もう終わりだって！　おーい！」

　テントの外ではミスター・フランベが未だに叫んでいる。

　まだ誰か作業を続けているのか。Ｑ三郎も立ち上がってそちらに行こうと歩き出したその時だった。競技場跡の地面が小さく揺れ、そこから何かミサイルのようなものが垂直に飛び出したではないか。

　目をこらしてみると、コッペだ。

「あれ？　みんないる？」

　その手にはスコップ。ずっと掘っていたのか。

　Ｑ三郎はすぐにコッペの落下予測地点に駆け寄って、小さな身体を受け止める。

「よっと」

　落ちたコッペは、ずっしりと重かった。五メートルほどの高さを飛んでいたから、落下スピードが加わったのだ。耐えかねて尻しり餅もちをついてしまった。

「コッペ、どこまで掘ってたんだ？」

「わかんない」

　自分で掘った穴を覗くコッペ。Ｑ三郎もそれに続いたのだが、暗くて下が見えない。小石を落としてみても、落下音がしないのだ。

　よく考えると、スコップで穴を掘ったのか。普通はシャベルじゃないのか。よくここまで掘れたものである。

「アネキ！　俺たち無事だから！」

　ミスター・フランベが呼びかけると、コッペは目を輝かせてスコップを投げ捨てた。そして先ほどトリオ・ザ・ナイトメアがやったように、一目散にその胸に駆け出す。

「ふらんべー！」

　駆け寄ったコッペを愛いとおしそうに抱き上げるミスター・フランベ。

「悪い、心配かけた！」

「よかったー」

　あとはもういつものノリだ。いかに自分たちが危なかったか、見てもいないのに語り始めるミスター・フランベと、その話を楽しそうに聞くコッペ。いつしか他の戦闘員たちも集まり、疲れた笑顔でテントに帰っていく。

「結局、こんだけやって引き分けかぁ……」

　結果としては、地下競技場が破壊されただけだ。ずいぶんとまぁ非建設的な話だ。ヒーローと怪人のケンカなんて、いつもこんなものだが。デイストーンの力で建築技術も発展したが、こうもポンポン壊されてはいずれ世界中が海に沈んでしまう。

『今回の戦い――』

　気がつけば、首領が隣に立っていた。この機械の鎧よろいはいつでも神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。ＢＢ団あるところ、どこにでも現れる。

『双方にとって、何が得られたのであろうな』

「そりゃ、決まってんだろ」

　Ｑ三郎がアゴで示すのは、ミスター・フランベたちの一家だ。コッペを肩に担いだポテト・パパ。そのコッペにせがまれてエアギターを鳴らすアロマ・ボーイ。音に集まった戦闘員にお茶を振る舞うミス・ソルベと、彼女にいいようにこき使われているミスター・フランベ。

「怪人が一世帯。これ以上の収しゆう穫かくはねーだろ」

『私はいつも、ブラック・ブリッツの構成員を家族だと思っている。だがあの怪人たちからはそれ以上の繋つながりを感じる』

「もとは一緒だからな」

　あの四人の怪人もコッペも、すべてＫ次郎が作った。

　皮肉なものである。最後まで孤独を選んだ博士が残したものは、誰よりも温かい家庭だった。彼がそれを望んで開発したのかどうかは、分からない。

『あるいは、奴の深層意識の現れだったのかもしれぬ。幼少期の体験などで』

「ガキの頃は、Ｋ次郎もマトモな家庭に育ったってか？」

　鼻で笑うＱ三郎。

「それはねーな。俺やＪ助やＰ子だってロクな育ち方してねーが、Ｋ次郎ほど歪んじゃいねーよ」

『……そうだな。忘れろ』

　重い音を立てて、首領は歩き去っていった。どこへ行くのかと思ったら、そのまま装そう甲こう車しやに乗り込んで帰っていってしまった。

　それを機きに、他の車も発進しだす。なるほど、トップが現場を離れないうちは、他の人間も帰れなかったのか。難なん儀ぎな社会だ。

「さて、俺たちも帰るか」

　コッペが投げ捨てたスコップを拾って、Ｑ三郎は立ち上がる。

　誰に言われずとも、家族を救うために自ら穴を掘ったコッペを思い出し、Ｑ三郎はちょっとだけ笑った。
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　トリオ・ザ・ナイトメアを撃退した怪人一家の話は、すぐにＢＢ団の各支部にも広まった。今までデイストーンの力を最大限に発揮するヒーローと互角に戦えた存在は、コッペしかいなかったのだ。

　そのコッペは容よう姿しのせいで特別視されており、「コッペちゃんなら仕方ない」という風潮があった。だが、自分たちと同じ怪人がヒーローを倒したとなれば、モチベーションも上がる。たとえ制作者が同じであろうとも。

　そんな中、怪人一家はひとつの転てん機きを迎える。

　ＫＮ支部に住む場所を変えたのである。

　トリオ・ザ・ナイトメアの牽けん制せいが最大の理由だった。しかし、あの子供たちは強い敵が身近にいると訓練に身が入るらしい。逆効果かと思いきや、ＫＮ支部でも、彼らを神聖視するようになっており、士気が高まっている。支部長が首領に何度も頭を下げたそうな。

　それに現在、トリオ・ザ・ナイトメアを止められるのは彼らしかいない。必然的にＫＮ支部の守備につく必要がある。組織なのだから、異動命令に逆らうことも出来ない。

　その話を聞いて、生活課は困った。

　もちろんコッペのことだ。大好きな家族が離れていってしまう。

　ところがコッペの反応は淡たん泊ぱくだった。

「いいよー」

「いいのかよ!?　離ればなれになっちまうんだぞ!?」

　とＱ三郎が尋たずねるが、

「でも、みーちゃんもよしくんも、ちがういえにすんでるよ？　せんせーはね、くるまでいちじかんなんだって」

　幼よう稚ち園えんの友達を例に挙あげられると、納得するしかない。

　もともと本部からＫＮ支部は車で一時間半ほどで着く。それに離れたといっても、通信手段は豊富だ。テレビ電話でいつでも会話できる。

　安あん堵どすると共に、コッペのポジティブさに感心する生活課だった。







　そして怪人たちが異動して、一カ月が経った。

「もうすぐ着くッスよー」

　カーナビを見ながら１号が教えてくれた。

　ブラック・ブリッツが特殊工作に使うための乗用車を拝はい借しやくして、Ｑ三郎たちとコッペはＫＮ支部へ続く道路を走る。土曜日なので道は混んでいるが、渋じゆう滞たいになるほどではない。

「コッペ、おみやげちゃんと持ってるな？」

「うん！」

　後部座席のコッペが愛おしそうに持っているのは、アイスの入ったクーラーボックス。本部の近くにできた新しいアイス屋のものだ。テレビ電話でそのことを話していたら、ミスター・フランベが食べたいと言ってきたのだ。

　炎の身体でアイスが食べられるのかと質問したら、なんと訓練したら食べられるようになったのだという。そこでＱ三郎たち生活課も、その達人技を見に行くことにしたのだ。

「しかし、たまにはドライブもいいな」

　窓の外の景色を眺めてニヤついているＱ三郎。

　怪人一家がＫＮ支部に引っ越したのは、むしろラッキーかもしれない。そのおかげでこうして機を見て遊びに行ける。

　本部と幼稚園の往復では、コッペも退たい屈くつするだろう。たまに近くにショッピングに出かけるが、それもいずれ単調になる。

　そもそもこういう年頃の子には、親しん戚せきの家に遊びに行くという行事があるはずなのだ。首領も言っていた。ＢＢ団の構成員は皆家族だと。だったらこうして遊びに行くのはまったく不ふ思し議ぎなことではない。

「んだども、仕事もしねぇとダメだべ。オラたちは仕事っつー名目で来てるんだし」

「あくまで名目だっつの。実際は書類届けて終わりよ」

「ん、それに関してなんだども」

　２号が持っていた書類をＱ三郎に見せる。

「あぁ!?　ＫＮ支部からの新武器の開発依頼書？　競技場ブッ壊したようなツエー武器を作れってか!?　ありゃデイストーンのかけらが使われてるんだ！　そう簡単にできっこねぇぞ！」

「多分、その威力も含めて、ＫＮ支部の方々は神聖視してるんだと思います……これって、あの人たちに『無理だ』って説得しにいけってことですよね」

　２号に代わって補足する３号。

「兵器開発課の野郎ども……俺たちに交こう渉しよう役やく押しつけたってわけかチクショウ！」

　ぼやきながら書類を脇に投げるＱ三郎。

　なんて損な役回りなんだ。それともコッペと一緒に遊びに行くと分かってて、あえて大変な仕事を押しつけたのか。この仕事を回してきたのはＰ子だから、あり得ない話でもない。

「あ！　あれ見るッス！」

　運転席の１号が指さした先には、ＫＮ支部の入口に偽ぎ装そうしたイベントホールがある。

　そのホールの屋上に、人影が見えた。

　ミスター・フランベだ。いや、それだけじゃない。ミス・ソルベやアロマ・ボーイ、ポテト・パパもいる。みんなコッペを待っていたのだ。

「おーいアネキ！　アイス持ってきてくれたかー!?」

　手を振るミスター・フランベに、コッペはＱ三郎の顔色を窺うかがう。

「おう、行ってきていいぞ」

「うん！」













　満面の笑みで頷うなずくと、コッペはアイスの箱を持ったまま窓を開け、外に飛び出した。車よりも速い走りでイベントホールまで近づくと、高く跳躍する。

　コッペに続くようにして、生活課の車もスピードを上げるのだった。
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　小汚い四よ畳じよう半はんが、世界の変革を語る会議室と化す。

　Ｐピー子こもキーを叩く手を休め、首しゆ領りようにお茶のおかわりを差し出した。

「えっと……つまり、デイストーンってただの石だった、って事ですか？」

『そうだ。もっともそれは、私の星での話だ』

　首領が鎧よろいの腕で自分の胸を叩く。

『私の星では、そんな奇跡は起きない。この星の昔の姿と同じだ。人類が努力して文明を発達させ、理に適かなった道具を用いて暮らす。レベルに差はあれど、私の星とこの地球は同じ原理で動いていた』

「じゃあ、どうして？」

『分からない。仮説としては、この地球の磁じ場ばや大気、土ど壌じようなどがデイストーンと反応したのだと思う。君たちが石と呼んでいる無機物は、私の星では有機物だからな。石は生物として――そうだ、旧約聖書に出てくる石の巨人、あれのようなものだ』

「それって、自じ虐ぎやくか何かです？」

『とんでもない。私はただ、星同士の形態の相そう違い点てんを話しているだけだ』

　そして首領はまたお茶を飲む。

　カラになった湯飲みを見て、うむ、と頷うなずく首領。

『私がこの星に不時着した時、水も毒物の一つだった。だが、どうしたことだろう。今の私は水もお茶も、人間の食べ物ですら摂せつ取しゆすることができる。環境に適応しはじめている。いや、適応などといった生なま易やさしいものではない。進化に近い』

「デイストーンも進化しているってことですか？」

『ああ。そうだ――いや、そうだな。お前達にしてみれば、それは大変喜ばしいことなのだろう』

　首領の言葉が、徐々に少なくなっていく。

『だが、私は――』

「ああ、そうか。そうですね……」

　Ｐ子も首領が言わんとしていることが分かり始めた。

「首領、元の星に帰りたいんですよね」

『そうだ。私はこの組織でこそ最高権力者の名をもらっているが、実際のところは、そう、お前たちの言葉で言うならサラリーマンに等しい。上からの命令に従い、仕事のために宇宙を旅していただけの存在だ』

　硬い手が顔面を覆おおった。

　泣いているのか――いや、首領は涙を流さない。機械の鎧に守られている首領の身体からは、一滴の涙も出ることはない。

『私は、この星に対して償つぐないきれぬ過あやまちを犯した。私の身体が落下した際、人類のほとんどが死に絶えた』

　それはまだ数年前の出来事。

　人類にとって忘れられない事件だ。

『私の身体がバラバラになった時は、それでいいと思った。死で償えるなら安いものだとも思った。だが、散り散りになった私の身体を拾い集めようとする奇き特とくな人間がいるなんて、あの時は想像もしなかった』

「私のことですか？」

『そうだ。Ｐ子。おまえには本当に感謝している。私にこの星での生き方を与えてくれた』

「別に……大したことはしてませんよ。私だって、やりたい事ありますし」

『この機械の鎧を作ってくれたのも、お前だ。ただの石ころだった私に身体を与えてくれた。今では鎧の三分の一ほどを私の身体で埋める事ができた』

「そろそろ、新しい鎧を作ります？」

『そうだな、出来れば作ってくれると嬉しい。だが私の身体が全部集まった暁あかつきには、この程度の鎧では足りなくなる』

「別にいいですよ。その時は、首領が星に帰れる時ですからね」

『うむ……』

　また言葉を濁にごす首領。

「星に帰りたくない理由は分かりますよ」

　Ｐ子も真ま面じ目めな顔で首領を見る。

「あなたの身体が使われていますからね、コッペちゃん」

『そうだ』

　デイストーンを核として生きる少女。

　首領が自分の身体の全てを手に入れる、ということは、コッペに使われているデイストーンも奪うばうということになる。

　コッペだけではない。ミスター・フランベ、ミス・ソルベ、ポテト・パパ、アロマ・ボーイの四人も。

　これから先、こういう形の怪人はまだ増えることだろう。

　さらに言えば、首領が星に帰る時はデイストーンが無くなる時。それは事実上のブラック・ブリッツ解散を意味する。

　そうなったら改造人間たちはどうなるのか。

　元の身体に戻すためには、デイストーンを使わなければならない。

　デイストーンの力によって命を救われた者もいる。今現在、医い療りよう技術にデイストーンの力が使われている場所もある。デイストーンで育つ植物もある。デイストーンのエネルギーに自分と家族の未来を賭かけた者もいるだろう。

「怖おじじ気けづいたんですか、今更？」

　やがて起きるであろう悲劇を危き惧ぐする首領に放つ、Ｐ子の冷たい一言。

「私達ブラック・ブリッツが活動しているのは、首領のためではありません。みんなデイストーンが世界を救うと信じているからです」

『だからこそ、辛い。皆に真実を打ち明けるのは』

「……貴方あなただけのせいじゃないです。もうデイストーンは地球の宝になってしまいましたから。今更返せ、と言われてホイホイ返せる代しろ物ものじゃなくなってしまった。だから奪うという手段しかないんです」

　Ｐ子がパタリと倒れた。

　四畳半の部屋に寝ころび、蛍けい光こう灯とうを見上げて溜ため息いきをつく。

「正直言いますとね、最初、首領のことを神様か何かだと思ってたんです。デイストーンそのものだって言うから。なのにフタを開けてみれば、ただのサラリーマン」

『……騙だますつもりはなかった』

「いいえ。失望はしてません。むしろ、逆ですよ。尊敬して、同情します」

『同情……？』

「ええ。家に帰りたいだけの、ただのサラリーマン。ひとりじゃ何も出来ず、私の作った鎧がなければ動く事も話すこともできない。その上、身体の一部は命を持って動き出しちゃう。同情以外の何物でもないですよ。それでいて、自分の星に帰るために全力で努力する。それは尊敬に値します」

『…………』

　Ｐ子に倣ならって、首領も寝ころんでみた。

　畳がズシンと音を立てて凹へこむ。だがＰ子は何も言わなかった。

『ふむ。この体勢は楽だな』

「でしょ」

　しばらく、二人ともそうやって寝ころんでいた。

　一度、Ｐ子の携帯電話が鳴ったが、出る事はなかった。

『……私がこの星に残れば、何の問題もない』

「まぁ、そうですね。コッペちゃんもみんな無事で済みますし」

　そこで迷っているということは、そうできない理由があるのだろう。

「故郷に奥さんとか残してきたとか？」

『いや。私の星では結婚という概がい念ねんがない。だから家族というものを知ったのも、地球に来てからだ。私が元の星に未み練れんを感じるのは、ひとえに仕事のせいだ』

「けっこうヤバめな仕事なんですか」

『うむ。下へ手たをすれば宇宙全体がヤバめなことになる』

　Ｐ子のくだけた表現を真ま似ねしたつもりなのだろうが、やはり首領には似に合あわない言葉だ。少し考え直したのか、首領は言葉を変えて説明する。

『放っておくと、地球の生物も全滅するかもしれない。だが、それを為すために私が元の星に戻れば、今度は地球の……私の大切な者達を捨てることになる』

「困った問題ですね」

『うむ……』

　およそ四畳半の部屋に寝ころんだ状態ですべき話ではない。

　しかし首領がこの事を話せる人物はＰ子しかいないのだ。その彼女のユルい雰ふん囲い気きがあるからこそ、この四畳半は会議室になる。

「具体的に、どんな仕事なんですか？」

『逃げ出した宇宙怪獣の捜そう索さくと捕ほ獲かく』

「そりゃ……大変なお仕事ですね」

　さすがのＰ子も、言葉に詰まる。

『だから私も完全な肉体を取り戻さなくてはならない。中ちゆう途と半はん端ぱなまま帰き還かんすれば、それだけ作戦の成功率が減少してしまう』

「……失った分、ブラック・ブリッツの戦闘力とコッペちゃんで補おぎなえませんかね」

『ふむ。それは盲もう点てんだな』

　冗じよう談だんでもなく、首領は感心したような声を出す。

『私の肉体は、この星では奇跡を生む。それを利用して、うまく仕事ができぬものか……そうだな、一考に値する』

「へへっ、私もたまには良い事言うでしょ？」

『何を言う。Ｐ子は私の恩人だ。ブラック・ブリッツの頭脳ではないか』

「んなことないですってば」

　上体を起こしたＰ子。褒ほめられて照れているのか、頭を掻かいてお茶のポットを探すが、どうやら空だったようだ。立ち上がって、ヤカンを火にかける。

　また、二人とも黙る。

　ヤカンの水が沸ふつ騰とうして、初めてＰ子が口を開く。

「お茶、飲みますよね？」

『うむ』

　お茶を淹いれ、首領に渡す。三杯目のお茶も一気に飲み干した。かなり熱いお茶のはずなのだが、気にせず口に入れる。Ｐ子はふーふーと息を吹きかけているが、まだ熱くて飲めなさそうだ。

『この星に不時着した事、それ自体が奇跡なのかも知れぬな』

　湯飲みをちゃぶ台に戻し、そんな事を言う首領。

「へ？」

『私をお前と引き合わせてくれた。それ自体が奇跡だ』

「……それ、愛の告白ですか？」

『私の星には結婚という概念はない。故ゆえに恋愛という概念もない。私が言っているのは感謝の言葉だ。そうか、この言い回しは、地球だと愛の告白と受け取られるのか。以後、自重しよう』

「はぁ……ウチの男どもはトップからして能天気なんですねぇ」

　ちょっと残念そうな、でも嬉うれしそうな顔をするＰ子。

『む』

　突然、首領が身体を起こした。機械の鎧が反応して、変形するような音を立てる。すばやく立ち上がった首領は、四畳半の部屋を見回して何かを探そうとする。

『基地内で事件が起きた』

「おや、どこですか？」

『運動場だ。ミスター・フランベがキャンプファイアーをやろうとしている。コッペに頼まれたようだ。生活課の連中も、二重の意味で焚たき付つけている』

「……ちょっと全員凍らせてきてください」

『分かった』

　マントを翻ひるがえし、四畳半の部屋を出て行く首領。

　途と端たんに静かになった。

「さて、と。仕事の続き」

　機械の足音が完全に聞こえなくなると、Ｐ子はまたコンピュータをいじる作業に戻る。最初から首領などいなかったかのように、元通りの空間が戻ってくる。

　あぐらをかいてキーを叩き続けるＰ子。一心不乱に作業に打ち込む姿は、普段の彼女からは想像もできない姿だった。

「まったく、ウチの男たちは揃そろいも揃って面めん倒どうくさい……」

　大きく溜息をつくＰ子。

「帰りたくないって、素直に言えばいいのに。コッペちゃんを見捨てて去ろうとする人なんて、ブラック・ブリッツに存在しないんですよ」

　その言葉は確信に満ちていた。

　もはや首領のためというより、コッペのために動いている組織だ。だが理由としてはそちらのほうが健全だ。一人の少女の笑顔のために、敵と戦う。なんとシンプルなことか。

　首領の身体――デイストーンが全て集まった時の事など、あとで考えればいい。

　その頃には、全ての人たちが幸せになる方法が見つかっているはずだから。Ｐ子とＱキユー三ざぶ郎ろうとで、頑がん張ばって探していくつもりだ。

「あつっ」

　湯飲みを口にしたＰ子は、しかめっ面で舌を出した。

「こんな熱いのが飲めるなんて……まだまだ地球人には遠いですよ、首領」

　火傷やけどした舌に軽く触ふれながら、それでもＰ子は笑っていた。





おわり　　　　


















　あとがき




　どーもー！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます！







　とうとう出す事ができました、コッペとＢＢ団の三巻目！

　皆様、おまたせしました！

　でもコレで最終巻なんですよね……。続きを心待ちにしている方には、申し訳なく思います。ですが、この巻でも楽しんでいただければ幸いです。

　一応、注釈としまして、この巻はFBonlineに掲載されていたものを加筆修正したものです。なので「ＷＥＢ連載と同じじゃねーか！」とお怒りにならないでください。
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　そもそもの始まりは、ガーゴイルの執しつ筆ぴつ途と中ちゆうでした。

　今までガーゴイルに全力を傾けてきた俺に、当時の担当様が「そろそろ別のやってみない？」と提案したのです。

　その時の俺は、ガーゴイルを書く事しか頭になかったので、ちょうどいい時期でした。あの黒い石像を頭から遠ざけて、別の作品も書いた方がアイデアの幅が広がると、まぁ単純な理由だったのですけどね。

　で、そこからどうして悪の組織の話になったのかと言いますと、これは完全に俺のシュミです。

　不勉強だった事もありまして、当時は悪の組織をネタにした作品はそれほど多くないと思っていたのです。普通ヒーロー側の話を書きますものね。ですが、調べてみたら悪の組織ネタの多い事。

　あぁ、やっぱりみんなヒーローにやられる側の話にも興味があるんだなぁ、と感心すると共に仲間がいたことに喜びを覚えたものです。
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　当然なのかもしれませんが、俺も子供の頃はヒーローに憧あこがれていました。

　ですが、やっぱり歳を取るにつれて、そういう憧れは薄れていきます。普通はそうです。大人になるという事は、子供の頃の憧れを捨てていくものなのです。

　と、思っていたのですが、世が変わると人も変わるもの。

　昔は戦隊ヒーローや仮面ライダーなんかはオタクの象しよう徴ちよう＝ダサイみたいな風潮だったのですが、オタク人口が増え始め、仮面ライダーにイケメンが使われはじめると、次し第だいにヒーローの名前を耳にするようになります。

　俺も平成ライダーは欠かさず見ておりまして、子供の頃やっていた仮面ライダーＢＬＡＣＫ以上に熱狂しております。もちろん今でも日曜朝はスーパーヒーロータイムを視し聴ちようしております。

　で、時系列を少し戻しまして大学時代。ファンの皆様はご存じかと思いますが、当時の俺は演劇なんぞをやっておりまして。そのため勉強と娯ご楽らくを兼ねてプロの芝しば居いを観かん劇げきにも行くわけです。

　そこで某劇団の芝居を目にしたんです。もう、まんまヒーローものを演じている劇団。衣い装しようからセットからシナリオ、効果までヒーロータイムを意識しつつ、でも演劇の手法で楽しませてくれる。そんな芝居でした。

　なにがステキだったかって、役者の方々が全員スゲー楽しそうに演じているところ。

　大のオトナがクソ真ま面じ目めな顔して「変身！」って叫んでいるのを見て、無む性しように羨うらやましくなりましたよ。

　いや、だって、職業的に「変身！」って叫べる人なんてそういないじゃないですか。

　心の底から叫んでるのに、恥ずかしくもなく、むしろ褒ほめられ、金までもらえるって言うのはオイシイ仕事だと思ったんですよ。その時は。

　大学時代、俺自身も芝居でヒーローものの真ま似ね事ごとをやったことがあります。お客さんにはウケたのですが、ヒーローの動きの大変さも知りました。

　アレってアクションひとつひとつに魅みせるための動作が散りばめられてるんですよね。パンチやキックひとつとっても、大げさに格かつ好こう良よく見える小さな仕掛けが満まん載さいなのです。それは殴なぐる方だけでなく、殴られる方にも要求されます。ただのパンチを痛そうに喰らって吹っ飛ぶ技術など。

　運動音おん痴ちの俺には、かなりの苦労でした。というかほとんどできませんでした。

　でも、ヒーローの努力が少し分かりました。格好良く見せるのにも、それなりのテクニックが必要なのですね。
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　そんなわけで、俺も仕事で「変身！」と叫べるモノをやりたかったのです。自分自身が叫ぶわけにはいかないので、キャラに叫ばせてますが。紙の上のキャラならば、アクションができない俺でも動かせます。むしろどんなヒーローだって書き放ほう題だい！

　最初は完全なヒーローものをやろうとしたのですが、いかんせん残ざん酷こくな話が苦手で、ガーゴイルのようなほのぼのとしたイイ話になってしまいます。そこでちょっと考えます。ヒーローのイイ話って、けっこう普通じゃないかと。

　そこでようやく悪の組織でほのぼのする話＝『コッペとＢＢ団』が生まれたわけです。

　悪の組織の喜き怒ど哀あい楽らくを書きたい、という欲望はヒーローへの憧れの産物ですね。どんなヒーローに、どう倒されるか。そして倒されて嘆なげく悪の組織が書きかったのです。悪役が輝かないと、ヒーローも光らないですから。

　先ほども書いたように、殴られ方ひとつとってもテクニックが要るのです。そこらへんを考えに考え続けたら、組織の全体図やら軍事力やら思いついて、最終的に悪の組織の日常にまで考えが及んでしまったわけです。

　振り返ると長いですが、要は「変身」言いたかっただけちゃうんかと。

　まぁ念願叶ったり、というわけです。
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　以下、お礼！

　今回も前回もキビシースケジュールの中、面めん倒どう見てくださって本当にありがとうございます、Ａ女じよ史し！　風か邪ぜにはお互い気をつけましょう！

　新しいキャララフが上がってくるたびに萌もえ死にそうになっておりました。いつもいつもありがとうございます、イラストはしもとしんさん！

　ＷＥＢ制作に携たずさわった方にも感謝！　この企画のおかげで久々にコッペを書かせてもらうことができました！　ありがとうございます！
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　御ご色しき町ちよう図書館だよりと平行して書き続けてきたこの小説、とても楽しかったです！

　図書館だより、コッペ、んでガーゴイル。その三つを同時にやってきたんですよね、そういえば。いやいや、思い返してみれば、よくあんなムチャができたものだと思います。まぁネタさえあれば、どんなムチャもできますが。

　ともあれ、これでコッペは一旦終了です。

　もしも復活する事があれば、その時は温かく迎えてください。

　では、また別の作品で！








田口　仙年堂　　　





































　　　　この作品は、「FBonline」２００７年１号～８号に掲載された

　　　　「コッペとＢＢ団　その３」を加筆修正したものです。
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Sennendou Taguchi




『吉永さん家のガーゴイル』でおなじみのほのぼの物書き。

人前で喋ることに抵抗がないので、大勢の人の前で大噓を吐くのが特技。でも五秒でバレる上に、何故かいつの間にか騙される側に！　あれー!?

読者の皆さん、愛してます！　『コッペ』読んでくれてありがとう！　でも近況の報告をしたくても、仕事とネトゲしかやってません！
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埼玉県在住のおもちゃ好き絵描き。

田口先生の生み出すナイスキャラ達をイラストで再現するのは、難しいけどやりがいのある非常に楽しい仕事です。田口キャラの魅力、きちんと皆さんにお届け出来ているならこれ幸い。

あ、ちなみに噓は全然吐かないです！　遊ばないし締め切りとか超守ります！　噓は全然吐かないです！（なぜ２回も言うのか）

http://www.geocities.co.jp/Milkyway/4645/










電子版　ファミ通文庫





コッペとＢビーＢビー団だん　その３











著者／田た口ぐち仙せん年ねん堂どう

イラスト／はしもとしん








2015年2月6日電子版ver.1.0発行








発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　沼田里奈









(c)2008 Sennendou Taguchi




本電子書籍はファミ通文庫『コッペとＢＢ団　その３』（2008年3月12日発行　初刷）を元にして制作しております。
















item/image/cover.jpg
EOSHNE | 7

TAGUCHNi SENNENDOY?

Lo //
hp > §
v
. /
/

Coupe and the Black Bullets





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK~WALKER





item/image/p253.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/p270.jpg





item/image/p269.jpg





item/image/gaiji-h2o.png





item/image/p267.jpg
Rz
At
8
v

F¥
o

Lx
$%
L
&

SoeBIIOSHH LY

T A > TR

T
SRS BBy






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		１　コッペとフランベ



		２　コッペとソルベ



		３　コッペとパパ



		４　コッペとアロマ



		５　コッペとみんな



		エピローグ



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/icon7.jpg





item/image/icon5.jpg





item/image/icon6.jpg





item/image/icon3.jpg





item/image/p075.jpg





item/image/icon4.jpg





item/image/icon1.jpg





item/image/icon2.jpg





item/image/p233.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/tobira05.jpg
No5'
AINEHAL

5@ ) —

B DHCY->7AMBLNEDZRHEZ TR
[2¢) v, RE->TALRE]
HHROTERC. O=PEF7TEL >k,





item/image/tobira03.jpg
No3,
IyNEIN)N
[LK>C%7'TSyv -7 Uy VYA,
% ]IPL L)

EARBROETE-SBECICR 7.
WT &L E.





item/image/tobira04.jpg
Sl 1N ET
0\\) \O(H rvcrcuzi

g Tcoicl 3 &l
fco@an?.l
TR YEHARLE Y>3





item/image/tobira01.jpg
No |,
AYNET SN
XOF A1) §aull
VAREFZEDMDNSTZTUS>TZAR!]

FEsks. K—LavX.
S EHEMaES._ -7 T YN YRT > TR

«2‘
‘g!

A ol






item/image/tobira02.jpg
Noz.
TIyNEVJILN

2. SZ29—-75 IR
RBEBEAMRCHO>FHUL 7R
YR ') &

SRY =7 T IR
SZY—ICRU IR AR K.






item/image/p087.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
YQQW\F\Y\Y\

ok WAVME RT S
*%%\E}(&?NM,%)UCMQ "..‘
: ;
| 1
Bz 08 RS i1 7
LB = o mg% 20 F
I»;E& M%iﬁ 00TMARK
o wxn 30






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/p173.jpg





item/image/p109.jpg





item/image/p153.jpg





item/image/p274.jpg





item/image/p271.jpg





item/image/p272.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p276.jpg
e — e — N =
\Mi\‘7-\\1'—Ud#ﬁ*‘i%iﬁ%@ﬁ\"!/

BUALS 2 3 e %éiLig.(l e %‘%0 a:;';{





item/image/midashi02.jpg





item/image/midashi01.jpg





